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第四章　　祈りの丘

　
　北向きの壁に等間隔で並んだ三つの窓が、薄暗い部屋に柔らかな光を振り撒いている。それぞれの窓の下には作りつけの机があり、綺麗に磨かれた天板がまるで鏡のようだ。
　視線を廊下側に転じると、高さ二メートルほどの書架が四列。書架と書架の間の通路の延長線上に窓がくるように、きっちり規則正しく並んでいる。
　ウネンは、窓際に置いてあった脚立を抱えると、一番東側の書架と壁との間にえっちらおっちらと進んでいった。目的の棚の前に脚立を置き、書架の一番上の段に手を伸ばす。
　ウネンが『歴史』と背表紙に書かれた大きな本を手に取った時、可愛らしい女の子の声が足元から聞こえてきた。
「ウネンは本っ当に勉強が好きなのね」
「ダーシャ様」
　脚立の横には、今年十歳になるダーシャ王女が立っていた。父親であるクリーナク王そっくりな眩い金の髪を揺らしながら、少し拗ねたような表情で、ウネンを見上げている。
　ウネンは本をしっかりと両手で持ち、一段ずつ慎重に脚立をおりた。
「どうなさったんですか？　こんな所に」
　即座にダーシャが、「敬語」と唇を尖らせた。「わたししかいない時は、ウネンの普段の言葉で喋ってちょうだい、って言ったじゃない」
　いわゆるお上品な言葉遣いを苦労して学んでいる最中の身としては、ダーシャの申し出は、有難くもあり、面倒でもあり、といったところだろうか。ウネンは溜め息を呑み込んでから、「どうしたの？」と言い直した。
「だって、ウネンったら全然遊んでくれないんだもの。つまんないわ」
「でも、ぼくは、ハラバル先生の助手だから」
「でもでも、お父様は、ダーシャの話し相手にもなってくれ、ともウネンに仰ってたじゃない」
　先月、晴れてハラバルの助手としてクージェの城にやってきたウネンを、誰よりも熱烈に歓待したのが、このダーシャ姫だった。
　遊び友達ができた、と言わんばかりにはしゃぐダーシャを、父王は一度は厳かな声でたしなめた。だが、これまで城内にダーシャと年の近い人間がいなかったことに気づいて不憫に思ったのだろう、ほどなくクリーナクは藍の瞳をそっと緩め、「手の空いた時にでも話し相手になってやってくれないか」とウネンに語りかけるに至ったのだった。
「カミルもエヴェリーナも小さ過ぎて、一緒に遊んでもつまらないんだもの」
　カミル王子は五歳、エヴェリーナ姫は三歳と聞いた。十歳の遊び相手には、確かに少々物足りないだろう。そう考えると、ダーシャの頼みを聞いてやるのもやぶさかではないウネンだった、が……。
「でも、もうすぐ算術の授業だしなあ」
　途端に、ダーシャが、ぷぅ、と頬っぺたを膨らませた。背の高さこそウネンと殆ほとんど変わらないが、こういう表情を見る限り、やはり姫はウネンよりもずっと子供なのだ。ウネンは少しだけお姉さんな気分で、不満を表明するダーシャを見つめた。
　ダーシャは、全身でこれ見よがしに溜め息をついて、上目遣いでウネンを見上げてくる。
「みんな、勉強勉強って、つまんない」
「でも、勉強したことは、これから先、きっとダーシャ様を助けてくれると思うよ」
「お父様も、ハラバル先生も、他の先生方も皆そう言うわ」
　ダーシャがくるりと背を向け、スカートの裾がふわりと綺麗な円を描えがいた。
「分かってる。だって、ウネンも、色んなことを知っているから、ハラバル先生の助手になれたのだものね」
　そう言いつつも、ダーシャは、今一つ納得しきれない様子で何か口の中でもごもごと呟いている。そもそもダーシャには、「知識が身を助けてくれる」ということ以前に、「身を助けてもらわなければならない」状況が実感できないに違いない。
　ウネンは一瞬だけ目を伏せてから、笑みを浮かべてダーシャを見た。
「知識があるのと無いのとでは、世界の見え方が全然違うよ」
「世界の見え方？」
「知識が増えると、同じ場所でも違う景色が見えるようになるよ。楽しいよ」
　ヘレーに連れられてロゲンの町を出て、ウネンの世界は一変した。足の下に広がる大地も緑なす森も、目に映るもの全てが悠久の時を刻む書庫となり、いのちを支える宝物庫へと姿を変えた。文字は、見えないものの姿をこの世に浮かび上がらせ、数字は世の理ことわりを紐解いてくれた。取るに足らない卑小な存在でしかなかったウネンに、知識は、世界を望む遠眼鏡と、空へはばたく翼を与えてくれたのだ。
「そう言えば、お父様も、『王たるもの、人々の知らないことを知り、見えないことを見なければならない』って仰ってるわ」
　ダーシャが、神妙な表情で呟く。
　ウネンは、思わず息を呑んだ。クリーナクが語る「人々」という言葉が、封臣を始めとする騎士達のことだけではなく、市井の人々をこそ指しているように思えたからだ。
　先だって、城下でウネンがヴルバの手の者に襲われた際も、クリーナクは、本来王が直接関わりを有していないはずの町の治安について、責任を感じている様子だった。臣下の者ばかりでなく、地に生い茂る民草にも心を砕く。それはまるで、かつてヘレーが語ってくれたお伽噺に登場する、理想郷の王のようではないか。
「いくら王が偉くても、みんなに見えないことが見えるわけないじゃない、って思っていたけれど、知識の量で見え方が変わるのなら、お父様は出鱈目を仰っていたのではなかったということなのかしら」
　己おのが父親とはいえ一国の王に対して「出鱈目」とは、まことにダーシャは恐れ知らずだ。ウネンは、表情を取り繕うのに四苦八苦した。
「陛下はきっと、人々を導くのに沢山の知識が必要だ、と、仰りたかったんじゃないかな」
「じゃあ、もしもみんなが沢山の知識を持つようになって、わたし達が導かなくてもよくなったら、わたし、もう勉強しなくってもいいの？」
　いいこと思いついた、とばかりに目を輝かせたダーシャが、すぐにがっくりと肩を落とす。
「だめだわ。それじゃあ、わたし達、みんなから必要とされなくなってしまうのね」
　ダーシャの言葉を聞き、ウネンは言葉を詰まらせた。王はなにゆえに王たりえるのか。これまで意識することすらなかった疑問が、唐突に思考の真ん中に降ってきたのだ。
　知識は「目」であり、「翼」である。オーリの言葉を借りるなら、「ちから」とも言うことができよう。だが、それを手にすることができる者は限られている。イェゼロの町を見ても、人々は専ら目の前の仕事だけで手一杯で、生活に直接関係のない知識を求めようとする人間など殆ほとんどいない。
　ウネンは、この一箇月に城で目にした多くの「先生」達の顔を思い出していた。歴史や政治は勿論、科学に数学、多くの有識者が王のもとに集つどい、国の舵取りを補佐していることに思いを巡らせた。
　英邁えいまいたる君主。それは、知識を独り占めする者でもある。
　その考えに誘発されるようにして、いつぞやのモウルの台詞が、ウネンの脳裏に甦った。
『僕らが依頼されたのは、ヘレーが持ち出した禁断の書の確保と、そこに記された知識の拡散を防ぐこと――』
　武力や権力、財産といったものを持たざる者は、持てる者に従うしかないのが世のならいだ。そして、同様のことは、知識についても言えるのではないだろうか。ならば、禁断の知識とやらの漏洩を防ぐべく動いているオーリ達は、その知識で一体何を支配する気なのか――いや、何を支配し・て・い・る・のか。
「ノーツオルス……」
「伝説の魔術師がどうかしたの？」
　ウネンが無意識のうちに漏らした言葉を、ダーシャが聞き咎める。
　と、いつの間に部屋に入ってきたのか、ハラバルが書架の角から顔を出した。
「ああ、ダーシャ様もこちらにおいででしたか。そろそろお部屋にお戻りください、ダーシャ様。ウネンも、授業の準備をしましょう」
　ウネンは背筋せすじを伸ばして「はい」と返事をしてから、手に持っていた本をもとあった棚に戻した。ハラバルの授業の手伝いをすることも、助手としてウネンに課せられた仕事の一つなのだ。
　算術の時間にウネンが補佐としてダーシャの横に座るようになって半月。これまで上機嫌で授業を受けていたダーシャだったが、どうやら今ばかりは、少々間が悪かったようだ。ダーシャは形の良い眉をひそめて、ぷいっとハラバルから顔を背けた。
「今から戻ろうと思ってたのに、先生がそんなことを仰るから、気が削がれてしまったわ」
　師に先手を打たれたことがそんなに悔しいのか、ダーシャが見事なふくれっ面を披露する。
　ウネンは、目の端にハラバルのしかめっ面を意識しながら、ダーシャの顔を覗き込んだ。
「息がぴったりだね」
「え？　どういうこと？」
　父王譲りの藍の瞳を真ん丸に見開いて、ダーシャが問う。
　ウネンは精一杯の笑顔を浮かべて、ダーシャとハラバルとを交互に見やった。
「だって、先生もダーシャ様も、同じ時に同じように『そろそろ授業の準備をしよう』って同じことを考えていた、ってことでしょ。つまり、お二人はとても気が合う、ってことだよね」
　ほう、と、ハラバルが、愉快そうに微笑んだ。
「でも、ハラバル先生と息がぴったり合っても、あまり嬉しくないわ……」
　遠慮も何も無いダーシャの言葉に、とうとうウネンは苦笑を漏らしてしまった。
「でも、合わないよりは合うほうがいいと思うけど？」
「……それは、まあ……、ええ、そうね……」
　躊躇いつつも首を縦に振るダーシャを見て、ハラバルが「光栄です、姫様」と腰を折る。
「さて、では、授業とまいりましょうか。ダーシャ様はお先にお部屋でお待ちください。わたくしは、ウネンと教材を揃えてまいります」
　ダーシャは、今度は拗ねることなく、「分かったわ」と素直に頷いた。
　
　算術の授業が終わるのを見計らったように、使用人がダーシャの勉強部屋の扉をノックした。「補佐官様、陛下がお呼びです」との声に、ハラバルが「すぐにまいります」と応答する。
「では、ウネン、わたくしはこのまま陛下のもとへまいりますので、教材や帳面を部屋に戻しておいてください」
「分かりました」
　ウネンの返事が終わりきる前に、ダーシャが弾む声で「わたしもお手伝いするわ！」と身を乗り出してきた。
「ずーっと机に向かっていたから、身体が固まってしまったもの。それに、一人よりも二人で片付けたほうが、早く終わって早く遊べるでしょ？」
「陛下のところから戻ったら、我が助手を返していただきますよ」
　ハラバルの顔は、いつもどおり厳めしいまま、ただ口元だけが微かな弧を描えがく。
「先生がわたし達を見つけられたらね！」
　不敵な笑みを浮かべるハラバルと、はしゃぐダーシャ。そんな二人の間に挟まれ、ウネンは知らず大きく息を吐いた。
　
「さっさと正体を現せ、この、腐れ〈かたえ〉めが！」
　算術の教科書と帳面の入った籠を抱え、居館から主館二階へと渡り廊下を歩いてきたウネン達を、しわがれた声が出迎えた。やれやれ、と半ばあきれつつ角の向こうを覗き込めば、予想どおり、大先輩の魔術師に壁際に追い詰められているモウルの姿があった。
「どうせ、お前も儂の命を狙っておるのじゃろうが。だが、儂はもう騙されんぞー」
　どうだまいったか、と言わんばかりの表情で、ジェンガ翁が身体を揺らす。モウルを威嚇しているつもりのようだが、頭二つ分背が低いこともあって、傍はたから眺める限りは、子供が大人にじゃれついているようにしか見えない。
　七十年前のタジ国との大戦中に、ジェンガが、同じ魔術師仲間による手痛い裏切りに遭ったことがある、と、クリーナクは言っていた。いっときは死線すら彷徨う羽目になった、つらい記憶が、今になって彼を苛さいなんでいるのだろう、とも。
　この城に来てからというもの、ウネンは、一日に一度はジェンガにくってかかられているモウルの姿を見かけている。そのたびにモウルは、指の隙間をすり抜けてゆく川魚のように、言いがかりをひらりと躱してその場から立ち去っていた。
　しかし、今日は少しだけモウルの態度が違っていた。そろそろ積もり積もったものが限界に達していたのだろう、眉間に皺を刻んで、両手を腰に当て溜め息をつく。
「毎日毎日、こんなに人畜無害な人間を捕まえて、何を仰いますやら」
「儂は知っておる。真に人畜無害な者は、自分からそう名乗りはせぬ」
　語るに落ちたな、とジェンガが鼻を鳴らす。
　モウルの目が、すうっと細められた。
「僕の人間性について、あなたがどのように考えようが、僕にとっては別にどうでもいいことなんですけど、とりあえず、この城の人間に対して僕が敵意を持っていない、ってことだけは、理解していただけませんかね」
「そう言って儂を騙す気なんだろう」
　またもジェンガが身体を揺らした、その時、ウネンの陰から様子を窺っていたダーシャが、威勢よく二人の前に飛び出した。
「酷いわ、ジェンガおじい様！」
「おお、ダーシャ姫、ご機嫌麗しゅう……」
　一転して好々爺の眼差しで、ジェンガがダーシャを振り返る。
　だが、非情にも姫は、柳眉をいからせてジェンガに詰め寄った。
「ご機嫌なんて全然麗しくないわ。ジェンガおじい様、もうモウル様を苛いじめないで！」
　見ている者がつい気の毒に思ってしまうほど、ジェンガは傷ついた表情を浮かべて、二歩あとずさった。
「しかし、儂が倒れでもしたら、一体誰がこの国を守……」
「だから、モウル様は敵なんかじゃないわ。とってもお優しくて、善い人よ。先日も、お庭の木に引っかかってしまった、わたしの帽子を、嫌な顔一つせずにとってくださったもの！」
　ああ、と、ウネンはひっそりと嘆息した。涼しげな顔で風を操り、首尾よく手にした帽子を極上の笑顔で差し出すモウルの姿が、目に浮かぶような気がしたからだ。
　とおり一遍の他人に対するモウルの人当たりの良さは、驚くべきものがある。自分達が相手の時とは随分な違いだよね、と、ウネンはイレナと何度も溜め息をついたものだった。いや、あの笑顔を「胡散臭い」と看破しなければ、ウネン達の前でも彼はずっと猫をかぶり続けていたのかもしれない。そして、その場合の諸々の皺寄せは、全部オーリ一人がかぶることになるのだろう。

「いや、しかし……」
「しかし、じゃないわ！　もう、ジェンガおじい様の意地悪！　大っ嫌い！」
　一瞬にして、ジェンガとその周囲の空気が、見事なまでに凍りついた。
　モウルは、口元に刻んだ薄い笑いを、即座に神妙な微笑みで塗り替えて、ダーシャに向かって目を伏せる。
「ありがとうございます、ダーシャ様。でも、ジェンガ様のご発言は、ダーシャ様を始めとする王家の皆様の安全に心を砕いておられるからこそだと、私も理解しております。このようなどこの馬の骨とも知れぬ者、警戒なさって当然ですからね」
「馬の骨だなんて、そんなこと誰も思ってませんわ！」
　言葉に力を込め、ダーシャがモウルを見上げる。
　モウルが、にっこりと、あの笑顔を浮かべた。ありがとうございます、光栄です、と。
「それでは、私は、陛下に呼ばれて執務室に向かっているところなので、これにて失礼いたします」
「じゃあ、わたしも一緒に行くわ。お父様に、到着が遅れたのはモウル様のせいじゃない、って言ってあげる！」
　勢い込んでそう言ってから、ダーシャはハッと息を呑んだ。
「あ、でも、わたし、ウネンのお手伝いをしている途中だったのだわ……」
「ぼくなら大丈夫だよ」
「……そう？　ごめんなさい、ウネン。今度はきちんと最後までお手伝いするから」
「いいよ、いいよ。気にしないで。ダーシャ様は是非ともモウルを助けてあげて」
　申し訳なさそうに身を竦ませるダーシャの背後で、モウルが、余計なことを、とでも言いたそうに口をへの字に曲げている。ウネンはすっかり楽しくなって、「行ってらっしゃい」と二人に手を振った。
　
　ダーシャに手を引かれて廊下を進んでゆくモウルの後姿を見送ってから、ウネンは、魂が抜けてしまったかのように立ち尽くしているジェンガ翁を振り返った。
「……大丈夫ですか？」
　ウネンの声に、ジェンガはびくんと身体を震わせて、それからモウル達が去っていったのとは逆の方向へ、ふらふらと歩き始めた。廊下の突き当たりに到達したところで、壁に背をつけて置かれていた椅子を、わざわざ向きを逆さにしてから腰をかけ、壁に向かってうなだれる。
　ウネンは、ジェンガの傍へと寄ると、おそるおそる声をかけた。
「モウルはタジ国の魔術師じゃないですよ」
　はああ、と、深くて重い溜め息が聞こえた。
「そうなのかもしれぬのう。だが、敵かもしれぬ、と考えずにはおられんのじゃ」
　ジェンガの声には、明らかに悔しさが滲んでいた。
　もしかしたら、ジェンガ自身もおのれのままならぬ感情に、臍ほぞを噛む思いをしているのかもしれない。ウネンは、なんだか無性に、この打ちひしがれた老人のことが気の毒に思えてきた。
「この際、魔術師か否かで判断するのじゃなくて、あの顔は敵じゃない、っていうふうに、思い込めませんか？」
　笑顔は若干胡散臭いけれど。ウネンがそう胸の奥で付け加える間もなく、ジェンガがきっぱりと「無理じゃな」と答えた。
　にべもない言いざまに、ウネンは一度は眉をひそめたものの、なんとか気を取り直して、次なる案を差し出してみる。
「じゃあ、城の皆で合言葉を決めて、出会い頭に互いに合言葉を言って、合言葉が一致すれば敵とはみなさない、って法則を作って、魔術師かどうか関係なく一律に対応するようにすれば」
　我ながら苦しい方策だな、とウネンが自嘲するのと同時に、ジェンガがあきれ顔でウネンを見上げた。
「味方だと思っていた者が、ある日突然敵になることを、『裏切り』というのじゃぞ」
「あ、まあ、そうですよね」
「そもそも、儂自身にもどうしようもない儂のことが、おぬし達にどうにかできるはずはないじゃろ」
　開き直りともとれる言葉とともに、ジェンガが胸を張った。どうやらダーシャに嫌われた衝撃からは、立ち直ることができたようだ。
「だが、嘆くことはないぞ、少年」
　これ以上、話がややこしくなるのを避けたくて、ウネンは、敢えて「少年」という単語を聞き流す。
　ジェンガは、よっこらしょ、と掛け声とともに立ち上がり、ウネンと正面から向き合った。
「儂が耄碌したとしても、我が神は健在なり。彼かの者は決して忘れぬ。その記憶は積み重なってゆく。儂がうっかり間違えたとしても、神が止めてくれるわい。だから儂は、心置きなく、敵を敵と糾弾できるのじゃ」
「神様が？　止めてくれる？」
　ウネンは、思わず身を乗り出していた。ジェンガと初めて会ったあの時以来、ずっと気になっていたことを問う機会が巡ってきたのかもしれない、と思ったからだ。
　魔術のことを語る時のモウルと同じように、ジェンガもまた嬉しそうな表情を浮かべ、二度三度と大きく頷いてから口を開く。
「そうじゃ。いくら儂が炎を放とうとしても、我が神はまったくちからを貸してくれぬ上に、『落ち着け』と窘めてくれるからの」
「神様と会話ができるの？　『考えるな、感じろ』って世界なんじゃないの？」
「おぬしは面白いことを言うのう」
　ジェンガの目が、細められた。
「確かに、昔は、ぼんやりと感じることしかできなんだがな。最近は随分はっきりと分かるようになったんじゃ」
「じゃあ、前に、ジェンガ様が『風が囁く』って仰ったのも、神様のこと？」
　ウネンが更なる問いを繰り出すと、ジェンガが、きょとんとした顔で首をかしげた。
「はて、そんなこと言ったかいな」
「先々月、ぼくやモウルが初めて城に来た時に、ジェンガ様が大広間に飛び込んできて、『ここに〈かたえ〉が居る、と風が囁いている』って仰ったでしょ」
　ああ、あの時か、と、ジェンガが両手を打った。
「あれが、どうかしたかの？」
「あれも、神様が教えてくれた、ってこと？」
　ジェンガが、チッチッチと舌を鳴らして右の人差し指を軽快に振った。
「ありゃあ、儂の言うたとおり、我が神じゃあなくて、風、じゃ」
　新たに加わった要素を頭の中の帳面に書き加えながら、ウネンは問いを重ねる。
「風？　神様じゃなくて？」
「はてさて、儂には風としか言いようがないからの。仮に我が神だったとして、自分で燃やした火を自分で消すなど、そんな無駄なことを何故せねばならんのじゃ」
　ジェンガの言葉を、ウネンはすぐには呑み込むことができなかった。一呼吸のちに、ようやくその意味が腑に落ちる。〈かたえ〉の存在を知ればジェンガが我を失うことが解っていて、それを窘めるべき神が、わざわざそのことをジェンガに告げるはずがない、と、彼はそう言いたかったようだ。
　どうやら、歳ふりて神の言葉が分かるようになったといっても、その輪郭はやはり曖昧なものらしい。
「じゃあ、あの時、ジェンガ様に『古い友人』と告げたのは？」
「そりゃあ、我が神じゃの。『だから落ち着け、我が〈かたえ〉よ』ってなもんじゃ」
「敵ではない、と？　古い友人だから、と？　もしかして、モウルの神様が、ジェンガ様の神様の友人だ、ってこと？」
　話の内容がいよいよ具体性を帯び始め、ウネンは知らず身を乗り出した。
　だが、対するジェンガはというと、あー、と、低い声を漏らしたきり、唇を真一文字に引き結んでしまった。
「ジェンガ様？」
　ウネンが怪訝に思って尋ねれば、ジェンガが肩をすくめて首を横に振った。
「すまぬの。それは、『ナイショ』じゃ」
「え？」
　思わず目をしばたたかせるウネンに、申し訳なさそうな眼差しが注がれる。
「説明するのが面倒なようじゃ」
「ええええっ？　面倒、って、神様がそんなこと言っちゃっていいの？」
　あまりにあんまりな展開に、ウネンはつい声を抑えることを忘れてしまった。慌てて口をつぐみ、きょろきょろと周囲を見まわしてみる。
　見渡す限り、静まりかえった廊下、どの扉も開ひらく様子はない。
「まあ、そう言いなさんな。お前さんも、暖炉の掃除が面倒で、床に灰を溢れさせたことぐらいあるじゃろう？」
　しみじみと語りかけてくるジェンガに、ウネンはきっぱりと「無いです」と返答した。
　ジェンガは、少しの躊躇いも見せず、「儂はあるんじゃ」と深く頷く。
「ならば、スプーンを使うのが面倒で、パンの中にシチューを詰めてもらったら、余計に食べにくくて難渋したことは？」
「無いです」
「儂はあるんじゃ」
　
　結局、しばらく粘るもジェンガからまともな返答が得られないことが分かり、ウネンは適当なところで話を切り上げることにした。
「少年よ、今度は我が部屋に遊びに来るがよい。菓子をご馳走してやろう」
「ありがとうございます」
　これはどこまでが社交辞令なのだろうか。悩みつつも、ウネンはジェンガに礼を述べてその場を辞した。教材の籠を抱え直して、ハラバルの書斎のある一階へと階段を下りる。
　結構な道草を食っていたにもかかわらず、ハラバルはまだ戻ってきていないようだった。鍵のかかった扉の前に立ったウネンは、足元に籠を置くと、襟元に手をやった。ハラバルから預かっていた部屋の鍵を、落としたり失くしたりしないように、紐で首からぶらさげていたのだ。
　もっと長い紐を使えば、紐を首にかけたままで扉の鍵をあけることができるだろう。もしくは、伸び縮みするバネを使ってもいい。紐を首から外す手間を惜しんで、そんなことをつらつら考えていたせいか、いざ鍵穴に鍵を差し込む段になって、ウネンはうっかり鍵を取り落としてしまった。
　受け止めようと反射的に動かした足が、足元の籠を蹴っ飛ばす。派手な音をたてて、インク壺や蝋板などが廊下に散らばった。
「どうした！」
　聞き慣れた声とともに、オーリが廊下の角から飛び出してきた。眉間に刻まれた深い皺が、ウネンを見るや僅かに緩む。
「……一体、何がどうした」
「どうした、って、オーリのほうこそ、なんでここに、って、そうだ、インク！」
　大慌てでインク壺を拾い上げて、ウネンは心の底からの安堵の息を吐いた。瓶本体にも蓋にも異常は見られず、一滴のインクもこぼれていなかったからだ。
「良かったー……」
　ウネンは、インク壺、蝋板、定規、ペン、と、散乱する品々をそそくさと籠の中に戻した。最後に、落とした鍵もしっかりと拾い、膝をはたいて立ち上がる。
「オーリは、どうしてここに？」
　ウネンやモウルとともに城入りしたオーリだったが、彼は、魔術師補佐という中途半端な肩書きを良しとせず、剣士として近衛兵の末席に加わることを希望した。以来一箇月もの間、ウネンは食事の際に食堂でオーリの顔を見かけこそすれ、言葉を交わすことはただの一度も無かったのだ。
「陛下に……、いや、モウルの奴に呼ばれてきた」
「モウルに？」
「書類上、俺の直接の上司はモウルなんだそうだ」
「上司」
「上司」
　思わず二人して復唱し合って、ほぼ同時に溜め息をつく。
「オーリは今、どこに住んでるの？」
　気を取り直して、ウネンはオーリに問いかけた。上司に呼び出されている人間を引き留とめるわけにはいかないのは分かっていたが、これだけはどうしても訊いておきたかったのだ。
「一段下の、外郭にある騎士舎だ。俺は騎士ではないが」
　付け加えられた一言に僅かな苦みを感じ、ウネンは眉をひそめた。
「大変そうだね」
「そうでもない。トゥレク様が色々と気を遣ってくださるから、随分とやりやすい」
　トゥレク様、との呼び名を聞き、ウネンはそっと息をついた。かつてウネン達が客人として城に招かれた際は、トゥレクが、ウネンはもとよりオーリのことも敬称をつけて呼んでいたものだった。
　そして、今、ウネン達は、彼らの序列の中にいる。
　オーリが、つい、とウネンから視線を逸らせた。
「俺には、漆黒の髪も特別な才能も無いからな。自分の居場所はこの腕で作るしかない」
　補佐という名目でモウルの傍にいれば、もっと楽ができただろうに。語る言葉を見つけられず、ウネンはただ唇を噛む。
「気にするな。剣の世界の基本構造は、どこに行っても大して変わらない。強い者が、強い。それだけだ」
　きっぱりと言い切って、再びオーリが正面を向いた。
　いつもの仏頂面が、この時ばかりはとても頼もしく見えた。対して、先刻見かけたモウルの様子が思い出され、ウネンはうっかりふきだしてしまった。
「どうした」
「いや、色々と大変そうなオーリよりも、モウルのほうが弱音吐きそうだな、って思って。モウル、さっきもジェンガ様に絡まれていたけど、八つ当たりの相手がいないせいか、色々と鬱憤抱えてそうだったよ」
「俺のありがたみを思い知ればいい」
　表情一つ変えずに切り返すオーリを見て、ウネンの口がつるりと滑る。
「オーリに甘えている自覚はあるみたいだけど。前にモウルに『身体を鍛えたら』って言ったら、『オーリがいるから要らない』って言ってたし」
「……そうか」
　そろそろ行かなければ、と踵きびすを返したオーリを見送りながら、ウネンは必死で笑いをこらえた。廊下を遠ざかっていくオーリの足取りが、いつになく軽いように感じられたからだ。
「表情は読みにくいけど、ある意味、解り易いよなあ」
　笑う代わりに独り言で気を逸らしてから、ウネンは深呼吸をした。気持ちを切り替えて、ハラバルの書斎の扉を振り返る。
　鍵をあけかけたところで、ふと、ウネンは小首をかしげた。そういえば、ハラバル先生も、モウルもオーリも、一体何の用で王様のところに集められているのだろう、と。
　その答えは、ほどなく、王の執務室から帰還したハラバルによってウネンのもとにもたらされた。
「ウネン、ダーシャ姫の避暑行に、モウル様がたとともに随行してください。わたくしの名代として」
　
　王都クージェから北西に四日のところに、パヴァルナという町がある。クリーナク王の実の弟エドムント公が治める、高原の町だ。ほぼ毎年、暑さの厳しい八月になると、国王一家は涼を求めてパヴァルナへ赴いているとのことだった。
　ウネン達が住むチェルナ王国は、三つの国と、海と、山脈とで国土を囲まれている。

　南海の海岸に沿って南東の方角へと進めば、製紙業の盛んな緑の国、カォメニに突き当たる。東には、七十年前にチェルナと一戦交えた、草原の国タジ。北は、長きに亘る群雄割拠ののち、今の王の治世になってようやく一つの国としてまとまったラシュリーデンだ。
　そして、国土の西端を南北にばさりと切りとるのが、「大山脈」と呼ばれる大いなる連峰だった。冬は全てを凍らせる刃やいばのごとき風を、夏は心地よい冷涼な息吹を、遥か高みから吹きおろす天険。そこに連なる山地の東の片隅に、パヴァルナは位置しているのだった。
　ハラバルの書斎にて、パヴァルナ行きを命じられたウネンは、目を白黒させながら「名代、ですか？」と驚きの声を上げた。
「ハラバル先生の代わりを、ぼくが？　それはちょっと、いや、かなり、無理があるのではないですか？」
　するとハラバルは、いつものしかつめらしい表情を僅かに緩め、「では最初から順を追ってお話ししましょう」と、窓際の自分の机に着席した。
「先日のスハーホラの金山の件で、王弟であるエドムント様にも諸々の書簡をお送りしたのですが、その際にクージェの城に新しい魔術師が来たと知ったエドムント様が、折り返し相談の書簡を送ってこられたのです。その新人魔術師がジェンガ様に追い出されてしまう前に、ちょっと助けてほしいことがある、と」
　ウネン達が初めてクリーナクと見まみえた時、王が「新しい魔術師が居つかない」とぼやいていたことを思い出し、ウネンは、胸の奥でひっそりと溜め息をついた。あのモウルですら一箇月で音を上げるのだから、ごく普通の太さの神経しか持ち合わせていない者がジェンガ翁の攻勢を耐えきるのは、かなり難しいと思われる。
「モウル様にご相談したらば、快く引き受けてくださるとのことでした。ですが、モウル様曰く、ウネンを守るという役目を捨て置くわけにはいかないため、ウネンもともにパヴァルナへ赴くことが条件だ、と仰いました」
「ぼくも？」
　ウネンが目を丸くして自分を指差せば、ハラバルが「ええ」と頷く。
「それと、モウル様の傍近くを守る者は、気心知れたオーリ殿がよい、とも」
　それでさっきオーリが主館へやってきたのだな、と、ウネンは一人合点した。
「実は、例の金山の件のせいで、今年のパヴァルナ行きは取りやめになるはずでした。なにしろ、王妃様はヴルバ様の従妹であらせられますので、ヴルバ様の裁判が終わるまでは、王都をお離れになるわけにはまいりませぬ。エドムント様は、いつもの避暑のついでに力を貸してくれ、と書簡にお書きになっておられましたが、陛下は、モウル様だけをパヴァルナに遣わそうと考えておられました。ですが、それを聞いたダーシャ様が……」
　そこで一旦言葉を切って、そうしてハラバルは深く息を吐いた。
「ダーシャ様が、異議を唱えられたのですね」
　パヴァルナ行きの相談の場に姫が居合わせることになったのは、間違いなく、「モウルを助けてあげて」と姫をけしかけた自分のせいだ。ウネンは申し訳なさに、つい身を小さく縮ませる。
「ええ。従兄弟のジョナーシュ様に会いたい、と、涙ながらに陛下に訴えになって……、それで、ダーシャ様もパヴァルナへ、と……」
　ハラバルの口から、またも大きな溜め息が漏れた。
「今まで、陛下が王都を留守にできぬ場合は、代わりにわたくしが皆様のお伴を務めさせていただきました。ですが、今回ばかりは、わたくしも王都に残らざるをえませぬ。そこで、ウネンには、モウル様のお申し出とは別に、わたくしの代わりとして……」
「いや、しかし、ぼくなんかじゃ……！」
　ハラバルの名代とは、つまりクリーナク王の名代でもあるということなのか。あまりにも重大な役割に、ウネンは必死で首を横に振りまくる。
　そんなウネンの様子をどこか満足そうに見つめると、ハラバルは微かに口の端はを引き上げた。
「話は最後まで聞きましょうな。城に来たばかりのあなたに、本来わたくしが担うべき役割を全て任せるつもりはありませぬ。特に対外的なことの多くは、既に他の同行者に割り振っております。それでもわざわざあなたをわたくしの名代としたのは、肩書きが明確なほうが、余計な不便がないであろうと思っただけのことです」
　城に来て目の当たりにした、序列というもの。その重みをあらためて突きつけられて、ウネンは知らず生唾を呑み込んだ。そして、オーリが近衛兵を志願したのは、克己の心だけが理由ではなかったのかも、とも思い至った。修行とばかりにただ無暗に苦境に身を投じていたのではなく、したたかに世のならいを見据えていたのかも、と。いや、それとも――
「尤もっとも、モウル様は、『ウネンは僕の弟子ということにしてもいいけど』と仰ってましたが……」
　――それとも、単純に、モウルの部下になりたくなかっただけかもしれない。
　結局オーリは、書類の上ではその運命から逃れられなかったわけだけど。ウネンは心の中で苦笑を浮かべてから、「先生の名代、謹んで拝命いたします」と神妙な顔で右手を胸に当てた。
　
　ダーシャ姫の、初めての一人（親の手を離れての）旅は、総勢十一名での道行きとなった。ウネン達三人に加えて、王の近侍スィセルと、ダーシャが幼い頃から世話になっているという眼鏡の国語教師ナヴィ女史、そして護衛の兵二名に御者を含む使用人三名、といった面々だ。
　パヴァルナ行きが決まった翌々日の昼下がり、荷物を積んだ荷馬車に二人の使用人が、箱型の立派な馬車には、女性陣に加えて、ダーシャのたっての願いでモウルがともに乗り込んだ。二台の馬車は四騎の騎馬に前後を守られ、いざ街道を西へと進む。
　ウネンにとっての初めての馬車の旅は、驚くほど楽で、そして少しばかり退屈だった。
　馬車の布張りの椅子にはふかふかの詰め物がなされていたが、小刻みに突き上げるような馬車の揺れは、座る者に路面の状態をつぶさに伝えてくれる。それでも、ただ座っているだけで目的地まで移動できるというのは、まるで夢のようだった。
　これで外の景色を眺めることができれば言うことなしなんだけどな、と、ウネンは小さく息をついた。勿論、馬車には窓がついていたが、同乗者そっちのけで窓にかぶりつくわけにはいかないということは、ウネンにも充分に理解できたからだ。
　ウネンの向かいの席では、モウルが寝不足を理由に、馬車に乗り込むなり早々に背もたれに身を沈めて目をつむってしまっている。その隣に座るダーシャが、ナヴィやウネンに楽しそうに話しかけては、そうだ静かにしなきゃ、とモウルを見やって慌てて口をつぐむ様子が微笑ましい。
　はしゃぎ疲れたか、ダーシャの口数が随分減ってきた頃になって、ナヴィが穏やかな眼差しをウネンに向けた。
「ウネンさんは、算術以外にどんな教科が得意なの？」
　女性にしては短めの、肩にかかる程度の砂色の髪をしたナヴィは、今年四十歳を迎えると言っていた。王城へは通いで週に二度、ダーシャばかりか王妃にも詩歌や文学を教えに来ているらしい。
「あ、ええと、科学です」
「国語や歴史は？」
「その……、本を買う余裕がなかったし、ヘレーさん――ぼくの……、前の先生、です――も専門外だったみたいで、あまり詳しくはありません」
　ウネンがそう答えた途端に、ナヴィの眼鏡がきらりと光った。
「では、この旅行の間だけでも、ダーシャ様と一緒に勉強してみない？　数字の世界もいいでしょうけど、文字の世界も楽しいわよー」
　賛成！　とダーシャが嬉しそうに両手を打って、また慌てて隣のモウルを心配そうに見やる。
　別に旅行の間に限らなくてもいいのよ？　とにっこりと微笑むナヴィに、ウネンは、少しどぎまぎしながら、ありがとうございます、と礼を言った。
　
　スィセルによると、パヴァルナは避暑地として人気が高い町ということだった。よほど特別な理由でもない限り旅に出ることなどない一般庶民から考えると、まるで夢のような話である。彼の言葉を裏付けるかのように、王都からパヴァルナへ向かう道は、イェゼロと王都を結ぶ街道よりもずっと路面の状態が良好だったし、途中の町々にある宿泊施設も、ウネンのよく知る安い宿からお城と見紛うほどの立派な宿屋まで、多種多様な等級のものが揃っていた。そして、ダーシャ王女一行のために手配されていたのは、町で最も上等な宿屋だった。
　ウネンに割り当てられたのは控えの間の簡易寝台だったが、その快適さは、彼女が今まで経験したことのないものだった。亜麻の敷布の裏には分厚いフェルトの層があり、下に敷かれた寝藁の、あのちくちくする不快感をまったく感じさせてくれなかったし、さらりとした綿の掛布は、まるで風をまとっているかのようだった。一泊するのにどれくらいのお金がかかるんだろう、と、想像をめぐらせる間もなく、ウネンは心地よい眠りに落ちていた。
　
　王都を発って三日、明日にはパヴァルナに到着するという馬車の中、ダーシャがいつになく欠伸を連発しているのを見て、モウルが心配そうに口を開いた。
「大丈夫ですか？　なんだったら、僕は後ろの馬車に移動しますから、少し横になってお休みになれば……」
　初日は馬車の中で寝倒していたモウルだったが、おかげで寝不足が解消したのか、二日目以降は居眠りすることもなく、いつものあの外面の良さを存分に発揮し、車内の雰囲気を盛り上げる一翼を担っていた。ナヴィとモウル、二人の「先生」の語る物語は、分野は違えどともに興味をかきたてられるものばかりで、ウネンは勿論、あの勉強嫌いなダーシャまでもが、膝を乗り出して熱心に耳を傾けていた。
　モウルに気遣われたダーシャは、弾かれたように背筋せすじをぴんと伸ばすと、「大丈夫です！」と首を振った。「だから、もっとモウル様のお話を聞かせてください」
「昨夜はよく眠れなかったのですか？」
　絵にかいたような気遣わしげな顔で、モウルが問うた。いつぞや、城の櫓塔で頭を押さえて呻くオーリに対して見せた表情とは違って、目元に若干の余裕の色が見える。なるほどこれが「素の顔」との差か、と、ウネンは頭の中の帳面に書きとめた。
「昨日のお部屋、除虫香が煙たくて……。蚊帳だけで充分だと思うのに」
　唇を尖らせるダーシャに、ナヴィが柔らかく微笑みかける。
「ダーシャ様が蚊に刺されるようなことがないように、との宿屋の配慮ですよ」
「それなら、窓にガラスを入れておいてほしかったわ。そうすれば、鎧戸の隙間からどんどん蚊が入ってくるなんてこともないでしょう？」
「この季節に窓を閉めきってしまうと、暑くて眠れないではないですか」
　ナヴィが溜め息をつくのを見て、ダーシャの形の良い眉が寄せられた。
「あら、わたしのお部屋は暑くないわ」
「クージェのお城が特別なんですよ。私の家は勿論、主人の実家も、別荘も、夏は窓をあけ放さないととても過ごせませんから」
　それは、ウネンが初めて王城を訪れた時にも感じ入ったことだった。高台ゆえ絶えず涼風が吹き抜けることに加えて、建物を形作る重厚な石材が外部の熱を遮断しているのだ。
「それに、ガラスは高価ですからね。気軽には用意できませんよ」
　優しく諭すようにナヴィに語りかけられ、ダーシャがしゅんとうなだれる。
　ナヴィの言うとおり、ガラスはちょっとした贅沢品だ。イェゼロの町でも、窓ガラスが嵌まっていた家は一握りしかなかった。ミロシュの診療所も、診察室には窓ガラスを入れていたが、他の部屋の窓は鎧戸のみだった。
　ヘレーも、なんとかお金をやりくりして、薬品の蒸留に使うガラス瓶を、少しずつ少しずつ買い足していた。三年前、地震でそれらが次々と壊れていく音を聞いた時の悔しさを思い出し、ウネンは知らず唇を噛む。
「もっとガラスが安くなったらいいのに。そうしたら、みんなのお家にもガラス窓がつけられるでしょう？」
　可愛らしい溜め息とともに、ダーシャが呟く。
「そうですね。そうなったらどんなにか良いか」
「お父様にお願いしても、無理なのかしら」
　ダーシャの発言は、少々無邪気が過ぎた。それまで聞き役に徹していたウネンだったが、思わずダーシャとナヴィの会話に口を挟む。
「ガラスの生産量が増えれば、その分値段も下がるはずですが、そもそも、材料を調達するのが大変だと聞いています。材料費が高ければ、出来上がったガラスの値段も高くならざるを得ないですし」
　ウネンの言葉を受け、モウルが得意げに口角を上げた。
「ガラスの製造に必要なトロナ石は、タジ王国から輸入しているんですよ。あそこには大きな塩湖がありますからね」
「タジ王国、って、ジェンガおじい様の仰る、あのタジの国？」
　目を丸くさせ小首をかしげるダーシャに、モウルがここぞとばかりに弱々しい笑みを浮かべてみせる。
「ええ。ジェンガ様の時代とは違い、彼かの国と我が国の間では、今や普通に商取引が行われているんですよ」
「まあ、おじい様ったら、そんなこともご存じないから、モウル様を悪者扱いなさるんだわ！」
　流石はモウル、煽れる機会は逃さない。
　ウネンは苦笑しつつ、話を続けた。
「輸入ができなくなったり、埋蔵量が尽きてしまったりすれば大変だ、って、ヘレーさ……前の先生も言っていました。そうでなくても、足元を見られて高く売りつけられてしまいがちだし。空気中の窒素を固定できるようになったら、もっと安くガラスを作れるようになるのに、って……」
　その瞬間、視界の端でモウルが眉をひそめるのが見えた。
「窒素？」
　怪訝そうに問いかけるナヴィに、ウネンは姿勢を正して頷いた。科学……特に化学は、ヘレーの得意分野だったのだ。熱の籠もった眼差しで語る在りし日のヘレーの姿を脳裏に思い浮かべながら、ウネンは、頭の中で帳面をめくる。
「はい。アンモニアを生成して、それを使って炭酸ナトリウムを……」
　突然モウルが、短い呻き声を漏らして上体を屈めた。
「モウル様！　どうしたの？」
　ダーシャの上ずった声に、ウネンは語りを中断してモウルを見た。
　先ほどまでの元気はどこへやら、モウルは、青い顔をして右手で口元を押さえている。
「すみません、どうやら馬車に酔ったようです……。実は今日は朝から少し気分がすぐれなくて……、先ほどまではなんとか我慢できていたのですが……」
「まあ、どうしましょう」

　差し出されたダーシャの手を丁重に押しとどめ、モウルがゆらりと顔を上げた。
「少し馬車を止めていただいて、外の空気を吸えば、すぐに良くなると思います……」
「分かりました」
　ナヴィが、窓から顔を出して、御者に馬車を止めるように言う。
　座席の揺れが次第にゆっくりになって、ほどなく馬車は動きを止めた。
「どうされましたか！」
　馬車を先導していたスィセルともう一人の兵士が、血相を変えて馬車へと寄ってくる。しんがりのオーリ達も追いついてきたところで、ナヴィが声を張り上げた。「モウル様が少し馬車に酔われたそうなのです」と聞き、馬上から安堵の溜め息が漏れる。
　道の脇に馬車を寄せ、一行は少し休憩をとることにした。
　
　オーリに抱えられるようにして、モウルがよろよろと馬車を降りる。続けてナヴィが、ナヴィの手を支えにダーシャが、そして最後にウネンが地に降り立った。
　モウルは、オーリの手を借りて、馬車からは少し離れた、ほどよい大きさの石に腰をおろす。
「大丈夫？」
　ダーシャが、心配そうにモウルの顔を覗き込んだ。
　モウルは、大儀そうに顔を上げると、かすれ声で応える。
「ええ、なんとか。でも、体調が悪いことよりも、こんな見苦しい姿を姫様の前に晒さねばならないことのほうがつらいですね……」
　ダーシャがハッと息を呑むのに合わせて、ウネンはここぞとナヴィに進言をした。
「モウルはぼくとオーリが見ておきますから、ナヴィ様はダーシャ様とともに馬車でお待ちくだされば」
「そうですね。では、ダーシャ様、私達は先に馬車に戻りましょう」
　モウルの矜持を慮った二人が、馬車の中に収まったのを確認するなり、力無くうなだれて座るモウルから、冷ややかな声が聞こえてきた。
「知識自慢は別の機会にお願いできますかね。僕とオーリだけの時なら、いくらでも拝聴いたしますから」
　オーリがモウルの体調を心配している様子がないことに加えて、何より、不自然なまでに唐突なあの変調だ。やはり仮病だったのか、とウネンは大きく溜め息をついた。
「自慢するつもりなんかなかったよ。ただ、その、ぼくの知っていることを言っただけで……」
「それを自慢って言うんだよ」
　吐き捨てるようなモウルの声音が、ウネンの頬を張る。手のひらに爪が食い込むほどにこぶしを握り締め、ウネンは奥歯を噛み締めた。
　あの時、ウネンの心の奥で首をもたげていたもの。それは、ナヴィやモウルに対する対抗心だった。自分にだって存在価値はある、ここにいていい理由があるんだ、と、ただそれを証明したくて、ウネンは自分の知っている知識を披露したのだ。
　それを自慢と言わずしてなんと言うか。返す言葉を見つけられずに、ウネンは顔を伏せた。
　と、頭上遥か上から、大きな溜め息が降ってきた。
「何があったのか知らんが、始終他人に知識をひけらかしているお前が、偉そうに言えることか？」
　オーリの言葉を聞くなり、モウルから何とも言えない唸り声が漏れた。
「僕は、時と場合と内容をわきまえているから、いいんだ」
　その言葉を聞いた途端、ウネンの頭の中で、思考の糸が一本、繋がった。今しがたまで燃えるように上気していた頬が、冷水を浴びせかけられたかのように一気に冷める。
「まさか、モウル達の言う禁断の知識、って、ああいう化学知識のこと？」
　モウルが、馬車酔いの演技を続けたまま、全身で大きく息をついた。
「あの人にも困ったものだな……。科学知識を教え込むにしても、世間一般の『常識』も、きちんと押さえておかないと駄目だってのに……」
　独白のごとき呟きは、間接的ではあるがウネンの問いを否定しているようだった。常識さえ押さえておけば、あの程度の知識なら問題ない、ということなのだろう。
　でも、と、ウネンは唇を噛んだ。それならば、あんなに厳しくウネンを咎めたてなくてもいいじゃないか、と。
　モウルがようやく顔を上げた。薄い笑みを口元にのぼして、ウネンの考えなどお見通しだといわんばかりに、言葉を継ぐ。
「姫様が一般的じゃない言葉を覚えちゃって、変人呼ばわりされたら拙いでしょ」
　モウルが身を起こしたことに気づいて、ダーシャが「モウル様！」と馬車の窓から身を乗り出している。
「世間一般の常識」だの「一般的ではない言葉」だの、ならば、それをどうこう言うモウルは一体何なのか。ムッとした表情を隠せないまま、ウネンは、ダーシャに手を振るモウルをじっと見つめた。
　
　なだらかに傾斜する草原のあちらこちらで、羊の群れが草を食んでいる。視線を遠くへやれば、若草色の山肌を縁ふちどる、森の常盤のその向こう、どこまでも深い紺碧の空に身も心も吸い込まれそうだ。
　最後の町を出てからもうずっと、長い上り坂がだらだらと続いていた。少し歩調を落とした馬の足音ばかりか、大地を噛む車輪の音までもが、心なしか疲れて聞こえる。馬が潰れてしまわないだろうか、と、傾いた景色を見ながら、ウネンは内心ではらはらしていた。
　幸い何事も起こらぬまま、日が中天を越えた頃になって、ようやく馬車はパヴァルナの町の門に到着した。
　門番の敬礼に見送られて城壁の中へと進み入るなり、これまでの町々とは少し趣の違った景色が窓の外に広がった。
　山肌をなぞるようにして緩やかに波打つ街路は、王都の大通りと同じぐらいの道幅があった。広々とした道の両側には、急勾配の大きな屋根に、一階ごとに張り出した付け庇。建物の形状も個性的だが、それよりもウネンの目を引いたのは、壁の大部分が木材によって作られていたことだった。イェゼロを始めとする他の町でよく見かける、白い漆喰の壁もあることにはあるが、その割合は少なく、煉瓦や石を積んだ壁となると、家の土台部分にちらほらと見られる程度だ。
　窓にかぶりつくウネンの隣で、ナヴィが感嘆の溜め息を漏らした。
「なるほど、これが噂に聞く、パヴァルナの校倉ね」
「校倉、とはなんですか？」
　勢いよく振り返ったウネンに、ナヴィが「木で作られた壁のことよ」と微笑んだ。
「昔に読んだ『大山脈紀行』という本に書いてあったのよ。一定間隔あけて立てた柱の間に、横向きにした木材を積んでいって壁を作るの。その本には挿絵は無かったんだけれど、私が想像していたとおりだったわ」
　ナヴィは更に、家々の雨戸に描えがかれた花や蔓の模様を見ては、「なるほど、これが」と喜んでいる。
　ふと、ウネンは、先日自分がダーシャに言った言葉を思い出した。
『知識が増えると、同じ場所でも違う景色が見えるようになるよ』
　ナヴィは今、その豊富な知識で、ウネンが見ているものとは違う景色を見ているのだろう。
　パヴァルナ領主の頼み事とやらがどんなものかは知らないが、問題解決にあたるモウルとは別に、ウネンは、一連の出来事についての詳細な報告書を作るよう、ハラバルから申し渡されている。パヴァルナ滞在中にナヴィの授業を受ける時間がどれだけ確保できるか、あまり期待はできないけれども、少しぐらいは「文字の世界」でも遊ぶことができたらいいな、と、ウネンは胸の中で呟いた。
　
　エドムント公の城は、町の南西、一番の高台の上にあった。堀は無く、石を積み上げて作られた城壁がぐるりを取り囲んでいる。敷地内に入れば、建物の壁はどれも光り輝くほどに白い漆喰で塗り固められており、木造の家の集まった茶色い町並との対比が面白い。
　四方に尖塔を備えつけた、天衝つく建物の前で馬車が止まるのを待って、建物の入り口から、クリーナク王とよく似たかんばせの、王よりも若干歳若い男が姿を現した。
「叔父様！」
「ダーシャ！　よく来てくれたね！」
　両手を大きく振り開いたエドムントの胸に、ダーシャが飛び込んだ。脇で控えていた侍従が、蒼白な顔で主あるじの背後へと駆け寄る。ダーシャもろともエドムントが転倒してしまわないか危惧したのだろう。
「叔父様、ジョナーシュは？」
「お友達の家に遊びに行っているんだよ。夕方には戻るだろう」
「そんな、ひどいわ！」
　はっはっは、と闊達に笑ってから、エドムントはダーシャを地面に下ろした。
「ご無沙汰しております、エドムント様。陛下から先に連絡が届いているかと思いますが……」
「ああ、スィセル、久しぶり。元気そうじゃないか。早馬なら来たよ。やっぱり旅行どころではなくなったんだな。皆に会えるのを楽しみにしていたんだが、残念だ」
　エドムントは、柳眉を僅かに曇らせたものの、すぐに相好を崩して、手元に立つダーシャを見やった。
「けれど、ダーシャだけでも来られて、本当に嬉しいよ。ジョナーシュも、姫が来ると知って大喜びしていたんだよ」
「嘘だわ。お友達と遊ぶのにお忙しいんでしょう？」
　ぷう、と頬を膨らませるダーシャの頭を、エドムントが優しく撫でる。「まあ、そう言わないでやっておくれ。姫がパヴァルナに来てくれる、と知る前になされた約束だったんだよ」
　エドムントは、ダーシャに向けた苦笑を収めると、あらためてウネン達に向き直った。
「何はともあれ、ダーシャを無事送り届けてくれてありがとう。そちらが、国語の先生だという、モラヴェツ家のお嬢さんだね。君が、僕が待ち望んでいた魔術師殿、と。そして――」
　そこで一旦言葉を切って、ウネンを頭のてっぺんからつま先までねめまわして、それからエドムントは「ふむ」と顎をさすった。
「――そして君が、ハラバル先生の代理かい。なるほど、これは確かに、『姿形で人となりを判断なさりませぬよう』と、先生がわざわざ手紙に書くはずだ。前の手紙で、先生のところに十五歳の若い助手が来たとは知っていたが、まさかこんなに小さいとは……」
　ふむ、ふうむ、と感心したように頷くエドムントの袖を、ダーシャが思いっきり引っ張った。
「だめよ、叔父様、レディをそんなじろじろ見るなんて失礼じゃない！」
　エドムントが、「えっ」と目を見開いて、もう一度ウネンをしげしげと見る。
「え？　女の子？　え？　先生の手紙には、そんなことは一言も……」
「叔父様」
　エドムントは、ダーシャに「分かったよ」と微笑みかけてから、ウネンを正面から見て姿勢を正した。神妙な顔で、「申し訳ありませんでした、お嬢さん」と軽く膝を折る。
「言い訳するわけではないけれど、違和感はあったんだよ。男の子にしては、顔立ちや雰囲気が柔らかいというか、優しいというか……」
「叔父様！」
「分かった、分かった。ご婦人の見目をどうこう言ってはいけないな。もうこの話はやめにしよう」
　抗議のふくれっ面を見せるダーシャを軽くいなしながら、エドムントは傍らの侍従を振り返った。
「代理殿が女性となれば、使っていただく部屋を再調整せねばな。至急バランに知らせてきてくれ」
　分かりました、と、侍従が駆け出していく。
「さて、いつまでもこんな外で立ち話をしていては、落ち着かないだろう。さっさと中に入るとしようか」
　エドムントがそう言うや否や、いつの間に控えていたのか、馬車の陰から馬丁や使用人がわらわらと姿を現した。ダーシャ一行のうち、馬と、使用人達と、二人の兵士が、それぞれの案内人を得てあちらこちらへと誘いざなわれていく。
　残った六人――姫と国語教師と王の近侍、そしてウネンとオーリとモウル――に向かって、エドムントは屈託ない笑顔で両手を振り開いた。
「ようこそ、我が城へ！」
　
「基本的に、僕は、非社交的な人間なんだ」
　肌寒くすら感じられる、ひんやりと清々しい朝の空気の中、モウルがぶつぶつと愚痴を呟いている。
「だろうな」
「そうじゃないかと思ってた」
　オーリとウネンがほぼ同時に相槌を打つ。
　パヴァルナの城の、居館を出てすぐの中庭。約束の時間にはまだ少し早いせいか、辺りには人っ子一人いない。
　平然と頷いたウネン達に、モウルが、恨めしそうな視線を突きさした。
「分かっているのなら、なんで僕一人を、人身御供に差し出すようなことをしたんだよ。大勢を相手に何時間も愛想笑いを振り撒くとか、一体何の拷問だよ……」
　
　昨日、パヴァルナの城に入ったダーシャ姫一行は、応接間に通されて間もないうちに、エドムントから晩餐会の誘いを受けた。
「ダーシャの一人旅成功のお祝いと、皆の歓迎を兼ねて、杯を傾けようじゃないか。パヴァルナに避暑に来られている名だたる方々も幾人かお招きしているんだ」
　エドムントの話を聞きながら、ウネンは、王都を出発する前にハラバルが助言してくれたことを思い出していた。
『おそらくエドムント様は、皆様がパヴァルナに着いた当日か、遅くとも次の日には、歓迎の宴をご用意なさると思います』
　ハラバルは、そこで一旦言葉を切ると、ウネンの顔をじっと見つめた。
『気が進まない場合は、エドムント様が宴に出席するよう仰られた時に、すかさず、こうお言いなさい――』
「――恐れながら、エドムント様。ぼ……私は、ハラバル先生の命によって、今回の旅行で見聞きしたことを全て、報告書にしたためなければならないのです。つきましては、皆様が晩餐会に出られている間、部屋に残って仕事をすることをお許しいただけないでしょうか」
　ウネンの視界の左端で、モウルが勢いよくこちらを見るのが分かった。
　エドムントは、少し大げさに両眉を跳ね上げたのち、「それは残念だ」と肩を落とした。
「ハラバル先生の命令ならば、仕方がないな。先生、怒らせると怖いから」
　何かを懐かしむような表情を浮かべたエドムントだったが、すぐに態度を切り替えて、今度はモウルのほうへ顔を向けた。
「魔術師殿は、勿論参加してくれるんだよね」
「え、あ、私は……」
　不意を打たれて一瞬だけ口ごもるモウルの袖を、いつの間に横に来ていたのか、ダーシャが可愛らしく引っ張った。
「モウル様は、わたしと一緒に出てくださいますよね？」
「生憎と、高貴なお集まりに相応しい服を持ち合わせておりませんゆえ……」
　申し訳なさそうに微笑んだモウルの退路を、鷹揚な声が見事に塞いだ。
「なあに、服ぐらいいくらでもこちらで用意するよ」
「えっ」
「ありがとう叔父様！　モウル様、良かったね！」

　ダーシャばかりか、スィセルやナヴィまでもが、満面の笑顔をモウルに向ける。
「いやあ、ダーシャ様とナヴィ様を私一人で介添えエスコートするのは、無理があるように思っていたんですよ。モウル様がご一緒してくださるなら、心強いです」
「馬車でのように、また興味深いお話を沢山聞かせてくださいね」
　そうして、昨晩、モウルは「名だたる方々」とともにテーブルを囲むことになったのだった……。
　
「……二人して、さっさと安全圏に逃げ出してさ。ほんっと、薄情なんだから」
　唇を心持ち尖らせて、モウルが肩を落とす。
　またも、ウネンとオーリは同じ間合いで弁解を口にした。
「だって、報告書が」
「俺は招待客の頭数に入っていないようだったからな」
「まあ、確かに、今回のことは、僕も仕方がないなとは思ってるけど」
　仕方がないと言いつつも、モウルの眉間の皺は深くなる一方だ。
「そりゃあ、確かに僕は、喋ること自体は嫌いじゃないさ。だからって、別に、いつでもどこでも誰とでも喋るのが好き、ってわけじゃないんだからね。王城の内郭に僕一人を放り込んで、お偉方との面倒なやりとり全部押しつけるとか、なんでもかんでも僕に丸投げし過ぎなんじゃありませんかね、オーリくん」
　どうやらモウルは、未だにオーリが自分を置いて近衛兵を志願したことを納得していないようだ。両手を腰に当て、口をへの字に曲げ、オーリを睨みつけている。
　と、オーリが、静かに息を吐き出した。
「ああ。すまないな、と思っている」
　モウルの目が、ほんの一瞬、見開かれた。
「それと、有難いな、とも」
「……まあ、解ってくれてるんだったら、いいんだ」
　オーリから僅かに視線を逸らして、モウルが口をつぐむ。
　会話の行方を黙って見守っていたウネンだったが、ふと他愛もない疑問を思いつき、モウルのほうに向き直った。
「ってことは、王都を発った日、モウルがずっと馬車の中で寝てたのって、もしかして……」
「そうさ」
　モウルが、どこか投げやりな口調とともに肩をすくめた。
「姫様はなんとでもなるとして、初対面の、どんな性格なのかもまったく分からない人間と、あんな狭い密室に放り込まれて、しかも、一切へまが許されない状況で、僕は一体どうすればいいんだ、って話だよ」
　ウネンが「ああー」と声を漏らした時、居館の方角から砂利を踏む足音が聞こえてきた。
「おお、随分と早いね」
　三人が振り返った先には、近侍を連れたエドムントの姿があった。朗らかな笑みを浮かべて、真っ直ぐウネン達――いや、モウルの前に、やってくる。
「善は急げ、と言うからね。朝早くからすまないが、少し付き合ってはもらえないだろうか」
「どういった問題が生じているのですか？」
　よそゆきの顔になったモウルに問われて、エドムントが溜め息とともに顎をさすった。
「問題があるというのは、町外れにある堰せきなんだよ。とにかく、一度一緒に来てくれるかい」
　
　パヴァルナの町なかを流れるヘパティツァ川は、この地方で一番大きな川だ。遥かなる天険の万年雪をみなもとに、山肌を削り、時に土砂を積み重ね、そうしてパヴァルナの少し下流で東から南へ進路を変えると、チェルナ川と並走するようにして南海へと注ぎ込む。
　雨の少ないパヴァルナにおいて、この川は人々にとっての命綱であった。飲用を始め、炊事洗濯に必要な水を皆にもたらすのは勿論のこと、畑はたを潤し、小麦をひき、鍛冶屋のふいごを働かせるのだ。
「堰せきというのは、町の西、城壁の外にある堰堤えんていでね。川の水を農地へと引き込むための水門が作られているんだ」
　城を出て北へ、ヘパティツァ川に架かる橋を渡ったエドムント一行は、川沿いを西に向かって歩いていた。風は涼しいが、降り注ぐ日差しは間違いなく夏のもの。緩い上り坂をゆくエドムントの額には玉のような汗がぽつりぽつりと浮かび上がっている。
「それにしても、暑いな」
　荒い息で額の汗を拭うエドムントの脇で、彼の近侍が溜め息をついた。
「ですから、馬をお使いになれば、と申し上げましたのに」
　最初エドムントは、件くだんの堰まで馬で行くつもりだった。だが、近侍に自分とモウルの分の馬を用意するよう言いつけるエドムントに対し、モウルが「徒歩がいい」と申し出たのだ。
「水利に関わることでしたら、問題があるという堰だけでなく、その周辺の状況も広く見ておくべきだと思います。となると、馬よりも徒歩のほうが、辺りをゆっくりと注意深く観察することができて良いでしょう」
　何が問題解決の手掛かりになるか分かりませんから、とモウルが微笑むのを見て、エドムントも納得したようだった。「宜しいのですか」と心配そうに問いかける近侍を「たまには散歩もいいもんだ」と一蹴し、……そして先刻の台詞に至るというわけだ。
　兄であるクリーナク王に比べて、エドムントのほうが少しばかり恰幅が良かった。「たまには散歩も」との言葉もあったように、普段はまとまった距離を歩くことなどあまりないのだろう。モウル達の少し後ろを歩きながら、ウネンはそんなことをつらつらと考えていた。
「つまり、堰堤で貯水池を作って、そこから農業用水を取水している、ということですね？」
「そうなんだ」
　モウルに誘いざなわれて、エドムントが説明を再開する。
「一つ目の水門で、川の本流から農業用水を分け、それから二つ目の水門で、僕の土地と、その他の土地とで、水を分けているんだ」
　土地を所有する人々は、領主の庇護を受ける代わりに、その礼として土地の広さに見合った貢租を領主に対して支払っている。パヴァルナでは、堰を作って、そういった農民保有地と領主の直営地とで農業用水を分けているとのことだった。
「それが、どうも先月あたりから、僕の農地への水の流れが悪くなっているみたいなんだよ」
　悪くなっている「みたい」、というのは、どういうことなんだろう。ウネンが疑問を抱いだくのとほぼ同時に、モウルが「『みたい』とは、どういう意味ですか？」と問うた。
「いや、水門に羽根車を設置して、水量を量ってはみたんだが、例年に比べて特に水の量が減っている様子ではなさそうでね。なのに、今年は明らかに作物の育ちが悪い。農地の中を流れる用水路の水の深さも、目で見て分かるほどに浅くなっている。そういう状況なんだ」
　ふう、とエドムントが大きく息をつく。
「もともとこの辺りは、王都なんかと比べたら雨の少ないところではあるのだけれど、先月は特に酷かった。一滴も雨の降らない日が二週間以上も続いた時があって、いっときは、川の水の取水制限をせねばならなくなるほどだった。僕の土地の水が減ったのは、その頃からのようなんだ」
「で、私に、その原因を探ってほしい、と」
「ああ。現時点で水が減ってしまっているのも問題だが、実は、今日を入れてもう十日間も晴天が続いているんだ。これでまた、更に水が減るようなことが起これば、今年の夏季の収穫は悲惨なものになるだろう。そうなる前に、魔術師殿のお力で、なんとか事態を収めてもらえないだろうか」
　俄然力が籠もるエドムントの声とは対照的に、モウルが躊躇いがちに言葉を返す。
「最善は尽くしますが、良い結果をお約束できるかは……」
「なあに、魔術師殿なら、絶対解決してくださると信じているよ！」
　これはまた、大変なことを随分気軽に頼んでくるものだ。思わず肩を落としたウネンの右側から、似たような調子の溜め息が降ってくる。
　ウネンとオーリは互いに顔を見合わせてから、前をゆく三人に聞こえないように、揃って「やれやれ」と息をついた。
「領主様の土地以外では、水量はどうなっているのですか？」
「そちらのほうも、やはり羽根車で水の量を量ってみたけれど、まったく例年どおり、変化なしなんだ」
「つまり、二つの水門にも他の土地にも問題は無く、領主様の土地だけが異常に見舞われている、と」
　なるほど、と頷いて、それからモウルは少し音調を落とした声で、エドムントに問いかけた。
「魔術師をご指名なさったということは、領主様は、今回の出来事に魔術が関わっている、とお考えなのですか」
　それに対するエドムントの答えは、甚だ頼りないものだった。
「いや、そこまではっきりと考えているわけではないんだけれど……、でも、まったく原因が分からないものでね、きっとこれは、人智を超えた神の御業に違いないんじゃないか、と思ってね……」
「……とまれ、詳しくは堰に着いてから、ですね」
　素晴らしい愛想笑いとともに、モウルが会話を終わらせる。今はこれ以上話をしても意味がない、と考えたに違いない。誰も見ていないのをいいことに、ウネンは思うさま口元に皮肉の笑みを刻んだ。
　領主直営地内の用水路の水量が減ってしまっているのが事実だとして、取水部分での水の量に変化が見られないということは、水門から用水路に至るまでのどこかで水が失われている可能性が高い。用水路の水量に異常が生じたと思われる時期に、今までとは違う出来事がなかったかどうか。それと、周囲の地形についても、詳しく調べる必要があるだろう。川の水以外に、地下水や湧き水も関わっている可能性だって考えなければ。
　ウネンは、意識を自分の外側に切り替えた。呼吸を整え、ゆっくりと周囲の町並に視線を巡らせる。民家や木々の隙間から、町を取り囲む石積みの城壁が見え隠れしていた。その更に向こう側、緑なす稜線が紺碧の空を幾重にも切り取っている。肝心の農地は、町の外に出なければ見えそうにない。
　そういえば、と、ウネンは再び前方に目を向けた。
　馬をやめて徒歩で周囲を観察する、と言っていたわりに、城を出て以来ずっと、モウルの注意はエドムントのほうばかり向いている。
　ウネンの脳裏に、初めて会った頃のモウルの様子が甦った。欲しい情報を引き出すべく、ウネンの一挙一動、僅かな表情の変化すら見逃さずに、的確に獲物を目的の場所に追い込んでいく、あの手練手管を思い出した。
　あのわざには、相当な集中力を要するに違いない。そして今、彼はエドムントにそれを試みているのだろう。自分に有利に事を運ぶために。
　ということは、モウルは、オーリやウネンに周辺の観察を任せるつもりだったのか。それならそうときちんと言ってくれないと、もしもウネン達がそのことに気がつかなかったら、一体どうするつもりだったのだろうか。そこまで考えたところで、ウネンは、一つの可能性に思い当たった。
「……まさか、ね」
　口をついて零れたウネンの呟きに、オーリが「どうした」と声だけで応える。
「徒歩で行く、ってモウルが言ったのって、まさか、ぼく達に気を遣ってだったのかな、とか……」
　馬が用意されるはずだったのは、エドムントとモウルの二人分だけだった。尤もっとも、用意されたところで、ウネンは乗り方を知らないのだが。
「まさか」
　素っ気ない返答とは裏腹に、オーリの口元には微かな笑みが浮かんでいた。
　
　大山脈を望む町の西門を出て、再度川縁かわべりへと戻れば、少し上流の流れの中に、石を積んで作られた段差が見えた。
　堰き止められた清流は、大人の背丈ほどの高さのその石積みを乗り越え、滝を成して、また下流へと流れてゆく。
「あれが堰だよ」
　エドムントの先導で少し急な坂を登り、石積みに連なる堤の上に出たウネン達は、目の前に鏡のような面おもての貯水池を見た。
　堰を辿って視線を対岸へやれば、小さな船着き場と小舟が一艘。同じものは、ウネン達のいる北岸にもあった。南岸と異なっているのは、小舟が係留されているすぐ横に、木で作られた立派な水門があることだ。
　水門の先は、直径五メートルほどの小さな溜め池になっていた。向こう岸には、ひとまわり小さな水門が二つ、互いに少し距離をあけて並んでいる。
「あれが、農業用水を分けているという水門ですね」
「そうなんだ」
　エドムントの返事を待たずに、モウルはふらりと歩き始めた。二つ並んだ水門をじっと見据え、草むらの中を進んでいく。
　いち早くオーリが、そしてウネンが、モウルのあとを追った。少し遅れてエドムントと近侍が、「魔術師殿？」と慌てながら続く。
　目的地に到達したモウルは、ゆっくりと右手を水門に伸ばした。
　川と水路と、高く低く流れる水音が、風に乗って渦を巻く。合間に耳をくすぐるのは、葉擦れの音に、鳥の声。水面にさざ波が立つたびに、日の煌めきがあちらこちらで舞い踊った。
　閉じていた瞼をそうっと開き、モウルが小さく息をついた。
「今、この一帯で魔術が発動している気配は、ありませんね」
　ウネンも内心で頷いていた。モウルが術を使う際の、あの〈囁き〉が、今は一切感じられなかったからだ。
「本当かい……？」
　エドムントが、眉をひそめてモウルを見た。
「ええ。尤もっとも、現在ではなく過去に何か術をかけられ、そのせいで今、水門や水路に異常をきたしてしまっている、という場合は、私には感知できませんけれど」
「貯水池やこの溜め池に潜ってまで念入りに調査をしたのだが、水門にも水路そのものにも、何も問題はないそうなんだ。それなのに、僕の土地を潤す水は少なくなっているんだよ」
　エドムントの声には、先ほどまでは見られなかった明らかな焦りが含まれていた。
　対するモウルは、いつもどおり、飄々としたものだ。
「灌漑設備に異常が無いにもかかわらず、領主様の土地へ流れ込む水が、本当に少なくなっているのならば、水そのものに何か働きかけがある、という可能性が考えられますが……、でも、少なくとも現時点では、この付近に魔術の気配は感じられないな……」
　モウルの語りは、次第に独白の様相を呈してくる。
　神妙な顔で黙って耳を傾けていたウネンだったが、とうとう我慢しきれずに、モウルに質問を繰り出した。
「魔術の気配って、どういうもの？　何か聞こえるとか？」
「いんや。本当に『気配』としか言えないようなものなんだよね。たとえるなら、脳みその中や身体の中を、風が撫でていくみたいな感じ」
「風」

　ジェンガ翁も、魔術に絡んで「風」という単語を使っていた。「風が囁いている」と。
「だから、あまり複雑なことは分からない。水使いならば、もっと精度良く把握できるんだろうけど」
　モウルの言葉を受けて、エドムントが「実は」と口を開いた。
「実は……、我が町に、水の魔術師がいるんだよ」
　眉間に刻みかけた深い皺を、またたく間に消し去って、モウルがエドムントを見やった。
「その方には、この件を相談なさらなかったのですか？」
「勿論相談したさ。彼には異常が発生してから、何度もここに足を運んでもらっている。最後に話をしたのは先週だね。だが、彼曰く、心当たりも無ければ、異常もない、と……」
「どういう方なんですか？　その魔術師は」
　ウネンの傍らで、オーリがそっと嘆息する。
　冷静さを装ってはいるものの、その実、モウルが好奇心ではちきれそうになっていることが、ウネンにもよく分かった。
「名前はノルというんだ。年齢は、僕よりも一歳だけ若くてね。生まれも育ちもパヴァルナで、町に愛着があるからか、僕が城に来るように言っても、一向に首を縦に振ってくれないんだよ。『自分のちからは、広く皆のためにあるべし』なんだそうだ」
　ひょいと肩をすくめてから、エドムントは話し続ける。
「城に住まなくともいいから、と、屋敷を用意しようとしても、全然つれなくてね。必死で頼み込んだら、『水車の管理人ならなってもいい』なんて言って、本当に水車舎に引っ越してしまったんだよ。どうだい、変わっているだろう？」
　エドムントがこの町の領主ということを考えると、この場合の「水車」とは、粉挽き場の水車を指しているに違いない。
　沢山の小麦を一度に粉にすることができる大掛かりな粉挽き機は、建設するのにも運用維持するのにも多くの資金が必要だ。そのため大抵の町では、領主や、それに準ずる有力者が、粉挽き業務を独占していることが多かった。町の人々は、そういった粉挽き場に小麦を持参しては、管理人に使用料を払って粉に挽いてもらうことになる。
　水車の使用料は暴利を奪われるというほどではなかったが、それなりの頻度で繰り返される出費となれば、払う側の人間にとっては心穏やかなものではない。それに加えて、小麦や挽いた粉をちょろまかしているなんて噂が聞こえてきた日には、粉挽き人や水車の管理人が町の人々に好かれることはあまりなかった。
「広く皆のために」と公言し、自ら人々が嫌がる仕事に就こうとする。モウルやジェンガのせいで、魔術師というものに偏った印象を抱いだきつつあったウネンは、そのノルという魔術師に会ってみたくなった。
「確かに、変わっているといえば変わっているかもしれませんが、そもそも魔術師なんてものは、変人でなければ務まりませんからね」
　自虐というよりも、当然の真理とばかりにモウルが言い切る。それから彼は、底意地の悪い笑みをすまし顔の奥に糊塗ことして、独りごちた。
「水の魔術師ということは、水を操るのはお手の物、か……」
　エドムントが小さく息を呑んだのち、慌てたように首を横に振る。
「いや、彼は変わり者ではあるが、不誠実な人間ではない」
「領主様がそう仰るなら、そのとおりなんでしょうね」
　モウルはにっこりと笑みを浮かべて、そうして笑顔のままで言葉を継いだ。「ところで、その水車舎って、どこにあるんですか？」
　
　堰で領主達と別れたモウル一行は、問題の水路に沿って領主の土地を見てまわった。畑仕事に精を出す使用人や小作達を見つけては、モウルがいそいそと話しかけ、何やら楽しげに歓談したのち満足そうな顔で戻ってくる、を繰り返す。
　説明が面倒だから、とのモウルの言葉に従って、ウネンはオーリとともに「お伴の者」に徹して用水路の傍に控えていた。もしかしたら勝手に弟子ということにされているかもしれないなあ、と、思いつつ、向こうのほうで聞き込みを続けるモウルを見守る。
「……非社交的って言ってるわりに、楽しそうだよね」
「ゲームみたいなものだ、と言っていたな」
　ウネンもオーリも、モウルから視線を外さぬまま、声だけを交わし合う。
「どういうこと？」
「自分の思ったとおりに話し相手を手玉に取ることができれば『勝ち』なんだそうだ」
「うわ、性格悪」
「まったくだ」
　オーリが鼻を鳴らすと同時に、モウルが「お待ちどおさまー」と二人のもとに戻ってきた。
「何か分かった？」
　ウネンの問いに、モウルが「新しいことは何も」と小さく頭を振る。
「とは言え、領主は彼らの話を吸い上げて僕らに語ってくれていただけだったからね。そもそもの詳しい話を聞けて良かったとは言えるかな」
　そしてモウルは、オーリを見やって、意味ありげに口角を引き上げた。
「流石は一大避暑地と言うべきか、彼ら、よそ者に慣れっこになってるのな。拍子抜けだよ」
　そうか、と、オーリが呟く。
　そう、と、頷き返してから、モウルはぐるりと周囲を見回した。
「さて、では、一旦城に帰ってお昼を食べたら、いよいよ件くだんの水使いのところに行くとしようか」
「ええ？」
　つい、否定的な声をあげてしまったウネンに、モウルのしかめっ面が向けられる。
「何か問題でも？」
「問題というか、水の魔術師に会いに行く前に、水が減ったという用水路と水門との間を、もっと調べるべきだと思うんだけど」
　そんなことか、と言わんばかりの表情で、モウルが肩をすくめた。
「今、見てきたでしょ」
「通りすがりにちらちら見ただけでは、とても『調べた』とは言えないと思う」
　ウネンは大きく息を吸うと、下腹に力を込めて話し続けた。
「パッと見た感じだと、確かに水路が壊れているところも水が漏れているところもなかったけれど、でも、水が用水路の途中で減っているのが本当なら、絶対に、その途中のどこかに問題があるんだよ」
　モウルの目が細められ、いつになく静かな声が、「例えば？」とウネンに問う。
　ウネンは、真っ向からモウルを見上げた。
「例えば、何らかの理由で、地下水の量が減ってしまっている、とか。なら、減った分だけ、水路の水が地面の下に吸い取られてしまう」
「うん、まあ、妥当な案だね」
　そう頷いたモウルは、どことなく楽しそうに見えた。
「でも、水使いに会いに行くのが先だ」
「なんで？」
　納得できずにウネンが食い下がれば、モウルが、ついと自分の手元に視線を落とした。
「違和感は、あるんだ」
「違和感？」
「神のちから、って言っても、それ自体は、自然界に普遍的に存在するものに過ぎない。魔術を使うということは、そこにヒトの意思が介入するということだ。ただそこに在るだけだったちからが、その一瞬、指向性を持つ。その際の位相の変化が、他の魔術師には『気配』として感じられる」
　そこで一度言葉を切り、モウルは視線を西南へ――堰のあるほうへ向けた。
「確かに、堰にも水門にも、今通ってきた水路のどこにも、魔術の気配は感じられなかった。けれど、名状しがたい違和感があるんだ。雨風に均ならされたはずの砂の上に、微かに箒のあとが残っているような……」
　ウネンも、モウルに倣って堰を望んだ。
　緑なす蔬菜の間を、水の道が真っ直ぐに突っ切っている。水面に映った陽の光が幾つもの断片に砕かれてまたたくたびに、草の香と土の匂いがウネンの鼻腔をくすぐっていく……。
「何度もここに足を運んでいるというその水使いは、この違和感に気づいているのか、いないのか、それを訊いてみたくてね」
　神妙な表情はどこへやら、いつもの飄々たる調子でそう言ってから、モウルは、にいっと口角を上げた。
「あとは、まあ、優秀な術者なら、お近づきになって損はないし」
　
　町なかを流れるヘパティツァ川の南岸に、その建物は在った。
　木造の家が大半を占めるパヴァルナの町において、総石造りのその建物は、見たとおり異彩を放っていた。微かに赤みがかった灰色の壁が、少し川の中へと張り出した基礎から、真っ直ぐ鉛直にそそり立っている。その、川に面した壁と並行に、川の中に、水車の軸を受けるための台が壁同様石を積んで作られていた。そして、直径が二メートルはくだらない大きな水車が、建物と台との間で、ゆっくりと水に押されて回転していた。
　水車舎の高さは二階建ての建物と同じぐらいだったが、窓の位置を見る限り、この建物には一階しかないようだ。川とは反対側の、建物の表にまわれば、麻袋を抱えた何人もの人が粉挽きの順番を待って並んでいた。
　列を作る人々の怪訝そうな視線を、オーリのひと睨みとモウルの愛想笑いで跳ね返し、三人はあけ放されていた扉から中を覗き込んだ。
　天井の高い室内には、大きな石臼が三つ等間隔に並んでいた。壁から伸びる水車の軸に、木で作られた大きな平歯車、傘歯車。それらが軋みながら回転し、同時に三つの石臼を動かしている。
　領主の話によれば、件くだんの魔術師は「水車の管理人ならなってもいい」という宣言どおり、この水車舎に移り住むなり、それまでここに住んでいた粉挽き人を通いで雇い直して粉挽き業務を任せ、自身は本当に建物を管理しているだけだということだった。
　引っ越しを強要された粉挽き一家はさぞ憤慨したことだろう、と思いきや、領主曰く「夜中に粉を挽けと叩き起こされることが無くなって楽になった、なんて喜んでいるらしいよ」ということらしい。
「ちょっとアンタ！　順番を守ってくれないかね！」
　石臼の間をうろうろと見回っていた髭の男が、騒音に負けじと大声でがなり立てた。
「あのー、こちらに……、ええと、水の魔術師、がいらっしゃると聞いたのですが！」
　モウルも負けずに大声を張り上げる。相変わらず他人の名前を憶えていないようだ。
「『書庫の魔女』ならぬ『書庫の魔術師』なら奥だよ！」
　髭親父が、入り口から見て右手の方向を指差す。それを受けて、粉挽き人の奥さんと思われる婦人が、ウネン達を手招きして奥へ向かった。
　粉まみれの作業机と、予定がびっしりと書き込まれた木板の横に、重厚な木の扉があった。粉挽き人の奥さんはその扉の前に立つなり、傍らの呼び鈴の紐を驚くほど威勢よく何度も引っ張った。
「ノルさーん！　起きてるかねー！　ノルさーん！」
　奥さんが三回目の「起きてるかねー！」を口にした時、扉の鍵がガチャリと音をたてた。
「起きていますよ、何か用ですか」
　不機嫌そうな声が、開ひらきゆく扉の隙間から漏れてくる。
「また遅くまで本を読んでたんじゃないのかい」
「だとしても、もう昼過ぎですよ、流石に起きてますよ。って、え？」
　扉が開ひらき切った瞬間、上ずった声が辺りの空気を震わせた。
　粉挽き場より一段高くなった戸口に立つのは、中肉中背の男だった。魔術師の証しとも言える漆黒の髪に、秀でた額。意志の強さを表すがごとく、きりりと直線を描えがく眉の下には、青磁色の瞳が驚きに見開かれている。
「ノルさん、お客さんだよ」
「……そのようですね」
　じゃあね、と仕事にもどってゆく奥さんを溜め息とともに見送ってから、ノルは、少しきまりの悪そうな表情で襟元を正した。咳払いを一つして、「何の用ですか」と三人に問いかける。
　だが、一番正面に立つモウルは、何も答えないまましげしげとノルの全身をねめまわし続けるのみ。
　あまりの不躾さに、ウネンはモウルの後頭部を引っぱたいてやりたくなった。何かいい得物は無いか、と周囲を見回す一方で、もしかしたらモウルはまた何か考えがあってこの人を煽っているのかもしれない、との考えにも思い当たり、ウネンはぐっと口を引き結ぶ。
　ノルの眉間に深い皺が刻まれたかと思えば、彼はムッとした表情を浮かべて「何の用かね」と両腕を組んだ。
「ああ、失礼しました。僕はモウルと言います。領主様に頼まれて、農地の水が減っている原因を調べているところです」
　お返しとばかりに、今度はノルがモウルのことをじろじろと見つめる。最後に、両脇に控えるオーリとウネンをちらりと見やって、そうしてノルは、「入ってくれ」と扉を大きく押し開いた。
　
　その部屋も、粉挽き場と同じく天井がとても高かった。入ってすぐ左手、川に面した北側の壁を覆う一面の本棚が、何よりも先ずウネン達の目を引いた。南側の壁には背の高い窓が二つ、そして正面東側には木の階段と中二階がしつらえられている。
　ノルは、部屋の中央に置かれた長椅子の上から何層にも重なった書類の山を除け、空いた座面をウネン達に勧めると、自身は窓際の机から椅子を引っ張り出してきて、長椅子に向けて腰をおろした。
「領主が依頼を？　君に？」
　三人が長椅子に座るのを待って、ノルが話を切り出した。
「ええ。正確には、領主様の兄君に、『弟を助けてやってくれ』と」
　すまし顔で答えたモウルとは対照的に、ノルは僅かに顎を引いて唇を引き結んだ。少し掠れた声で「王都から来たのか」と絞り出す。
「で、あなたがたは……」
「ああ、僕の護衛と助手です」
　ウネンとオーリへの質問をモウルに掻っ攫われて、ノルの眉間に皺が寄った。
　だが、モウルはまったく気にした様子もない。
「パヴァルナには昨日に着いたばかりなんですけどね。今日は朝から堰のほうへ行ってまいりました」
「それで、私に何の用なのだ」
　溜め息を溶け込ませた声で、ノルが問う。
　モウルの笑顔がそれに応えた。
「あなたも、何度か堰に足を運ばれたそうですね。その時のことを詳しく教えていただけたらと思って」
「君と同じで、領主に頼まれたのだ。農地の灌漑が上手くいっていないから、少し様子を見てくれないか、と。もしかしたら水の神の怒りでも買ったのではないか、と心配していたようだ」
「で、どうでした？」
　俄然身を乗り出すモウルに比して、ノルの態度は実に淡々としたものだった。
「特におかしなことなぞ、一切見つからなかった」
「本当ですか？」
「地下水脈が枯れてしまうことなんて、別に珍しくも無いだろう？　そうなれば、今まで以上に畑に水をやらねばならなくなるのは当然だ」
　語気を強めて言い切ったノルを、モウルは黙って見つめ続ける。
　しばしのち、降り積もった沈黙を一息で吹き払って、モウルが静かに口を開いた。

「水が失われるという現象は、確かに自然に起こりうる。でも、そこに何らかの意思が関与するとなれば、話は別です。僕の契約の神は風なのでね、風は読めても、水は読めない。それでも、魔術の、在るか無きかの微かな残り香は感じることはできましたよ」
「……君は、私を疑っているのか？」
　苦々しさの滲む声音を、わざとらしいほどにあっけらかんとした声がはねとばす。
「まさか！　水の魔術師であるあなたなら、僕なんかよりもずっと正確に状況を把握できているんじゃないかな、と思っただけですよ」
「田舎住まいの冴えない術師が、優秀なる王の〈かたえ〉に敵うわけがないだろう。生憎と私には何も分からなかったさ」
　吐き捨てるようにそう言い放ってから、ノルは、今一度モウルの目を覗き込んだ。真正面から、真っ直ぐに。
「君が何をどう感じたのかは知らないが、現時点で、この件に魔術が関わっていないのは、君も認めるだろう？　とにかく、今は、減ってしまった水をどうにかするのが肝心だ。領主には、灌漑規定を見直すことを提案したのだが、他の農民達との話し合いを億劫がっているのか、一向に……」
　と、その時、滔々たるノルの語りを遮るようにして、部屋の扉が勢いよく開かれた。
「先生！　大変だ！」
　皆が一斉に振り返った先には、ウネンと同じぐらいの年嵩に見える――つまり、ウネンより二つか三つは歳下の――少年が、肩で息をして立っていた。
「先生？」
　モウルが、ノルと少年を見比べながら問いかける。
　モウルを見るなり、少年は酷く驚いた様子で一歩あとずさった。が、すぐにきつく歯を食いしばり、モウルを睨みつける。
「僕は……、先生の弟子だ」
「弟子をとった覚えなどない。そもそも、ここへはもう来るなと言っただろう」
　先刻までの不機嫌そうな声どころではない、明確な拒絶の色をのせて、ノルが少年に言い捨てた。そうして、ゆっくりとした動作で右手を身体の前に差し出す。
　ウネンの耳元を〈囁き〉がくすぐった。
　ノルの背後の机に置かれていた水差しが小刻みに震えたかと思えば、注ぎ口から水がふき出した。水は、糸のように細くより合わされながらノルの手元へ引き寄せられると、彼の指先で一つの水の球を成す。
「この水を頭からかぶりたくなければ、すぐに帰りなさい」
「でも、僕、どうしても先生に知らせなきゃって思って……！」
　悲痛な少年の声を、ノルが再度「帰りなさい」と打ち落とす。
　唇を噛み締める少年に、モウルが、場の空気にそぐわないあっけらかんとした調子で話しかけた。
「何を知らせに来たわけ？」
　少年は、何か言いにくそうに一瞬言葉を詰まらせたものの、帰りたくない気持ちが勝ったのか、足元とモウルの顔とを交互に見やりながら、ぼそぼそと話し始めた。
「……領主様が、新しい魔術師を連れてきた、って……、それで、先生を追い出すつもりだ、って……」
「へー、それは初耳だ」
「初耳？」
　にっこりと笑みを浮かべるモウルを胡散臭そうに見つめたのち、少年は、助けを求める眼差しをその両脇に走らせる。
　ウネンは、少年を安心させようと、少し大げさに頷いてみせた。
「ノルさんを追い出す、っていうのは無いと思う。だって、ぼく達、用事が済んだら王都へ帰るし」
「だな」
　オーリもまた、少年を気の毒に思ったのだろう。いつもの仏頂面を心持ち緩めて、ウネン同様大きく頷いている。
　少年がホッと胸を撫で下ろす間もなく、再びノルの冷徹な声が部屋の空気を切り裂いた。
「分かったか？　分かったなら、さっさと帰りなさい」
　少年は、また唇をきつく噛み締めた。力一杯両目をつむったのち、くるりと一同に背を向け、そのまま振り返ることなく部屋を飛び出していく。
　〈囁き〉が波打つとともに、ノルの手元の水の球が弾けて、飛沫が水差しに吸い込まれていった。
「弟子に……、魔術師になりたい、ってことですか。水を自在に操る、とか、格好いいですもんね」
　どこまでも場の空気を読まない朗らかな口調で、モウルがノルに笑いかけた。
　大きな溜め息をついて、ノルが視線を足元に落とす。
「そんな軽々しいものではない」
「つまり、切羽詰まった理由があるってことですか」
　ノルが、無言でモウルを見つめた。
「けれど、あの少年、素質は有るんじゃないかな……」
　険しさを増すノルの視線を、モウルは肩をすくめて受け流す。
「なんとなく、ですけど。もうちょっと話がしたかったなー」
「年長者としては、為すべきことを先に為すべきだ、と助言させていただくよ」
　じっとモウルを見据えたまま、ノルが静かに口を開いた。平坦な声音は、一体どのような感情を押し殺したせいなのか。
「勿論、領主様の依頼を忘れているわけではありませんよ。むしろ、だからこそ、と……」
「仮に素質があるとしても、あの子に呪符は手に入れられないだろう……」
「確かに、呪符は高価ですもんね」
　そう言ってから、モウルは、ふふ、と小さく声に出して笑った。
　ノルが、徐おもむろに腰を上げる。
「もういいだろう？　君ほどではないが、私も忙しいのだ。そろそろ遠慮してもらえないかね」
　有無を言わせぬ口調で扉を指し示され、三人は水の魔術師の部屋をあとにした。
　
「で、どうするの？」
　表通りに出てすぐに、ウネンはモウルを振り返った。水の魔術師に半ば追い出されるようにして水車舎を出てきてしまったが、彼に会いたがっていたモウルは、無事目的を果たすことができたのか否か、とても気になっていたからだ。
「そうだね。とりあえず、そこに並んでる人に、さっきの少年のことを訊いてみようかなあ」
　そう言ってきょろきょろと聞き込みの相手を選定し始めるモウルに、オーリが「おい」と声をかけた。
　オーリが指さしたほうを見れば、道の向こうの路地の陰で、他でもない例の少年がこちらの様子を窺っている。
　モウルが、口の端はをすっと引き上げて、歩き始めた。少年のほうへ……と思いきや、彼が佇んでいる角へは近寄らず、そのまま表通りを西へと進んでいく。
　ウネンとオーリは、慌ててモウルのあとを追った。少年を横目で見ながら、どうするつもりなのかモウルに尋ねようと、歩調を上げる。
「ま、待ってくれよ！」
　追いすがる声を振り返った先、路地から飛び出した少年が、思い詰めたような表情で立っていた。
「あんた達は、本当に、ノル先生を追い出しに来たんじゃないのか」
　少年のほうから話しかけてもらおうというのが、どうやらモウルの思惑だったようだ。狙ったとおりの展開に、モウルは喜色を瞳にたたえて少年の前に出る。
「違うって言ってるでしょ。それとも、追い出してほしいの？」
　途端に、少年は勢いよく何度も首を横に振った。その様子を、モウルが目を細めてじっと見つめている。
　少年から視線を外さぬままモウルはゆっくりと深呼吸をし、そうして口元をそっとほころばせた。
「師の心、弟子知らず、というか、いやはや」
「え？　どういうこと？」
　反射的に問い質すウネンを右手で押しとどめて、モウルは少年に話しかけた。
「君、魔術師になりたいんだって？」
　少年は、今度はゆっくりと、力強く、頷いた。
「理由を聞かせてもらってもいいかな？　僕で良ければ、力になるよ」
　モウルの浮かべた微笑みがあまりにも完璧過ぎて、普段の彼を知るウネンとしては、その奥に隠されているものを思わずにはいられない。
　だが、少年にとっては、それはこの上もなく魅力的な申し出だったのだろう。彼は思いのほかすんなりと眉間の皺をほどいた。
「……父さんが、少し前から体調を崩してて……、僕と母さんで畑仕事を頑張ってるんだけど、今年は雨があまり降らなくて……、でも、今年も出来高が悪かったら、領主様に払う分が足りなくなって……」
　最初はモウルの顔をじっと見つめていた少年の視線が、次第に下方へ、足元へと落ち込んでゆく。
「それで、隣の畑のペルツのクソおやじが、貢租を肩代わりしてやる代わりに土地を半分寄越せ、って言ってきて……」
　少年の両のこぶしが、震えながら固く握りしめられた。
「確かに、前からペルツのところには、農具を貸してもらったり、色々世話になったりしてるけどさ、だからって、別に僕らはペルツの奴隷じゃない。なのに、三年前も、雨が少なくて野菜が駄目になって、助けてやるって恩を着せてきて、それで、代わりに姉ちゃんを二番目の嫁に、って無理矢理連れていって……」
　最後のほうは、もう、言葉にならなかった。地の底から響くような唸り声を漏らしたのち、少年は顔を上げた。唇をきつく引き結び、おとがいに力を込め、それからモウルを真っ直ぐに見上げた。
「僕は、水が欲しい。水さえあれば、もうあんな奴らの言いなりになんかならなくてすむんだ。ねえ、教えてください。どうやったら僕にも魔術が使えるようになるんですか！」
　抜き身の剣にも似た少年の眼差しを、モウルは平然と受け止める。彼はしばし無言で少年を見下ろし、それから二角ふたかど向こうに見える水車舎に目をやった。
「さっきの……、ええと……」
「ノル」
　お約束のように言いよどむモウルに対して、オーリがぼそりと助け船を出す。
「そう、ノルさん。君は、ノルさんにも同じことを頼んだんだ？」
「うん。でも、先生は何も教えてくれなかった」
　そう答えた少年の口調は、ウネンが想像していた以上に冷静だった。彼は、どこか誇らしげに胸を張り、力の籠もった目でモウルを見つめる。
「だから、僕は先生の真似をすることにしたんだ」
「真似？」
「先生の知っていることを全部知ったら、僕も魔術が使えるようになるんじゃないかと思ったんだ。先生の家にある本を全部読んだら、僕にもなにか分かるかもしれない、って。それで、先生に頼んで先生の家にある本を順番に貸してもらってたんだけど……、この前に突然、『もうここへは来るな』って怒られて……」
「君、文字が読めるんだ」
　ウネンが思わず上げた感嘆の声を聞き、少年は若干照れくさそうに視線を落とす。
「先生が教えてくれた」
　なんだかんだ言って、どうやらあの水の魔術師は面倒見がいい人のようだ。もしかしたらモウルが変に突っかかっていかなければ、ウネン達ももっと友好的に話ができたのかもしれない。
　ウネンの溜め息に気づくこともなく、モウルは相変わらずの調子で少年に語りかける。
「先達の魔術師と交流を持つというのは、全くの無駄ではないと思うけど、基本的に魔術師は、『なる』というよりも『見出される』ものだからなあ。あの人も、それぐらい教えてあげたらいいのに」
「みいだされる？」
　少年が、怪訝そうにまばたきを繰り返す。
　ウネンもまた、話を聞き漏らすまいと、気を引き締めてモウルのほうに向き直った。魔術のこと、ひいてはあの〈囁き〉の正体について、何か少しでも手掛かりを得られないかと期待して。
「そう。僕もそうだし、あの人もきっと同じ。日々の生活の、ふとした折に、神を見出し、神に見出されたんだよ」
　真剣な面持ちで聞き入る二人の聴衆を前に、モウルは得意げに話し続けた。
「例えば、賑やかな広場が突然静まりかえるように。例えば、辺りに立ち込めていた靄が、すうっと引いていくように。感覚が澄み渡る瞬間を想像してごらん」
　そう言って、モウルは少年と目線を合わせるべく、上体を少し屈ませた。
　逆光を受けてモウルのかんばせに影が差す。深みを増した碧の瞳を、少年が食い入るように覗き込む。
「そんなふうに目の前が晴れると同時に、君は、君に重なる『何か』の存在を認識するだろう。互いの〈たましい〉が触れ合い、胸の奥が震え、その震えが〈ことのは〉を、神の真名まなを、伝えてくれる」
　大勢の人が行き交う表通りの片隅、モウルの声がウネン達を世界から切り離す。その音吐おんとは一息ごとに透明度を上げ、那辺へ渡る涼風のごとく、ウネンの頬を撫で、オーリの髪を揺らし、少年の額の汗を吹き払う。
「同時に君の中でも共鳴が起こり、それが神へと伝わっていくんだ。それこそが、君の真名まな。真名まなを交わした瞬間、君の髪の色は光すら映さぬ黒へと変貌し、以降常に傍らに神を感じるようになる。古い呼び名である〈かたえ〉のとおり、魔術師とは神の傍にいる者なのだからね」
　歌うように、詠ながむように、モウルは語り続けた。双眸に碧落を映し込んで。
「どうやって神を見出せばいいのか、それは僕にも解らない。その時が来るのを待て、としか言えない。来るかどうかもわからない。来ないかもしれない。ただ、本を読んだり世の中を見たりして、よく考え、感覚を研ぎ澄ませておくのは、とても大切なことだと思うよ。猫がヒゲを立てるように、ね」
　最後の最後でモウルはいつもの調子に戻って、悪戯っぽく片目をつむってみせた。
　町角の喧騒が一気に周囲に戻ってくるのと同時に、少年が面食らった顔で目をしばたたかせる。
　ウネンもまた、深く深く息を吐き出した。モウルの語りを聞いているうちに、なんだか自分の傍らになにものかの気配を感じたような気がしたからだ。
　またしてもモウルの弁舌にいいように乗せられてしまった。悔しさを紛らわせるべく、ウネンは隣に立つオーリに小声で話しかける。
「モウルって、腹が立つぐらい弁が立つね」
「ああ」
　即答が、溜め息とともにウネンの頭上から降ってきた。
「二人を足して二で割ったら丁度良かったのに、と、よく言われたな」
「あー……」
　ここで肯定してしまうのは、流石に少々オーリに失礼なのではないだろうか。頷くに頷けぬまま、ウネンは曖昧に語尾を誤魔化した。
　
　ありがとう、と大きく手を振りながら、少年は川の北岸へと橋を渡っていく。
　少年の後姿が橋の半分を過ぎたところで、モウルがやけに優しい声でウネンの名を呼んだ。
「……何？」
　ウネンが面おもてに露骨な警戒の色を浮かべてみるも、モウルはまったく意に介した様子もなく、にっこりと極上の笑顔を返してくる。
「ねえ、ウネン、君さ、ちょっとあの少年のあとをつけてくれない？」
「そういうことなら、俺が……」

「僕やオーリじゃあ、どう考えても、悪目立ちしすぎるんだよね」
　名乗りを上げたオーリを一刀両断にして、モウルが再度ウネンに微笑みかけた。
「その点、君なら、どこからどう見ても『ただの子供』だからね。その辺をうろちょろしてても、誰にも見咎められずにすむ」
「そんな頼み方をされてホイホイ引き受ける人がいたら、びっくりだ」
　ウネンは、この瞬間、オーリが始終眉間に皺を寄せている理由が身に染みて理解できたような気がした。
　モウルはと言うと、ふむ、と、右手を顎に当てたのち、今度は真顔でウネンの顔を覗き込んでくる。
「君には、僕やオーリが持ち得ない素晴らしい能力がある。――無邪気な子供に自らを擬態することができる、という能力だ」
「前にオーリに、『自分が何もできない時は、煽らないでくれ』って言われてなかったっけ？」
「どうでもいいが、そろそろあの子供が橋を渡り終えるぞ」
　オーリの冷静な一言を聞くや、モウルが慌てて「頼むよウネン、お願いします」と姿勢を正した。
「自分一人に丸投げし過ぎ、って偉そうにオーリに言ってたけど、モウルだって結構他人をこき使ってるじゃないか」
「こういうのは、『役割分担』って言うんだよ」
　まったく悪びれた様子もなく、モウルが爽やかに微笑む。
　ウネンは両手を腰にあてて、溜め息を呑みくだした。
「で、彼のあとをつけて、何を調べればいいの？」
　
　ヘパティツァ川を渡り、通りを更に先へ。少年が向かっているのは、町の北門のようだった。
　石積みの城壁に穿たれた門の横には小さな詰所が建っていたが、付近に門番の姿は見当たらなかった。たまたま席を外しているだけなのか、これが常態なのか、そんなことを考えながらウネンが歩いていると、建物の陰で門番二人がテーブルに向かい、チェスに興じているのが見えた。
　少年は、わき目もふらずに門を通り抜け、そのまま野道を真っ直ぐ北へ――パヴァルナの人々が所有する農地が広がっているほうへと進んでいった。
　ウネンは、背の高い草や灌木の陰を選んでは、少年と充分に距離をとって、そのあとをついていった。
　緩やかな丘を東に迂回したところで、ウネンの目の前に見覚えのある風景が広がった。
　行く手を横切る光の筋は、領民達のための用水路だ。午前中に散々見てまわった領主直営地は、その向こう側の坂の上にある。一段高い領主の土地からは、他の農地の様子が一望できたのだ。
　ウネンのいる場所から少し右手には、頑丈な木柵が、前方、北の方角へと波打ちながら伸びていた。柵の東側に目をやれば、緑の陰にのんびりと草を食はむ羊の群れが散見できる。どうやらこのあたりが農地の東端になっているようだ。
『おそらく、あの少年は、今から農地へ戻るんだと思う。彼の話が本当なら、日中にぶらぶら遊んでいる暇なんて無いはずだからね』
　先刻、橋を渡りきろうとしている少年を見送りながら、モウルはそう言った。
『で、君には、彼の土地がどういう場所にあるのか、どのような状態なのかを見てきてほしいんだ。君なら、そこらの人よりもずっと多くのことを〈見る〉ことができると思う。頼んだよ』
　面倒なことを簡単に言ってくれるあたりは、モウルもエドムント領主と大差ない。そう溜め息をつきつつも、ウネンはちょっぴり上機嫌だった。やはり、「君ならば」と能力を買われるのは、誰からであろうと――たとえ胡散臭い魔術師からであろうと嬉しいものなのだ。
　よし、と気合い一番、あらためてウネンは周囲を見回した。
　少年が、用水路に渡された丸太を渡る。
　畑の縁へりでいっぷくしていた中年の女性が、少年に気づいて手を振るのが見えた。
「遅かったね、リボル」
「ごめん、母さん」
　風にのって、二人の会話が微かに聞こえてくる。
「どうだった？　先生は何て？」
「心配ない、って言ってた」
「そうかい、よかったね」
　母親が、よっこいせ、とばかりに腰を上げた。
「領主様だって、先生には色々お世話になってるんだからねえ。そんな簡単に追い出すわけがない、って思ってたんだよ」
　互いの距離が縮むにつれ二人の声は小さくなり、とうとうウネンには何も聞こえなくなった。
　ウネンが立ち木の陰に隠れて様子を窺う中、リボルと呼ばれた少年とその母は、めいめい農具を手に持つと、畑仕事を再開する。
　ウネンは、頭の中で大雑把な地図を描えがきながら、昼前に見た光景を記憶から掘り出していた。農民達の用水路を流れる水が、幾つもの農地を通過していくたびに少しずつ減り続け、最後には泥の表面を薄くなぞっていくだけになってしまっていたことを思い出していた。
　リボルの畑は、まさに、その、農地のどん詰まりにあった。
「水が欲しい」との悲痛な願いは、リボルのものである以上に畑に植わる作物達の願いでもあった。全体的に白茶けた土に、乾ききった敷き藁、半ばしおれてしまっている葉々。実を結ぶどころか、枯れずにいるだけで精一杯といった野菜達の姿に、ウネンの胸はじくりと痛んだ。ここに比べたら、水が減っていると大騒ぎしている領主の畑など随分とかわいいものだ。
「おうおう、せいが出ますなあ！」
　突然の濁声が辺りに響き渡り、ウネンは反射的にそちらを見やった。
　リボルの農地の西側に、似たような体格の三人の男が、農具を積んだ手押し車とともに立っていた。
「ほんと、たった二人でご苦労なこって」
　三人は、どうやら兄弟か従兄弟のようだった。互いによく似た目鼻立ちで、右から順に、髭、細面、円い顔、と、外枠だけが違っている。
　ねぎらいの言葉にしては、一々声の調子にいらぬ棘があるように思えたのは、ウネンの気のせいではなかったようだ。リボルもその母も男達には目もくれず、黙々と農作業を続けるばかり。
「無視してんじゃねえよ！」
「まあまあ、兄貴、可哀そうだから放っておいてやろうぜ。どんなに頑張ったところで、どうせ秋には俺達の土地になるんだし」
「そうそう。今のうちに、そこの斜面でも畑おこししておいたほうがいいんじゃねーのか？」
「親父の言うとおりに、全部貰ってやってもいいんだけどよ。俺らは心が優しいからな。用水路のあっち側はお前ンところに残しておいてやるからよ」
「だよなー。いきなり全部は酷過ぎるよなー。俺達って優しいよなー」
　勝手なことを思うさまほざきながら、三人は楽しそうに笑い合う。それから、「じゃあな」と、鍬くわやら犂すきやらをガチャガチャいわせて去っていった。
　ウネンは、木の陰で大きく息をついた。三人組に石を投げつけたい衝動をなんとか抑えきれたことを天の神に感謝しつつ、ふと、彼らが言っていた「こちら側」の「斜面」に目をやる。
　それは、町から来る際に迂回した、大人の背丈二つ分ほどの高さがある丘のことだった。目を凝らしてみれば、頂上の手前に土地の境界を示す杭が刺さっているのが見える。あそこまでがリボルの家が所有している土地なのだろう。
　ウネンは知らず眉をひそめていた。
　丘の斜面には、幾らか果樹が植えられているようだったが、その枝ぶりはどれも貧相で、少雨の影響を受けているのは明らかだった。土地にこれだけの高低差があれば、用水路の恩恵はゼロに等しいと考えてもいいだろう。あの、ナントカ兄弟の言うとおりに畑おこしをしたところで、植えられる作物は非常に限られてくると思われる。
「リボル、そろそろ夕飯の支度をしなきゃ」
　母親が葉の陰から身を起こした。
「母さんは先に帰ってて。僕はもう少しここの草とりをしていくから」
「でも、お前……」
「だって、明日は麦畑の当番だよ。今日のうちにできることは全部やっておかなきゃ」
　その一瞬、母親の表情が悲痛に歪む。
「……そうだね。じゃあ、真っ暗になる前に帰ってくるんだよ」
　よいしょ、と籠を背負い、母親が帰途についた。
　こちらへ来るかと慌てるウネンをよそに、リボルの母の姿は、さっきの無礼三兄弟と同じ、斜面の向こう側へと見えなくなってゆく。リボルが往き道に丘の東側を通ったのは、あの三兄弟の顔を見たくなかったからに違いない、と、ウネンは密かに納得した。
　なんとなく帰りそびれたまま、ウネンはリボルの様子を見守り続けた。
　リボルは、わき目もふらず、ただひたすらに働いていた。駆除した雑草を集めて土をかけ、風に散ってしまっていた藁を作物の根元に集め、最後に畑じゅうをくまなく見てまわり、そうして太陽が西の連山のすぐ上にさしかかる頃になって、リボルはようやっと農具を、背負い籠に放り込んだ。
　籠を持ち上げかけたところで、リボルはその動きを止めた。もう一度籠を地面に置き、用水路を渡り、疲れの滲む足取りで、ゆっくりと丘をのぼってゆく。
　丘の中ほどで足を止めたリボルは、くるりと向きを変え、自分の家の農地を見下ろした。それから彼は、そっと目を閉じ、おずおずと天に向かって両腕を開いた。
　ウネンは小さく息を呑んだ。リボルの気持ちが、今、彼女にも痛いほど伝わってきたからだ。
『例えば、辺りに立ち込めていた靄が、すうっと引いていくように』
　ウネンの耳元で、モウルの声がこだまする。
『そんなふうに目の前が晴れると同時に、君は、君に重なる〈何か〉の存在を認識するだろう』
　――さあ、見つけておくれ。ぼくはここにいる。
　声なき祈りが、ウネンには聞こえるようだった。お願いだ、と。どうか神様、ちからを貸してください、と。
　気がつけばウネンも、リボルとともに祈っていた。ここにいるよ、ここにいるから、だから――
『そう、……は、ここにある……！』
　突然なにものかの声がウネンの思考にぶつかってきた。衝撃で膝から力が抜け、ウネンはあえなくその場にへたり込む。
　喘ぐように息を繰り返しながら、ウネンはこぶしを握り締めた。
　これは、いつもの〈囁き〉とは別なものだ。言葉を成さない〈囁き〉とは違い、これには明確な意思がある。ヘレーと出会ったあの時に聞いた、謎の言葉と同じように。オーリやモウルと初めて相見まみえた時の、正体不明の声のように。
「ウネン、エンデ、……それから、なんだったっけ……」
　深呼吸を数度、ようやく鼓動が落ち着きはじめるのを待って、ウネンは敢えて声に出して呟いてみた。そうすることで何か閃きが降って湧いてこないかと思ったのだ。
　何も起こらないまま、風だけが辺りを吹き渡っていく。ウネンはようやく自分の任務を思い出し、慌ててリボルを探して視線を戻した。
　茜色に染まる畑の中、リボルが、すっかり意気消沈した様子で籠を背負うところだった。
　
　リボルの背中が町並へと消えてゆくのを確認してから、ウネンも後れて町の門をくぐった。
　夕闇に沈む空を仰げば、天を衝つく山々が残照に赤く縁ふちどられている。時間をかけたわりにあまり成果が得られなかったような気がして、ウネンは大きな溜め息を吐き出した。
「遅かったな」
　相変わらず愛想の無い、だがいつになく気遣わしげな声を聞き、ウネンが顔を上げると、見慣れた仏頂面が目の前に立っていた。
「もしかして、待っててくれた、とか？」
「護衛が俺の仕事だからな」
「あ、うん。ありがとう」
　礼を言うウネンに、オーリが小さく頷く。「感謝して当然だ」と威張っているように見えるこの相槌が、「どういたしまして」の代わりであると解るまで、ウネンも二日を要したものだった。この不愛想な顔に上背のある体躯、そして腰には一振りの長剣とくれば、リボルを尾行するどころか町の門で足止めを喰らってしまっていただろう。
　ウネンの視線に気づいたか、オーリが僅かに眉を上げた。
　大したことじゃないよ、とウネンは慌てて両手を振る。
「あ、いや、なんと言うか、ほら、役割分担だな、と思って」
　そうだな、と、オーリの口元が微かにほころんだ。
「帰るぞ」
　一言言い置いて、オーリが背を向ける。
　あとに続こうとしたウネンは、ふと、目の端に引っかかりを感じて、そちらに首を巡らせた。
　薄暗さを増した北門の脇で、二人の門番が立ったままカードに興じている。
　ウネンは小さく首をかしげた。リボルの畑で見た、あの無礼三兄弟が門のところにいたような気がしたのだが、どうやら思い過ごしだったようだ。そもそも、夜の帳がおりようとしているこの時間に町の外へ出ようとするなんて、普通はあり得ないだろう。
「どうした」
「ううん、なんでもない」
　頭をひと振り、意識を切り替えて、ウネンはオーリのあとを追った。
　
　三人とも、夕食は居館の食堂で、領主一家やダーシャ達とともに長いテーブルを囲むことになった。今朝は領主が起きだす前に使用人達と、昼は皆に遅れて残り物を、とどちらも厨房の片隅で気を張ることなく食事を摂ることができただけに、この知らせを聞いてウネンはひそりと溜め息をついた。ダーシャ達との旅路はさほど苦痛に感じなかったから、身分の違いが原因ではないのかもしれないが、エドムントと同席するのはどうしても気後れしてしまう。
　足取り重く食堂に向かうウネンとオーリに、モウルが上機嫌で「昨夜の僕の苦労の百分の一でも思い知ればいいと思うよ」と言っていたが、いざ蓋をあけてみれば、ウネンとオーリの席はテーブルの一番下座の端に用意されており、領主の隣に座らされたモウルが、愛想笑いの隙間に恨めしそうな視線をちらちらとウネン達に投げかける事態となった。
　食事が終わるや、モウルは酒を勧めるエドムントを丁重にあしらって、ウネンとオーリを誘いざない中庭に出た。池の傍の東屋に落ち着くなり、ウネンに夕方の尾行の成果を問う。
　ウネンは、自分が町の門の外で見聞きしたことを、順を追って可能な限り詳しく二人に報告した。
「ありがとう、ウネン。やっぱり、君に頼んで大正解だったよ」
　話を聞き終えたモウルは、ウネンに屈託のない笑みを向けた。それから、お馴染みの勿体ぶった調子で、「実はね」と話し始めた。
「あの少年が水車舎に飛び込んできた時に、微かに魔術の残滓を感じたんだよ」
「魔術の残滓？」
　ウネンの問いに、モウルの瞳が得意げに輝く。
「そう。領主の畑で感じたものと同じ、在るか無きかの微かなしるし。水使いがなんとか誤魔化そうとしてたみたいだけどね」
「あの時のあの水の球か」
　オーリが呟くのに合わせて、ウネンも「そうか」と膝を打った。なんとなくではあるが、あの時のノルの行動は、それまでの発言から窺える彼の人柄に少しそぐわないような気がしていたからだ。
「悪くない余興ではあったよね。でも、まさか、あとで少年のほうから僕に会いに来るとは思ってもいなかったんだろう」
「師の心、弟子知らず……」
　少年と対峙した時のモウルの独り言を復唱するウネンに、モウルが軽く肩をすくめてみせる。

「まあ、少年本人は、自分が術を使ったことに気がついていないみたいだから、仕方がないって言えば仕方がないか」
「でも、あの子は魔術師じゃないよね？」
「呪符か」
　間髪を入れず、オーリがぼそりと呟いた。
「でも、呪符って高価なんでしょ？　どうやって手に入れたわけ？」
　ノルが言っていたように、ぎりぎりの生活を送っているリボルがそのようなものを入手することができるとは思えない。ウネンが眉をひそめて問いかければ、モウルがまたも得意そうに微笑んだ。
「それはやはり、あの水使いだろうね。尤もっとも、彼はお守りのつもりで渡したんじゃないかな。願いを込めるという意味では、呪符も護符もよく似ているから。そうでなきゃ、事が起こったあとで、慌てて少年を『破門』になんかしないでしょ」
　ウネンの脳裏に、「突然、『もうここへは来るな』って怒られて」と俯くリボルの姿が、甦る。
「だが、あいつには素質があった」
　オーリの声に触発されるようにして、ウネンの頭の中の映像が、風そよぐ農地の風景に切り替わった。
「……あの子の家の畑は、領主の農地のすぐ下側だった……」
「たぶん、水乞いの祈りに、うっかり呪符が反応してしまったんだろうね。神のちからは、地中の水を少年の家の土地へと引き寄せた。その結果、領主の土地は例年よりも水不足に陥ることになった……、ってところじゃないかな」
　モウルの推理を聞きながら、ウネンは知らず唇を噛んでいた。術を使ってもなお、リボルの畑が水不足にあえいでいるという事実に、やり切れない思いが湧き上がってくる。
「あの子……、畑仕事を終えてから、神様を待ってるみたいだった」
「どこで？　どういうふうに？」
「自分ちの畑を見下ろす丘に立って。水路や溜め池ではなく、天を仰いで」
「今ある水を欲しがるのではなく、雨を望んでいた、ってことか……」
　オーリの呟きを、夜風が静かに揺らす。
　遠くにヨタカの声を聞いたのち、モウルがあっけらかんと口を開いた。
「ま、水使いのほうも、もう不用意に呪符を渡すことはないだろうし、これ以上新たな問題は起こらないんじゃないかな。あとは、水使いの言うとおり、灌漑規定とやらをどうにかすれば解決、ってことで」
　一件落着、とモウルが両手を打つのと時を同じくして、植栽の向こうから可愛らしい声が聞こえてきた。
「モウル様ぁー」
　篝火に照らされた庭園を、ダーシャ王女が手を振りながらこちらに向かってやってくる。その後ろには、王女と同い年だというエドムント公の次男、ジョナーシュの姿もあった。
「モウル様もウネンもこんなところにいた！」
　社交的な心遣いを発揮したモウルが、東屋を出て小さなレディを出迎える。ウネンとオーリは今度は苦笑をもって顔を見合わせて、それからモウルに続いて屋根の下から出た。
　満面の笑顔でモウルを見上げるダーシャとは対照的に、ジョナーシュは唇をへの字に曲げて、モウルから露骨に顔を背けていた。その顔には、ダーシャがモウルを気にしているのが面白くない、と太い筆で大きく書かれているようだ。
「ねえ、わたしからモウル様にプレゼントがあるの！」
「ありがとうございます。一体なんでしょうか」
　遠慮のそぶりも見せない厚かましさを爽やかな笑みで誤魔化して、モウルが応える。
　ダーシャは、きらきらと目を輝かせながら、「あのね」と夜空を指差した。
「あの、木の梢の少し上に見える、碧いお星様よ。あのお星さまをモウル様にあげる！」
「碧い……？」
　ウネンもつられて空を仰いだ。
　王都は勿論、イェゼロの町とも比べるべくもない、まるで白砂を散らしたかのような気の遠くなるほどの無数の星が、ウネンの頭上で輝いていた。一瞬、天地を見失いそうになり、慌てて両足に力を込める。
「碧い星、ですか？」
「そうよ。ほら、あそこの」
　なるほど、と頷くモウルの目が僅かに泳いでいる。どうやらダーシャが言う星を見つけられていないようだ。
　とはいえ、ウネンも同様に「モウル星」がどれなのか分からないでいた。見える星の数が多い上に、どんなに目を凝らしても「碧い」という色味が判別できないのだ。
　モウルの相槌にすっかり機嫌をよくしたダーシャは、続けてまた天穹を指差した。
「それで、モウル様の星のすぐ横にぴったりひっついている小さなお星様が、オーリ様よ。いつもお二人は仲良しだから」
「横に……？」
　ダーシャの口ぶりから察するに、モウル星とオーリ星は連星のようだが、ウネンにはこれも判らなかった。こそりと隣を見上げてみたが、オーリも難しい顔でひたすら星々を凝視するのみ。
「ダーシャ様は、目が良いんですね」
　ウネンの感嘆の溜め息に、ダーシャがぱあっと顔をほころばせた。
「ジョナーシュ様のお星様はどれですか？」
　と、先刻から不貞腐れた表情でそっぽを向いているジョナーシュに、モウルが朗らかに水を向けた。ウネン達が相手の時とは違って、なんとも気配り上手なことだ。
「あそこの、黄色い星よ」
　すかさずダーシャが横から問いかけを奪い取るが、よそゆき顔のモウルは、辛抱強くジョナーシュに語りかける。
「ジョナーシュ様のように、明るくて気品のある星ですね」
「ま、まあね」
　僅かに頬を赤らめて、ジョナーシュがモウルをちらりと見やった。その横ではダーシャが、次はわたしの番よとばかりに、モウルに熱烈な視線を送っている。
　だがモウルは、ジョナーシュに笑顔を返したあとは、じっと夜空を見上げるばかりで、ダーシャの表情に気がつく様子がない。
　ダーシャが悲しそうに眉を寄せるのを見て、ウネンは慌てて王女に話しかけた。
「ダーシャ様のお星様はどれですか？」
　途端にダーシャはみるみる満面に笑みを浮かべた。ナヴィの真似か、眼鏡の位置を直す仕草を披露し、胸を張って一同を見回した。
「では、質問です。わたしの星は、どれでしょう？」
　芝居がかった調子でモウルが両眉を上げる。
　それを受けたジョナーシュが、大きな身振りで肩をすくめてみせた。
「何回訊いても、全然教えてくれないんだ」
「ジョナーシュ様にも、ですか？」
「うん」
　モウルは、ジョナーシュに「それは手強い」と目を剥いてみせてから、柔らかい眼差しをダーシャに向けた。
「我々に手掛かりはくださらないのですか？」
「じゃあ、特別に、一つだけお教えしましょうね」
　ナヴィの物真似を続けながら、ダーシャが得意げに微笑む。
「ダーシャのお星様はね、『今は見えていないわ』」
　
　灌漑の問題もなんとか解決、今日こそはナヴィに勉強を教えてもらおう。そう意気揚々と朝食を終えたウネンは、背後から降ってきたモウルの声に、思うさま眉間に深い皺を刻んだ。
「さて、今日も張り切って調査と参りましょうか」
　え？　と思って、後ろを振り返れば、モウルがすまし顔でウネンを見おろしていた。どういうことだ、とばかりに顔を戻した正面では、オーリが平然と席を立ち、行くぞ、と目でウネンに語りかけてくる。
　テーブルの向こう端でエドムントが「どうかよろしく頼むよ」と右手を上げた。
「何か必要なものがあれば、遠慮なく言っておくれ」
「お心遣い、感謝いたします」
　にっこり笑って、モウルはくるりと回れ右をした。オーリを従え、扉へと向かい……
「報告書を書かなきゃならないんでしょ、補佐官代理殿」
　含みのある笑みを口元にのぼして、モウルがウネンを振り返る。
「頑張ってね、ウネン」
「あ、え？　ええ、はい」
　ダーシャの声援に背中を押されて、ウネンは立ち上がった。状況が今一つ理解できないまま、モウルの傍へ寄る。
「では皆様、行ってまいります」
　礼儀正しく退出するモウルに続いて、ウネンもオーリとともに一礼して食堂をあとにした。一体どういうことなんだろう、と心の中で何度も首をひねりながら。
　
「水不足の件については、まだ領主に報告してないんだ」
　一件落着したのでは、とのウネンの質問に対して、モウルは、城の門を出るなり涼しい顔でとんでもないことを言い放った。
「君が補佐官の助手になってしまったことで、しばらく王都から動けないなって諦めていたんだけど、今、こうやって別の町を探索する機会が得られた以上、聞き込みをしない手はないでしょ」
　城にいても退屈なだけだし、と付け加えるモウルに、オーリも目顔で同意する。
「まさか……」
　ウネンの、おそるおそるの問いかけに、二人は揃って平然と頷いた。
「ヘレーさんがもしもこの町に潜んでいたとして、僕らが彼を捜していることに気づいたら、すぐに逃げ出してしまうだろうからね。君がいてくれると助かるんだ」
「ぼくがいても、ヘレーさんは逃げるんじゃないかな……」
　円い月が世界を白と黒に染め上げる中、どんどん遠ざかってゆく背中を思い出し、ウネンは唇を引き結んだ。
　ウネンを面倒事に巻き込みたくない、と言うのは、ヘレーの優しさだったのだろう。オーリ達と出会って、その「面倒事」が想像以上に面倒なものらしいと分かったことで、ウネンは随分素直にそう思えるようになっていた。
　だが、それでも。……その続きを呑み込んで、ウネンは足元に視線を落とす。
　オーリが小さく鼻を鳴らした。
「ヘレーは、敵だと思っている人間の手に落ちた娘を、見捨てるような奴ではないんだろう？」
「待ってオーリ、その言い方だと、なんか僕らがどうしようもなく悪い奴っぽくない？」
　違うのか？　違うだろ。すまし顔と不興顔との間で始まった言い合いを見ているうちに、ウネンは、笑いをこらえるのに苦労している自分に気づくのだった。
　
　咳払い一つ、場を仕切り直したモウルが言うには、昨日、領主の畑で灌漑についての聞き込みをする際に、ついでに「流れの医者」に心当たりがないかも小作達に尋ねてみたとのことだった。あの時、モウルが思わせぶりに「彼らがよそ者に慣れっこになっている」とオーリに言っていたのは、小作達の反応の悪さをぼやいていたのだ。
「で、なんでも、中央広場から金物通りを三角かど奥に行ったところにある『葡萄の蔓』亭って食堂兼酒場を仕事場にしている、ナントカっていう講談師なら、そういったことを良く知っているかも、ってことなんだ」
「ナントカ、ね……」
「ナントカ、か……」
「店の名前はちゃんと覚えたんだから、文句を言わないでほしいね」
　涼しい顔で開き直るモウルに、ウネンはつい一言問わずにはいられなかった。
「お店に講談師が二人以上いた場合はどうするの？」
「その全員から話を聞けば問題ないさ」
　
　件くだんの食堂が開ひらくというお昼まで、ウネン達は町の表である東門を起点として、大通り周辺の商店で聞き込みを行った。
　だが、その結果はあまり芳しくないものだった。
　そもそもパヴァルナは、有力者に人気があるという避暑地だ。夏になれば、町は涼を求めてやってきたやんごとなき方々で一杯になる。そして、そういった方々は、殆ほとんど全員がお抱え医師を連れていた。
　よそ者が珍しくないという土地柄に加えて、ウネン達の側にも問題があった。先ずは、尋ね人が積極的に身を隠そうとしていること。三年前から現在までの長い期間のうちの、どの時点でどれくらい滞在していたか分からないこと。そして何より、その尋ね人がこの町を訪れたかどうかという大前提から定かではない、ということが、彼らの聞き込みを難しくさせていたのだ。
「だいたい、出稼ぎ店員が多すぎるんだよ。これじゃあ、他の季節のこととか、まったく訊けないじゃないか」
　午後からは店屋ではなく民家を訪ね歩こう、と、ぶつぶつ文句を言いながら、モウルは「葡萄の蔓」亭の扉に手をかけた。
　
「へい、らっしゃい！」
　威勢のよい声が、店の奥から投げかけられる。
　南側に並ぶ窓のおかげで、店内は思った以上に明るかった。惜しみなく射し込む陽光に照らされ、年季の入った床の染みがよく目立つが、反面、隅々まで清掃がいきわたっていることも見て取れる。テーブルも椅子も素朴ながらしっかりとした造りで、全体的に居心地のよさそうな雰囲気だ。
　開店直後なせいか空席の目立つ店内を、モウルは奥へと真っ直ぐに進んでいった。店内と調理場を仕切るカウンターのすぐ近く、四人がけのテーブルに席を決め、ウネン達が追いつくのを待って腰をおろす。
「昼飯でいいかい？」
　橡色の髪と瞳をした、オーリ達と同じぐらいの年齢に見える青年が、テーブルの傍にやってきた。「今日のおかずは、豚バラの甘煮だよ」
「あ、じゃあ、それを三人前お願い」
「南瓜を焼いたやつもあるけど」
「うーん、それは別にいいや」
「飲み物はどうするね」
「麦酒二つに、その子には何か果汁の水割りで」
　ウネンがまばたきを繰り返している間に、モウルは手慣れた調子でさっさと三人分の注文をすましてしまった。隣のオーリが一切動じたふうがないということは、これが彼ら二人の「役割分担」なのだろう。
「ところで、この店にとても物知りな講談師がいる、って聞いたんだけど」
「物知りかどうかはともかく、ここの講談師というなら、俺かな」
　給仕が、人好きのする笑みを浮かべて、自分の胸元を指差した。
　この展開は予想していなかったのだろう、さしものモウルも一瞬言葉を失う。
「講談の仕事は、実入りの多い夜って決めていてね。昼間は給仕や厨房を手伝ってんだ。日が暮れてから来てくれたら、そこの隅っこで寄席をひらいてるから」
「いや、講談に興味がないわけではないけど、それよりも、あなたが事情通だと聞いて……」
　モウルが本題に入りかけたところで、給仕――いや、講談師は、「待て」とばかりに右手を軽く前に出した。
「おばさーん、豚バラのやつ三人前、麦酒二つ、果汁一つ」
「なんだい、タセイ、こっちに来て注文を言っておくれよ」
「お客さんが、俺に用があるって」
　奥の厨房と大声でやり取りをしてから、タセイと呼ばれた講談師は、ウネンの隣の空いている椅子にいそいそと腰をおろした。

「『事情通』かあ。まあ、『早耳』だの『地獄耳』だの、色々綽名をつけられているのは知ってたけど……。こりゃ、本格的に情報屋でも名乗ろうかな」
　愉快そうな表情で身体を軽く揺すったのち、タセイはぐるりと三人に視線を巡らせた。
「で、一体何が知りたいんだ？」
「人を捜しているんだ」
　会話の主導をモウルに任せ、ウネンはタセイをじっと見つめる。どんな小さな手がかりでもいいから、ヘレーの消息が分かりますように、と、念じながら。
　タセイが、ふむ、と、軽い相槌をうってから、モウルのほうに身体を向ける。
「尋ね人か。その人がパヴァルナにいるのは確かなのかい？」
「その答えは、残念ながら『いいえ』なんだ」
　どういうことだ、とばかりに、タセイが両眉を跳ね上げた。
「その人物が行方不明になったのは三年前なんだ。それから現在に至るどこかで、ここに立ち寄ったか・も・し・れ・な・い・し、立ち寄らなかったか・も・し・れ・な・い・。もしかしたら、今もいるか・も・し・れ・な・い・し、いないか・も・し・れ・な・い・」
「見事に『かもしれない』ばっかりだなァ」
　派手な身振りで天井を仰いだタセイは、挑戦的な光を目に宿し、テーブルの上に身を乗り出した。
「まあ、駄目で元々ってことで、その人の詳細を教えてくれるかい」
　オーリ、ウネン、と順に目配せを送ってから、モウルは真剣な顔で語り始めた。
「今は何と名乗っているかは知らないけど、名前は『ヘレー』という」
　その瞬間、タセイの視線が僅かに揺れたようにウネンには感じられた。
「年齢は四十、瞳は碧、頭髪の色は枯れ草色、身長は僕と同じぐらいで、医者を生業としている」
　モウルが言葉を切ると同時に、沈黙がテーブルにおりた。
　しばしのち、相手の反応を窺うようにして、モウルが静かに口を開く。
「……幾ら払えばいい？」
　何事かを考え込んでいるようだったタセイは、派手な溜め息をついて、そうしてにやりと笑みを浮かべた。
「心付けチップをはずんでくれたらいいさ」
　三人が互いに頷き合うのを見て、タセイもまた満足そうに頷いた。契約成立だ。
「一年半ほど前、町外れの〈不在の神の教会〉にいた食客の名前が、確かヘレーだったはずだ。枯れ草色の長い三つ編みの、壮年の男だ」
「本当!?」
　思わず大きな声を出してしまい、ウネンは慌てて手で自分の口を押さえた。
　心外な、と言うように、タセイが眉を寄せる。
「嘘を言っても仕方がないだろ」
　すみません、と身を縮ませるウネンを横目に、モウルが次なる質問を繰り出した。
「それは、どれぐらいの期間？」
「たったの三箇月ほどだけだね」
「その教会には、現在は人は……」
「修道士が一人だけ残っている。建物自体ももう随分と古くて、寂しいものさ」
　折りよく、厨房のほうから威勢の良い声が聞こえてきた。
「はいよ、豚バラ定食三丁！　タセイ、持って行っておくれ」
「はいはい」
　よっこいせ、と腰を上げるタセイに、おばさんとやらの容赦のない声が投げつけられる。
「返事は一回！」
「はいっ」
　カウンターに向かったタセイは、右手におかずの椀を、左手にパンの皿を、器用にもそれぞれ三つずつ乗せてテーブルに戻ってきた。
　玉ねぎと肉の脂の匂いが、湯気とともにテーブルの上に漂う。頑丈そうな陶器の椀の中には、飴色に染まったバラ肉の塊が二つ、悩ましげにぷるんと震えながら鎮座ましましていた。
　ぐう、と鳴った腹の虫は、きっちり三人分。こんなに美味しそうなんだから当たり前だ、と開き直るウネンの向かいでは、オーリが一心に皿を見つめている。
　照れを隠すように、モウルが咳払いを一つした。
「いや、まさか、こんなに早く望んだ情報が手に入るとは思っていなかったよ。よくぞ教えて……、いや、覚えていてくださった」
「そりゃあ、まあ、『知識はちから』だからね」
　思わせぶりに目を細めて、タセイが笑みを浮かべる。
　聞き慣れた語句が思いもかけないところから飛び出したことに、ウネンも、勿論残る二人も、一様に息を呑んだ。
「講談だって、いつも同じ物語ばかり語っていたら飽きられてしまうからな。常に新しい知識を仕入れておかなければならないってわけさ」
　自身に注がれる三人の視線を、事も無げに受け流して、そうして彼は一言「召し上がれ」と言い置いて厨房へと去っていった。
　
　ウネン達が舌鼓の演奏会を終える頃には、辺りの空席は殆ほとんど無くなってしまっていた。腹をすかせた人々の給仕を呼ぶ声が、ひっきりなしに店内を飛び交っている。
　店のおばさんの息子達が畑仕事をすませて戻ってくる夕方までは、タセイは、おばさんの夫である店長とたった二人で接客をこなさなければならないとのことだった。なんとか隙を見て、〈不在の神の教会〉とやらへの道順を教えてもらい、心付けをたっぷりと弾んで、ウネン達は「葡萄の蔓」亭をあとにした。
　
「『教会』って礼拝する場所か何か？　ていうか『不在の神』って？」
　店を出るなり、ウネンは堰を切ったようにモウルに問いかけた。料理を食べるのに忙しかったり、モウルがタセイと話し込んでいたり、と、さっきまではなかなか質問できる雰囲気ではなかったからだ。
　問われたモウルは、お馴染みの得意げな笑みをウネンに向けた。
「『神庫ほくら』は知ってるよね？」
「流石に『神庫ほくら』は分かるよ。神様を祀っている場所だよね」
　ウネンが少しだけムッとして答えれば、モウルが「まあまあ」と軽くなだめる。
「一口に神庫ほくらと言っても、小さな祠ほこらだったり大きな神殿だったり色々あってね、単に神様を祀っているだけのものから、有力者が雇い入れた魔術師を住まわせるために建てたものなど、要は『神様のおわす場所』って意味かな」
　イェゼロの町の広場脇にも豊穣の神の神庫ほくらが建っており、三年前の地震のあとには、倒壊した建物の中で一番早く再建されていた。ちなみに、神庫ほくらと軒続きに建てられていたのがシモンの右足を奪った公会堂で、こちらは未だ板葺きの仮設建屋のままだ。
「教会、というのは神庫ほくらの一種でね、『不在の神の教え』と呼ばれる古代宗教の場合にのみ使われる名称なんだ」
「だーかーら、『不在の神』って何？　神様がいないの？」
「正確には、『〈かたえ〉を持たない神』と言うべきかな。その神には、誰も見出されることはない。逆に言えば、誰もその神を見出すことはできない」
「観測できないから、存在しないも同然、ってことか」
　オーリの相槌に、モウルが至極満足そうに頷く。
「そういうこと。ただ、まあ、信者達に言わせてみれば、神は間違いなく天におわす、ということなんだけどね」
　記憶を探っているのか、モウルの眼差しが僅かに遠くなった。
「何百年も前には、教会もあちこちに沢山あったんだけど、『不在の神』なんて呼ばれちゃうだけに他の神様達に比べて存在感が圧倒的に薄いからね。祈る者もどんどん減ってきて、今ではかなり珍しい存在なんだよ。教会という言葉自体も殆ほとんど使われなくなってきてるし……」
　と、モウルはそこで一旦言葉を切り、それから何か含みのある口調で「流石は講談師、物知りだね」と付け加えた。
「『知識はちから』だと言っていたな」
　オーリの眉間の皺も、いつになく深い。その理由は、次のモウルの問いを聞くまでもなく、明らかだ。
「ウネンは、僕らやヘレーさん以外から、この『知識はちから』って言い回しを聞いたことはあるかい？」
「無い」
　ウネンは口元に力を込めると、きっぱりと首を横に振った。
　
　道の右手、民家の屋根の向こうに小さな丘が見えてきた。緑の斜面を左右に折れながら登ってゆく小路を目で辿った先には、古めかしい灰色の建物が、どことなく寂しげに建っている。パヴァルナでは珍しい石造りの家屋だが、水車舎とは似ているようでまた少し違う様式のようだ。
「ところで、さ。ここで一つだけ確認しておきたいんだけど」
　モウルに正面から顔を覗き込まれて、ウネンは思わず顎を引いた。
「何？」
「ヘレーさんって、ずっと髪を伸ばしてたんだ？」
「うん、そうだよ」
　どうしてこんなことを今になって訊いてくるのだろうか。怪訝に思いつつウネンは素直に返答した。
「森で生活するのに、邪魔じゃなかった？」
「だから、一つに編んでたんだよ」
　ぼくもよく髪をまとめるのを手伝ったし、とウネンが付け足せば、モウルは「ふうん」と頷いてから、ちらりと視線をオーリに走らせた。
　オーリの表情は、僅かとも変わらない。
「なんでこんなことを訊くの？」
「いや、ちょっと気になってたんでね」
　そうしてモウルは、「さてと」と両手を腰にあてて丘の上を振り仰いだ。
「あの講談師の言うとおり、あそこに住む修道士が『鴉の黒羽を全部毟ってしまいかねないぐらいの魔術師嫌い』だというのなら、僕はこれ以上近づかないほうが良さそうだ」
　なんでも、教会への道順を教えてくれた際に、タセイがモウルにそう忠告してくれていたらしい。
「二人とも、教会での聞き込みを頼んだよ。僕はこの辺りの民家を適当に回ってみるから」
　溜め息混じりのモウルの言葉を皮切りに、三人は坂の下で二手に分かれた。
　
　小路を登りきるよりも少し手前に、門扉の失われた門があった。最低限の手入れがなされた前庭では、咲き終えたばかりの蔓花がもの悲しい様子で俯いている。
　ウネンは、門の前に立ってゆっくりと深呼吸をした。あの建物の中に、ヘレーを知る者がいるのだ。イェゼロの町を出て行ったあとの――ウネンの知らない――ヘレーを知る者が。
　ヘレーがかつて人を殺したというのは本当なのだろうか。幾たび目か知らぬ疑問を、今一度ウネンは胸の中で呟いた。
　世知辛いこの世の中において、死は決して珍しいものではない。それは常に生者の傍に控え、隙あらば薄暗い巣穴に引きずり込もうと虎視眈々と狙っている。
　だが、いくら死がありふれたものだとしても、他人を害する行為は、決して許されるものではないのだ。人が人として人の中で生きてゆく限り。それは、ウネンが幼い時に、他でもないヘレーが教えてくれたことだった。
「行くぞ」
　オーリが、ちらりとウネンを一瞥して、門の中に足を踏み入れた。
　深呼吸をもう一度、それからウネンは口を引き結んでオーリのあとを追った。
　
　二人を出迎えたのは、歳の頃四十代半ばの、ひょろりと背の高い修道士だった。彼は、突然の来客にもかかわらず嫌な顔一つせず、そればかりかとても愛想のよい笑みを浮かべ、二人を中へと招き入れた。
　ウネン達が通されたのは、玄関を入ってすぐ左手の、生活感溢れる小さな部屋だった。〈不在の神〉などという神秘的な名を持つ神の神庫ほくらとは一体どのようなものなのか、ウネンは密かに楽しみにしていたのだが、どうやらここは教会の中でも修道士の住居にあたる部分らしい。落胆を顔に出さないように細心の注意をはらいながら、ウネンは長椅子のオーリの隣に腰をおろした。
「なるほど。あなた方はヘレーさんと同郷で、ヘレーさんに大切なものを届けるためにあとを追っているのですね」
　オーリが静かに頷いた。
　三箇月も一緒に暮らした人間を「盗っ人」呼ばわりなんてしたら、貰える情報も貰えなくなる。そうモウルに釘を刺された時のオーリの表情をうっかり思い出してしまい、ウネンは慌てて奥歯に力を込める。
「ええ、ヘレーさんのことはよく覚えております。去年の一月十二日から四月十八日までの間、この修道院に逗留なさっておられました」
「パヴァルナに向かうということは聞いていましたが、まさかそこから移動してしまっているとは思いませんでした」
　オーリは、先刻モウルと打ち合わせしたとおりに、淡々と己おのが役目をこなしていく。いつになく丁寧な言葉遣いは、相手がヘレーに対して友好的だった場合のモウルの指示だ。「君は存在するだけで威圧感があるんだから、せめて言葉だけは腰を低く頼むよ」との弁は確かに正論ではあるが、もう少し優しい言い方はできないものだろうか。
　そしてウネンに対しては、「今回は君は何も言わなくていいから」とのことだった。相手の意識をオーリ一人に向けさせて、ウネンは観察に徹してほしい、と。「とにかく、千載一遇の貴重な機会なんだから、どんな細かい情報でも拾っておいてほしいんだ。頼んだよ」
　オーリの言葉を聞くなり、修道士は細面を悲しそうに歪ませた。
「私も、彼がまさかここを出て行ってしまうことになるなんて、思ってもいませんでした」
「ここを出たあと、どこへ向かうかは言っていませんでしたか」
「ええ」
　修道士は、力無く首を横に振った。
「ヘレー……さんは、どういういきさつでこちらにお邪魔することに？」
「私は、我が神の教えを広く皆様にお伝えするために、この修道院に残された書物を筆写しては製本師に渡しているのですが、そこの書店でヘレーさんと知り合いましてね。当院の蔵書を見てみたいと仰ったので、まだ宿を決めておられなかったこともあり、こちらでお世話させていただくことになったのですよ」
　沢山の書物を前に目を輝かせる、ヘレーの懐かしい顔が目に見えるようで、ウネンは息が止まりそうになった。
「ヘレーさんは、とても賢くて博学でいらっしゃいますね。我が神についてもお詳しく、私は毎晩のようにヘレーさんと意見を交換し合い、有意義な時間を過ごしておりました。これだけ博識であらせられるのだから、もういっそのこと、ともに我が神にお仕えしませんかと、一度だけお誘い申し上げたのですが、『私は神の傍に立てるような人間ではありません』と、それはそれは奥ゆかしく微笑みになるばかりで……」
　折れそうなほどに薄い肩を、折りたたむようにして縮ませて、修道士が溜め息をつく。
「それでもヘレーさんは、私の願いを無下にはなさらず、我が経典の研究に力を貸してくださいました。かつて私がまだ少年だった時は、この修道院には私を含めて五名の修道士がおりましたが、まるでその頃に時間が戻ったかのような、充実した日々を送っておりました。なのに……」
　目を細め、どこか遠くを見つめていた修道士が、次の瞬間、真円に目を見開いた。
「なのに、あの、つまらない俗物が、ヘレーさんにしつこく、しつこく、絡んできたせいで……！」
　修道士の突然の豹変に、オーリが僅かに顎と上体を引く。呆然と目をしばたたかせるオーリの脇腹を、ウネンは肘で突っついた。
　我に返ったオーリが、ごほん、と咳払いをする。
「それはどういうことだ、ですか」

「町の中心部の金物通りにある食堂で、講談なんぞをして糊口をしのいでいる男がいるのですが、ヘレーさんが物知りだということを聞きつけたそいつが、『話を聞かせてくれ』と、それはもうしつこく迫ってきたのですよ。講談の種にしたいとかなんとか言って、しまいには『弟子にしてくれ』とまで！　ヘレーさんは、そいつに絡まれるのが嫌で、この町を出ていったと言っても過言ではありません！」
　ウネンとオーリは、思わず顔を見合わせた。
「そんなにしつこかったのか？」
「ええ。毎日のようにやってきては、『話を聞かせてくれ』と、それはもう、ヘレーさんの足元に跪いて取りすがらんばかりの勢いで。あまりのしつこさに、ヘレーさんはあの長い髪をはたきのように振り乱して、『いい加減にしてくれ』と声を荒らげる始末でした」
　まさかあの講談師が？　とのウネンの疑問を、オーリが見事に拾いあげてくれる。
「講談師とは、タセイという名の……？」
「おや、既にご存知でしたか。もうね、口が上手い人間は、他人に取り入るのが上手くてね……」
　腹立たしそうにそこまで言ってから、修道士は何かに思い当たったように慌てて言葉を継いだ。
「ああ、ええ、それでもヘレーさんには本性を見破られて、すげなくあしらわれてしまっていたわけですがね」
　流石はヘレーさん、と、修道士が鼻息荒く胸を張る。
　ウネンもオーリも眉間に皺を刻んで、再度互いに顔を見合わせた。
　
　丘の麓でモウルと合流したところで、先ずウネンが教会での出来事を報告した。
　ウネンは、一切の感想を交えずに淡々と事実のみを述べるように心掛けたつもりだったが、モウルもやはり同じような点に引っ掛かりを覚えたようだ。要所要所で眉をひそめ、最後に大きな溜め息を一つ。
「少々ヘレーさんに傾倒し過ぎている気配がするね、その人。まあ、嫌われるよりは好かれるほうがいいとは思うけど」
　友好作戦で行って正解だったでしょ、と、モウルがオーリに笑いかける。ムッとした表情を浮かべるオーリを満足げに見やってから、今度はモウルが成果を語り始めた。
「こちらは、流石に正確な日付までは出てこなかったけど、昨年の冬、年明け後に二、三箇月、教会に客人がいたのは確かなようだよ」
　そろそろ夕飯の支度時、畑で採れた野菜や買い物の品を手に帰宅する人々を片っ端から捕まえて話を聞いたんだ、とモウルは得意げに片目をつむった。
「客人は、町の人と積極的に交流することはなかったらしい。だけど、完全に閉じ籠もっていたわけでもなく、ちょくちょく外出していたそうだ。挨拶すれば会釈を返してくれた、って言っていたよ」
　そこでモウルは、「そして――」と勿体をつけてウネンとオーリを順に見つめてから、言葉を継いだ。
「――珍しいことに、講談師が、教会を何度か訪れていたそうだ」
「これはもう一度あの講談師に話を聞く必要があるな」
　オーリの声に頷きながらも、モウルは苦笑混じりに口の端はを引き上げた。
「一筋縄ではいかなさそうだけどね」
　
　一度城へ戻り、夕食の取り置きを頼んでから、ウネン達三人は再び町へと繰り出した。言わずもがな、目的地は金物通りの「葡萄の蔓」亭である。
　すっかり闇に沈んだ往来も、そこだけはまだ夕べの賑わいを残していた。道に落ちる煌々とした店の灯りに、活気あふれる人いきれ。窓から響く楽しげな笑い声が、道ゆく人の足を面白いように次々と引き留とめている。
　あけっ放しになっていた店の扉を、先ずはモウルがくぐった。オーリに順番を譲られてウネンがそのあとに続く。
　店内には、所狭しと人がひしめき合っていた。テーブルは全て満員で、厨房との仕切りであったカウンターにも、立ち飲み客が鈴なりになっている。
　突如として湧き上がった拍手を目で追えば、店の隅、木箱で作った演壇の上で、芝居がかった調子で深々とお辞儀をするタセイがいた。どうやら一仕事終わったようで、壇に近い立ち見の客から順に、硬貨を次々と台の上の籠に放り込んでいく。
　と、モウルが眉をひそめた。
　モウルの視線を辿った先、タセイが真っ直ぐにこちらを見つめていた。挑戦的な眼差しをモウルに、オーリに、そしてウネンに順に突き刺したのち、突然勢いよくパァンと両手を打った。
「さぁて、今日はちょっと興が乗ったから、特別にオマケの小話といこうかな！」
　タセイが高らかにそう言うや、店内のあちこちから歓声と口笛が湧き上がった。
　観客の反応にタセイは満足そうに頷いて、それから右手を前に差し出した。
　空中を撫でるような右手の動きに合わせて、喧騒がすうっと引いていく。
「さて、今しがた語った物語は、実に普遍的な英雄譚でございました。遥か昔に我々の祖先が、邪なる竜の謀略で楽園を追われしのち、勇者と呼ばれる者どもが、力を合わせて邪竜に挑み、平和を手に入れた物語」
　大声を張り上げているわけでもないのに、タセイの声は戸口に立つウネン達のところまでよく聞こえた。酒の匂いに汗の臭い、熱いきれる店内の空気を貫いて、直接的に胸を震わせる、張りのある声。
「それでは皆様、深い深い森の奥、静かな湖の清水の底に、重石とともに沈められた、こんな異聞逸聞をご存じでしょうか」
　その瞬間、ウネンには、息を詰めて聞き入る聴衆の向こうに常盤の森が見えたような気がした。
「先の物語にて勇者達は、森の賢者と書庫の魔女の助けを得て、邪竜に打ち勝つことができました。魔女が、竜封じの秘術が記された書物を邪竜から守り、賢者は、持てるちからを勇者達に惜しみなく与え、そうして彼らは、なんとか邪竜を退けることができたのです。
　この物語を今までご存じなかった、という方はいらっしゃいますか？　――そう、誰も、いませんね。皆さん、一度はこの物語を耳にしたことがある。有名なお伽噺ゆえに、ひねりを加えるのも難しい、講談師泣かせな物語ですよ」
　おどけたふうに肩をすくめ、講談師は語りを続ける。
「邪竜に楽園を追われ、勇者達が立ち上がり、魔女が竜封じの本を守り、賢者が手助けをし、そして邪竜を、……退・け・た・」
　店内のあちこちから、微かなざわめきが湧き起こった。
「ええ、そうです。邪竜は封じられてなどいない。ただ人の世から退けられただけ。追い出されただけ」
　タセイがぐるりと首を巡らせた。一人一人と順に視線を合わせ、確実に人々の意識を手元へと手繰り寄せていく。
「さァここからが、先ほど申し上げた『異聞逸聞』でございます。
　書庫の魔女は、勇者達に竜封じの秘術を教・え・な・か・っ・た・。だから、勇者達は邪竜を追い払うことしか出来なかった。魔女は、邪竜から書物を守ったのではない。勇者達が書物を読むことのないように、深淵なる書庫に仕舞い込んでしまったのだ……」
　我慢しきれなかった誰かが、掠れた声で「何のために？」と問いを発した。
　その刹那、タセイの瞳が、傍らのランプの炎を宿した。
「お忘れですか？　書庫の魔女は書物の守り神。勇者一行の誰かが書物を乱暴に扱ったのを――例えば、うっかりページの間にパン屑を挟んでしまったり、書物を枕に居眠りをしてしまったりするのを見て、ヘソを曲げてしまったのやもしれません」
　語り手の、とってつけたようなすまし顔も相まって、そこかしこからくすくすと笑い声が聞こえてくる。
「つまり、勇者達は身体を張って、『書物に限らず、物は大切にしましょう』と、我々に教えてくれているのです！」
　タセイが大きく両手を振り広げると同時に、喝采が店内に轟いた。ウネン達の周囲でも、皆口々に講談師を囃したてながら、惜しみない拍手を送っている。
　ふと、違和感を覚えてウネンは傍らを見上げた。
　モウルが、オーリが、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべて、じっと講談師を見つめていた。
　
　話を聞きに行くべく、モウルを先頭に店の奥へと向かった三人だったが、人混みに阻まれているうちに、気がつけばタセイの姿は店内から消えてしまっていた。
　いつの間に帰っちゃったんだろうね、と首をかしげる店のおばさんから、よそゆきの笑顔で難なくタセイの住所を聞き出したモウルは、店を出てから派手な舌打ちを漏らして、ただ一言「明日、出直そう」とだけ呟いた。
　沈黙を背負ったまま城に帰りついた三人は、厨房の隅で遅い夕食を摂り、挨拶もそこそこにそれぞれの部屋へと別れていった。
　
　無言の二人に引きずられるようにして黙りこくって部屋に帰ってきたものの、ウネンの頭の中は、分からないこと、気になることで一杯だった。寝台の周りをぐるぐると五周歩き回ったのち、ウネンはまなじりを決して部屋を出た。
　エドムント領主は、ウネンとナヴィに図書室を自由に使ってくれていい、と言ってくれていた。一縷の望みを胸に、ウネンは二階の北の端にある小部屋の扉をノックする。
　果たして、中からナヴィの声が「どうぞ」と応えてくれた。
　小ぢんまりとした部屋は、窓のある面を除いた三方の壁が、作りつけの本棚となっていた。クージェの王城のものに比べると、十分の一にも満たない規模の蔵書の数だが、それでもウネン達いわゆる一般庶民にとっては、夢のような空間だ。
　その、本に囲まれた空間の中央、二つ並んで置かれている机の扉に近いほうに、ナヴィが何冊もの書物を積み上げていた。
「あのぅ、少しお時間をいただけますか？」
　ウネンの問いに、ナヴィはにっこりと笑うと、隣の椅子をウネンに勧めた。
「丁度、息抜きにそこの廊下を往復してこようかと思っていたところだったのよ。大歓迎だわ」
　ありがとうございます、と、心からの礼を言って、ウネンは椅子に腰かけた。
「ナヴィ先生は、楽園を追われた人類が邪竜と戦う、というお伽噺をご存知ですか？」
　途端に、打って響くような返事がナヴィから返ってきた。
「書庫の魔女と森の賢者が出てくるお話かしら？」
「ええ、それです。どんな話なのか教えていただけますか？　ぼく、あまりよく知らなくて」
　本当なら、城への道すがら、モウルかオーリに尋ねたいところだった。だが、オーリは勿論モウルもすっかり黙り込んでしまっていて、とても質問できるような雰囲気ではなかったのだ。
「前の先生は文学方面には疎かった、って言っていたものね」
「書庫の魔女のことは、ぼく自身が写本工房で働いていたから、よく耳にしましたけど……」
「森の賢者は、邪竜退治のしばらくあとで森の奥に隠居しちゃった、って話だし、それに、町に住んでいると縁が無くても当たり前だものね」
　とても「三年前までは森に住んでいました」とは言えず、ウネンは躊躇いながらも小さく頷く。
「結構前に読んだきりだから、細かいところは忘れてしまっているけれど、ざっくりでよかったらお話ししましょうか」
「ぜひお願いします！」
　身を乗り出すウネンを、ナヴィは、実に楽しそうに見やった。
「むかしむかし、人々は、高い山の上にある『楽園』に住んでいたの。そこは、夏は涼しく、冬は暖かく、夜になっても光の絶えることはない、夢みたいな理想郷だったそうよ。
　ところがそこへ、ある時、邪竜がやってきたの。邪竜は人間が大好物だったんだけど、楽園に守られた人間を食べることはできなくて、だから邪竜は、言葉巧みに人々をそそのかして、楽園を支えていた柱を一本、倒させてしまったのよ」
　ナヴィの語り口は、とても穏やかで、優しかった。
「一本だけとはいえ柱が倒されたことで大きな山崩れが起き、山の神はすっかりお怒りになって人々を楽園から追い出してしまってね、失意のままに下界に降り立った人々に、邪竜は大口をあけて襲いかかってきて。さあ絶体絶命、という時に、四人の勇者が立ち上がったのよ」
　弾む声音に合わせて、ウネンの身体もつい前に出る。
「勇壮なる剣士、遠見の射手、冷徹なる魔術師、疾速の槍師。強大な邪竜の前に、彼らはとても苦戦をするけれど、やがて書庫の魔女と森の賢者と呼ばれる二柱の神のちからを借りて、遂には邪竜を連山の向こうに追いやることに成功したの」
「書庫の魔女が、竜封じの術を記した書物を守った、と聞きました」
「ええ。魔女は大切な書物を、賢者は森を、それぞれ燃やさせるわけにはいかない、と、邪竜に対抗したと聞くわ」
　ふと、ウネンは、タセイの「異聞逸聞」について、ナヴィの意見を聞いてみたくなった。口を開きかけて……、脳裏にオーリ達の苦々しい表情が浮かび上がり、そのまま反射的に息とともに言葉を呑みくだす。
　そんなウネンの葛藤に気づくことなく、ナヴィは朗らかに話し続ける。
「そういえば、この物語は『ノーツオルス伝』という本にも収録されているのよ。四人の勇者の一人である魔術師の名前がノーツオルスになっていてね。でも、残る剣士や射手、槍師の名前は出てこなかったから、これは編者による加筆なのじゃないかな、って思ったものだわ」
　その瞬間、ウネンの脳天に一つの疑問が降って湧いてきた。
　全てを忘れ、ウネンはそれを口にする。
「ノーツオルスは『伝説の魔術師』って言われてますよね。やはり色んな逸話で人々を助けてくれている。でも、同じように昔話に登場する書庫の魔女と森の賢者は、どうして『神様』なんですか？」
　ウネンの問いかけを聞き、ナヴィが目を丸く見開いた。
「まあ、今まで、そんなこと考えもしなかったわ……」
　ナヴィはしばらくじっと考え込んだのち、訥々と話し始めた。
「そうね、ノーツオルスは、あからさまに架空の人物っぽいから、かしら。さっき言った『ノーツオルス伝』を読めばよく分かるのだけれど、全ての時代の全ての地域に彼は登場するのよ。常に若々しく、自信に満ち溢れていて、颯爽と現れては、いずこへともなく去ってゆく。なんと言うか、『魔術師が登場するなら、とりあえずノーツオルスって名前をつけておけ』なんて雰囲気すら感じられるほどなの」
「九十九の姿かたちを持ち、何百年と生きる、伝説の魔術師……」
「そう。とっても痛快な存在ではあるけれど、神様、って感じではないわよね」

　そうですね、とウネンは相槌を打った。言われてみれば、神様どころか、ウネンがよく知っている魔術師の印象に引きずられてしまって、胡散臭く思えるほどだ。
「対して、書庫の魔女も森の賢者も、確固たる存在感があるのよ。人々の心の拠り所、って言ったらいいかしら、常に私達の傍にあって、見守ってくださっている。神話以外の書物でも、するりと自然に言及されているもの。ノーツオルスみたいにわざわざ『活躍譚』なんてまとめられていなくても」
　そこでナヴィは小さく息を継ぎ、正面からウネンの目を覗き込んできた。
「ここからは私の想像なのだけれど、たぶんね、魔女も賢者も、そう呼ばれた人がずっと昔に存在したのよ。人々とともにあって、人々の心に残って、そうしていつしか神として祀られるようになった。そんな気がするの」
　
　次の日、まだ夜も明けないうちに、ウネンはモウルの声の強襲を受けた。
「おはよう、朝だよ、さァ起きようか」
　寝ぼけまなこを擦りながら寝台の上に身を起こしたウネンは、わけが解らないままに周囲をきょろきょろと見まわした。
「さっさと外出の支度して、廊下に出てきてくれないかな。昨日の続きの聞き込みといこう」
　ようやく闇に慣れた目が、そよ風にそよぐ蚊帳を捉える。風が運んできたモウルの声は、ウネンの眠気を吹っ飛ばすほど、昨夜とは打って変わって上機嫌だった。
　大急ぎで身繕いをして、愛用の肩掛け鞄を斜めに引っかけると、ウネンは廊下に飛び出した。館内がまだ寝静まっていることに辛うじて気がつき、慌てて扉の握りを持つ手に力を入れる。細心の注意を払って音をたてないよう扉を閉め、ウネンはあらためて背後を振り返った。
　暗い廊下を淡く照らす手提げランプの灯りの中、お馴染みの顔が二つ、ウネンを見て満足そうに口角を上げた。
　
「先手必勝って言うでしょ。講談師の住み処が分かってるんだから、ぐずぐずする必要なんて無いや、って思ってね」
　東の空がようやく薄赤く光り始めた中を、底意地の悪い笑みを満面に浮かべたモウルが風を切って歩く。農作業にしろその他の仕事にしろ、そろそろ皆が起き出す時間ではあるが、食堂の給仕兼講談師はおそらくまだ布団の中に違いない。
「逃げられないように、寝込みを襲う作戦だ」
「だから、なんで君の言い方は、そう物騒なの……」
　違うのか？　イヤそのとおりなんだけどさ。真顔と苦笑顔との間で始まった言い合いを遮るべく、ウネンは腹の底に力を込めた。
「あのさ、もしかしてだけど、水利の件、まだ領主様に報告していない、とか……」
「そうだ」
「そうだよー」
　オーリとモウルが、示し合わせたように声を揃えてウネンを見た。
「報告は、講談師の件が落ち着いてからにしようと思ってね。だってあの領主、今度は灌漑規定を改める手伝いをしてくれ、とかなんとか言ってきそうなんだもん。そうなってしまったら、自由に出歩けなくなってしまう」
「早く対処しなくて大丈夫かな」
「まァ、大丈夫でしょ。講談師を締め上げるのに、半日もかけるつもりはないし」
　さらりと物騒なことを口にしてから、モウルは「それに」と話を続けた。
「なんだかんだ言っても、領主の土地が広さに対して一番多く水を取っているからね。むしろ、もう一つの用水路の、下流にある土地のほうが、つらそうだったじゃない」
　モウルの言葉を聞き、ウネンはリボルのことを思い出した。僕は水が欲しい、と切々と訴えるリボルの、思い詰めたような眼差しを思い出した。
　灌漑規定とやらを改めるといっても、恐らく農地に使える水の総量は変えようがないだろう。となれば、領主が今よりも多くの水を取ることになった場合、リボルの畑は一体どうなってしまうのか……。
　胸を締めつけられる思いに、ウネンが唇を噛みしめたその時、オーリが「あ」と小さく呟きを漏らして足を止めた。
　オーリが見つめる道の先、朝靄にけぶる街角を、小柄な人影が酷く急いた様子で走ってくるのが見えた。
　目陰まかげを作って目を凝らしたモウルが、「あの少年だね」と囁く。
　それは、今まさにウネンが思いを巡らせていたリボル当人だった。手に持っているのは、空の水桶だろう。わき目もふらずに川縁かわべりに到達したリボルは、そのままの勢いで水辺へと堤を駆け下りていった。
　ただ事ならぬ雰囲気を感じ取り、ウネン達三人は川へと急いだ。
　橋の上から下を覗き込むと、桶に水を汲んだリボルが、必死の形相で堤の法面のりめんを道へと上がってくるところだった。
　オーリがいち早くリボルに駆け寄った。返事を待たずに桶をもぎ取って、「どこへ運べばいい」と問う。
　リボルは右手の甲で目元を二度三度と擦ってから、「こっち」とオーリを先導して走り出した。
　ウネンとモウルも二人のあとを追った。
　町の北門をくぐり、草原をひたすら駆け、丘を迂回し、畑に出た。
　そこで彼らを出迎えたのは、干からびた作物達だった。豆も、葉物も、辛うじてまだ緑みがかってはいるものの、カサカサに乾き、今にも風に砕かれてしまいそうだった。このまま日が昇ってしまえば、一時間も経たないうちに、ただの枯れ葉になってしまうに違いない。
　リボルが指さした場所を目がけて、オーリが桶の水を撒いた。
　水は、またたく間にひび割れた地面に吸い込まれていき……、まるで何事も無かったかのように、乾いた地表が再び風に晒された。
「灌漑規定とやらに則って、町で水を汲んでいたんだな」
　モウルがぼそりと呟いた。
　この遠い道のりを、この細腕で。ウネンは堪らずに声を張り上げた。
「ねえ！　他に水を運べるものは無い？　皆で手分けすれば……」
「だめなんだ」
　リボルが、力無く首を横に振った。「桶一つ、って決まってるから……」
　その声が終わりきらないうちに、オーリが町のほうへと駆け出していった。空になった桶を持って。
　祈るような心地でオーリの背中を見送っていたウネンは、涙声を聞いて背後を振り返った。
「いいんだ。分かってるんだ。もう、何やっても、無駄だってことは……」
　リボルが、がくりと地面にくずおれた。
「昨日までは、まだ少しだけ土も湿っていた。でも、今日は、まだ夜も明けてないのに、カラカラに乾いてて……」
　地面についた手の甲に、ぽたり、ぽたり、と雫が落ちる。俯くリボルの喉から、押し殺した嗚咽が漏れ始めた。その合間に、震える声が、もうだめだ、と繰り返す。
　水さえあれば。水がほしい。すすり泣く声はやがて慟哭に変わり、枯れかけた葉を、乾いた大地を、何もできずに立ち尽くすウネン達の胸を滅多打ちにする。
　ウネンは奥歯を噛み締めた。何か、何か自分にもできることは無いのか、必死で頭の中を探り続ける。
　ふわり、と、耳元で風が動いたような気がして、ウネンは顔を上げた。
　微かな、微かな〈囁き〉が、ウネンの鼓膜を撫でた。それはさざ波のごとくウネンの内耳をつたって、身体の隅々へと消えてゆく。
　傍らではモウルが、ああ、と溜め息を漏らしていた。ああ、そういうことだったのか、と。
　ウネンとモウルが無言で見守る中、やがて、領主の畑がある高台のほうから、少しずつ土の色が黒味を帯び始めてきた。
　
　気が遠くなるほどに深い星空の、縁ふちを切りとるは連山の鋸刃のこば。沈みつつある三日月の光に照らされて、山肌が墨色に浮かび上がって見える。
　大地の灰、木々の黒。単彩で塗り分けられた夜の世界に、小さく蠢く暗い影があった。
　影は、全部で三つ。それらは互いにつかず離れず、風に波打つ煤色をかき分け進んでいく。やがて平坦な灰色に到達した影達は、前方に細長く横たわる銀色の筋へと近づいていった。
　小さな水音に続けて、ぬかるみを踏む音がした。それが繰り返されるたびに、滑らかな銀色に波が立った。
「完全に止めても、まだ粘るとはな」
　みなもに落ちる黒々とした影が、苛いら立たしげに揺れた。
「でもよ、もう一息、って感じじゃねえか」
　二人目の声は、岸辺から。胸元に抱えていた板状のものを、残る二人に手渡している。
「ようやく、な」
「だから、半分じゃ甘い、って俺は言ってただろ。最初っから全部止めてりゃ、一箇月も無駄にすることなかったのに」
　木の板を手にした二つの影は、大きな動作で板を泥の中へ突き立てた。
「しかし、もう一箇月か……。流石に寝不足がこれだけ続けば、こたえるな……」
「女どもが、午前中だけでなく午後も頑張ってくれたらいいんだけどな」
「そこまで頼んだら流石に怪しまれるだろ。それでバレて密告でもされたらどうするんだ」
　四枚目の板によって、用水路の水はそこで完全に堰き止められた。水は、本来潤すべき下流への――リボルの畑のあるほうへの道を断たれ、その手前の畑に流れ込む。以前からリボルの家と悶着のあるペルツ家の畑へと。
「これでよし、と」
　三兄弟のうちの髭面が、得意そうに笑って両手の土をはらった。
「本当に、このまま朝まで、いや一日中、こうやっておけたらいいのになあ……」
「ああ。いつもこれだけ水があれば、何も心配することはないのにな……」
　細面と丸顔が切々たる溜め息を吐き出した、次の瞬間、彼らの足元で水面がいきなり波打ち始めた。
　いち早く異変に気づいた細面が、上ずった悲鳴を上げる。丸顔が「兄貴！」と髭面を呼ぶ。
　目を剥いて立ち尽くす三兄弟を取り囲むようにして、水の流れが輪を描えがいた。それは徐々に動きを速め、やがて巨大な水蛇の姿となって、彼らの周囲をぐるぐると回る。
　腰を抜かしたか、髭面が水路に尻餅をついた。細面と丸顔が、がくがくと膝を震わせながら互いに両手を握り合う。
　ゆらりと徐おもむろに、水蛇が鎌首をもたげた。牛すらひと呑みにできそうな大きなあぎとを開き、ぎらりとまなこに月光を宿し、一直線に三兄弟の面前に迫る。
「う、わ、ああああああ！」
「助けてくれえええ！」
「許してくれええええ！」
　俺達が悪かった、との絶叫がほとばしると同時に、用水路の岸辺に鬼火が点った。
　否、妖あやかしではない。覆いを外したカンテラを手に、モウルが昏くらい瞳で三兄弟を見据えている。
　その隣で水使いのノルが、右手を閃かせた。
　水蛇が形を失い、無数の水滴となって、三人の愚か者の上に降り注いだ。
　
「連れていけ」とのエドムント領主の声が、夜陰を凛と震わせる。捕縛され、言葉もなく震えるばかりのペルツ三兄弟を、四人の騎士達が引き立てていった。彼らは町の水利組合に引き渡され、後日に領主立ち合いのもとで裁判にかけられるとのことだった。
　騎士達が三兄弟を連れて去ってしまうと、辺りは一気に静けさに包まれた。
　エドムント公の傍らでは、彼の近侍がカンテラを掲げて控えていた。近侍の反対側では、不測の事態に備えてオーリが剣の柄つかに手をやったまま周囲に気を配っている。
　もう一人の灯り係であるウネンは、リボルの畑の北の端に立っていた。その灯りの輪の中で、二人の魔術師が、難しい顔で足元を見つめている。
「確かに、向こうからこちらにかけて水の通り道ができている。ここまで水の流れがまとまれば、すぐに感知できるな」
　そう言ってノルが、顔をしかめて前方を仰ぎ見た。その視線の先にあるのは、領主の畑地だ。
　モウルも地面から目を上げて、辺りをゆっくりと見まわした。
「馬鹿兄弟が夜な夜な水路に細工をするようになったのは、彼らの言葉を信じるなら、先月から。晴天が続いて自分達の畑の水が心許なくなってきたのが直接の動機でしょう。もともと水不足だったところに更に水を盗まれ、あの少年の畑が全滅するのは時間の問題でした。少年は必死で神に祈ったんでしょう。『水が欲しい』と」
　モウルの言葉を聞いて、ノルが小さく「ああ」と嘆息する。
　一息とって、モウルが静かに言葉を継いだ。
「そして、ほどなく、その願いは叶えられた。恐らくは、土を司る精霊によって」
　
　今日の朝まだき、枯れかけた畑に再び水が戻ってくるのを見た時、モウルは、リボルの慟哭にヒトならぬものが応えたことを感じ取っていた。
　それは、リボルに纏わりついていた魔術の残滓と、まったく同じものだった。
　精霊使いがわざを使う時も、魔術と似たような気配を感じることがある。一箇月前の灌漑の異変も、呪符などではなく精霊のちからが働いた結果である、と確信したモウルは、ウネンとともに、今度はリボルの畑の周辺を徹底的に精査した。
「あの水使いも、僕も、考えが足りなかったんだ。あの少年が術で水を引き寄せたとしても、それはあくまでも一時しのぎにしかなりえない、ってことに気づくべきだった」
　語気も荒く、モウルは眉間に深い皺を刻んだ。
「魔術で地下水脈の流れを変えることは、そう難しいことではないだろう。だから僕達は誤解してしまったんだ。いいかい、ウネン。魔術は万能ではない。ただ神のちからを借りるだけ。何かを為すには、術師が『そうする』ことが必要だ。地下水の流れを変えたいのなら、施術者がそのための具体的な手順を考えなきゃならない。『水が欲しい』と漠然と願うだけでは無理なんだ」
「でも、一時的でも地下水が動けば、水脈も影響を受けて変わってしまったりしないかな。それか、『水が欲しい』って願いが強烈過ぎて、水脈ごと引っ張って来てしまった、とか」
　ウネンの疑問を聞き、モウルの口元に微笑が浮かんだ。
「あの少年は、特定の場所から水を取るつもりはなかった、ってことを忘れてもらっちゃ困るな。『水が欲しい』という単純な願いだけなら、選択的に領主の畑だけから水を引き寄せることはできない。ましてや水脈ごと引き寄せるなんて規模の術なら、領主の畑以外にも影響が出ないわけがない。
　なのに、他の畑では一切の異常が見られなかった上に、ちからが発動してから一箇月が経っても、領主の土地の水は減ったままだ。つまりね、動いたのは水じゃなくて、土のほうだったんだよ。水が欲しいという彼の願いを聞き、単純に、水のある高い所から彼のもとへ、通り道を作ったんだ」

　モウルはそこで一度大きく息をとってから、ゆっくりと口を開いた。
「となると、ここで新たな疑問が生じてくる」
「何故、領主の土地から水を得ているにもかかわらず、リボルの畑は水が足りないままだったのか……、ってこと？」
　ウネンの回答に、モウルは満面の笑みを浮かべて頷いた。
　水汲みから戻ってきたオーリも合流し、三人は手掛かりを求めて付近を徹底的に見てまわった。そして、とうとう件くだんの三兄弟の土地に入ってすぐの用水路に、泥が不自然に均ならされている箇所を見つけた。そのすぐ横に開ひらいた、農地への水の取り入れ口の雑草の葉に、現在の水面よりも高い位置まで水に浸かっていた形跡を確認するや、三人は大急ぎで城にとって返した。領主に全てを報告し、ノルの協力を取りつけ、そうして深夜の待ち伏せと相成ったのだった。
　
「土を司る精霊か……」
　カンテラの光を頬に映して、ノルがぼそりと呟く。
「少年の祈りに応えたのが水の眷属ならば、あなたも正確に状況を把握できたんでしょうけどね。ともあれ、あなたは農地に残された魔術の痕跡に気がつくと同時に、少年に纏わりつく術の気配にも気がついた。そして、何らかの方法で呪符を手に入れた少年が、偶然術を発動してしまった、と考えた」
　ああ、と、ノルが深く溜め息をついた。
「そのとおりだよ。どうやら本人は気がついていないようだったが、あの子が術を使ったのは間違いなかった。あの子がどうやって呪符を手に入れたかは想像もつかなかったが、責任の一端は私にある、と思った。私と出会わなければ、あの子にとって魔術なんてものはただの憧れで終わってしまっていたはずなんだ」
「もしくは、きちんと一から魔術について教授しておれば」
　容赦のないモウルの指摘を、ノルは静かに首肯した。
「そうだ。私が中途半端にあの子を構ってしまったせいで、あの子はこんな大ごとを引き起こすはめになってしまったんだ……」
　ノルのこぶしが固く握り締められる。
　二人の魔術師のやり取りを心配そうに見守っていたエドムントが、「ええと、つまり」と話をまとめにかかった。
「その少年は、精霊使いということなのかい？」
「はい。尤もっとも、本人は気がついていないようでしたが」
　俯くノルに代わって、モウルが答えた。
「ですから、この先、むやみやたらに精霊を動かさないよう、わざの使い方を教える必要があるでしょうね」
　と、そこでノルをチラリと見やり「さて、どうします？　先・生・」と口角を上げる。
　解っている、と、一言、ノルもまた口元に笑みを浮かべた。僅かに苦笑が混じった、だが、とても優しい笑みだった。
　
　モウルとノル達の話が一段落ついたのを見計らって、ウネンはモウルの傍に寄った。
「今朝、精霊使いのわざと魔術の気配が似てる、って言ってたよね」
　リボルが水を呼んだあの時、ウネンも確かにあの〈囁き〉を感じていた。モウルが魔術を使う時に比べると非常に微弱なものではあったが、おそらくは同属の、今まで何度も耳にしている声ならぬ声であった。
　モウルが、あっけらかんと「そうだよ」と頷いた。
「それで、質問なんだけど、精霊と神様って何が違うの？」
「精霊のことは僕にはよく解んないから、何とも言えないなあ。神とは似た存在みたいだけど、精霊が使えるようになったからって髪の色は変わんないし、精霊と真名まなを交わすなんてことも聞かないし、わざの程度も精度も、魔術よりもずっとゆるいし」
「……でも、それって、『精霊と神様の違い』っていうよりも、『精霊使いと魔術師の違い』だよね？」
　ウネンがおずおずと問えば、モウルがハッと息を呑んだ。
　そうして訪れる、しばしの沈黙。
「もしかしてこれも、『考えるな、感じろ』ってやつ？」
「君は細かいことをよく覚えているね……」と、モウルが溜め息を吐き出した。「そして、細かいことによく気がつきもする」
　少し向こうでエドムントがモウルの名を呼ぶ声がした。モウルが、「すぐまいります」と返事をしてから、苦笑とともにもう一度ウネンを振り返る。
「君のお陰で、自分がいかに先入観念に縛られているか、思い知らされてばかりだよ」
　心なしか愉快そうに、「あァ腹が立つ」と言い置いて、モウルはウネンに背を向けた。
　
　諸々の続きは夜が明けてから。仮眠をとったのち朝食後にあらためて城に集まり、町の水利組合も交えて今回の件について話し合おう。そうエドムントが宣言したところで、さて、とノルが坂の上に向かって両手をかざした。
「とりあえず、上の畑からこちらに流れ込んでいる地中の水脈を絞っておきます」
「そんなこともできるのかい」
　感嘆の声を上げるエドムントを一瞥したのち、ノルはついと目を伏せた。
「今回の件、私が疑われても仕方がないな、と思っておりました」
「君を疑えたら楽だろうな、とは思っていたよ」
　穏やかな笑みを浮かべて、エドムントが言った。
　ノルが、虚を突かれたような顔でエドムントを見やる。そうして彼は、二度ほどわざとらしい咳払いをした。
「そ、それにしても、領主様が直々に水車舎に押しかけてくるなど、何事かと思いましたよ」
「無理に起こしてしまったようで、すまなかったね」
　屈託のないエドムントの笑顔を前に、ノルの眉間に皺が寄る。
「……仮に徹夜明けだったとしても、流石にあの時間には起きてますよ」
「そうかい？　いや、その……」
　エドムントが、覿面てきめんに視線を彷徨わせ始めた。
「？　なんですか？」
「あ、いや、ほら」
「はっきり仰ってください」
　明らかに不機嫌さを増したノルの表情に押されて、エドムントが躊躇いがちに口を開く。
「いや、その……、見事な寝癖が……」
「外出の予定が無かったから、そのままにしていただけです」
「ああ、そうだったのか。失礼した」
　ノルがきまりが悪そうに微かに頬を赤らめる向こうで、モウルがにやにやと笑っている。
　ウネンは、心からノルに同情した。自分の部屋で寛いでいる時ぐらい、どんな格好をしていてもいいじゃないか、と。モウルも一度寝込みを叩き起こされる経験をしてみればいい。そう胸の内でぼやいた、その時。ウネンの脳裏を、一条の光が走り抜けた。
　
　朝食を摂るのもそこそこに城を出たウネンは、〈不在の神の教会〉の前に、たった一人で立っていた。夜中に用水路の傍で、エドムントとノルの会話を聞いていた時に気がついたことを、一刻も早く確認したくてたまらなかったからだ。
　モウルの予言どおり、エドムントはモウル達に、水利組合との話し合いに同席してくれと頼んできた。ノルには灌漑に関する現状説明を、モウルとオーリにはリボルの畑をめぐる一件についての証言を頼む、とのことだった。
　ウネンが指名されなかったのは、子・供・の意見は信用に能あたわず、と組合の面々が考えると思ったからか、エドムント自身がそう考えているからか、それともその両方か。もしかしたら、この騒動についてハラバルへの詳しい報告書を書かれたくないだけかもしれない。何しろここから先の話は、エドムントの領地経営の手腕に直接関わってくる。ハラバルのことを「怒らせると怖い」と評していた彼のことだ、怖い目に遭わぬようハラバルの名代を話し合いから遠ざけておこうとする可能性も充分にあるだろう。
　そんなわけで、今回ばかりは、口の上手いモウルの手助けは望めなかった。尤もっとも、相手は大の魔術師嫌いということだから、モウルがいないほうが平和に事が運ぶかもしれない。
　方位盤を外した杖を持ってきたのは、万が一の荒事を思い設けてというよりも、気持ちを落ち着かせるためのお守りのつもりだった。何も心配することはない、と自分に言い聞かせながら、ウネンは呼び鈴の紐を引いた。
　
　ウネンの顔を見るなり、修道士が破顔した。「ヘレーさんと同郷と言っておられた方ですね」と中へ招き入れようとしてくれる。
「少しお伺いしたいことがあるだけなので、ここでいいです」
「そうですか？　見晴らしが良すぎて落ち着かないことはありませんか？」
　大丈夫です、と頷いて、そうしてウネンは修道士の青白い顔を見上げた。
「ヘレーさんの弟子にしてほしかったのは、講談師のタセイさんではなくて、あなただったのではありませんか？」
　修道士の表情は、笑顔のままピクリとも動かなかった。
「何故、そのように思われるのですか？」
　ウネンは、腹の底に溜めた力に言葉を乗せた。
「一昨日、あなたは言いましたよね。弟子にしてくれと迫るタセイさんに対して、『あまりのしつこさに、ヘレーさんはあの長い髪をはたきのように振り乱して』拒絶した、と」
　修道士が小さく頷いた。笑顔を顔に貼りつけたまま。
「ヘレーさんは、普段髪を一つにまとめて編んでいます。長い髪が頬にかかるのを嫌って、家にいるときも殆ほとんどずっと、それこそ寝る時ぐらいしか髪をほどきません。はたきのように髪を振り乱す姿を見られるのは、同じ家に住む者だけなんです」
　なるほど、と呟いた修道士の顔からは、いつの間にか一切の表情が消えてしまっていた。
「ええ。私がどんなに頼んでも、ヘレーさんは取り合ってくださいませんでした。弟子は間に合っている、と仰ってね」
　穏やかな、いや、やけに平坦な声で、修道士は話し続けた。
「でも、ヘレーさんは一人でここに来られました。行くあてのない自由な旅だと口では仰っていましたが……、実際は何かから逃げておられたのではないですか？　たった独りで。家族や弟子達も置いて」
　修道士の視線が虚空へと投げられた。
「師の苦境に随伴もしない、何の役にも立たない弟子など意味は無い。私なら、万難を排してでもあなたをお守りする。何度もそう申し上げたにもかかわらず、あの方は頑として私を受け入れてはくださらない。そればかりか、あんな、与太話ばかりを吹聴する講談師にあっさりと懐柔されてしまって……」
　どこか遠くを見つめる修道士の眼差しに、すうっと影が差した。
「物語りが上手いなどと言われているが、子供騙しのお伽噺で人心を惑わしているだけでしょう。人から聞いた話を得意げに喋るだけなら、誰にだってできます。彼本人が一体何を為しているというのでしょうか。口先だけで巧みに他人に取り入り、他人の好意に胡坐をかいて。どうせあそこで喝采している者どもも、仕方なく周りに調子を合わせているだけに決まっているのに……」
　と、修道士が、勢いよくウネンと目を合わせてきた。右腕を振り開いたかと思えば、大きな動作で自分の胸を押さえる。
「あんな奴よりも私のほうが、ずっと、あの方のことを理解しているんだ。この町で、誰よりも長い時間を共有してきたのだから。あの方の知識は、もっと崇高な目的のために使われるべきなのだ。あれだけの叡智があれば、人々を正しい方向へと導くことだってできるのに。そう、今や忘れ去られつつある我が神のご威光を、再び甦らせることだって！」
　真ん丸に見開かれたまなこが、陽光を映してぎらぎらと光っている。青白かった頬はすっかり紅潮し、まさに口角から泡を飛ばしながら、早口でまくしたててくる。
　もう引いたほうがいいと思いつつも、ウネンの足は地面に根を張ってしまったかのように微動だにしなかった。そっとしておいたほうがいいと頭では解っているのに、ウネンの口はそれを問わずにはおられない。
「正しい方向？」
　修道士が、ウネンに覆いかぶさるように身を乗り出してきた。
「解るかい？　迷える羊には牧人が必要なのだよ。ああ、まさに、知識はちからだ。識しらない者は、識しる者の足元に額ぬかずき、自らの不明を詫び、導きを乞い願うしかないのだから！」
　その瞬間、ウネンの中で不快感が恐怖を上回った。
　オーリ達の言うとおり、確かに、知識はちからなのだ。よく識しる者は、そうでない者よりも多くのものを手にすることができる。それは便利な道具だったり、効き目のよい薬だったり、豊かな実りだったり、と様々だ。
　だが、それらは他人を支配するためのものではない。支配されないための、より多くの選択肢を手に入れるためのもの。それをウネンに教えてくれたのは、他ならぬヘレーなのだ。
　ウネンの耳元に、懐かしい声がこだまする。いいかい、ウネン、と。世界は、君の前に開かれている、と。
　ウネンは奥歯を思いっきり噛み締めた。狂気すら滲ませる修道士の目を、真っ直ぐ正面から睨みつけた。
「そんなことを言っている間は、ヘレーさんは絶対にあなたを弟子になんてしない」
「なんだと？」
「ちから持てる者には、それ相応の義務が生じる。でも、その『義務』っていうのは、そんな独りよがりで一方通行なものじゃなくて、もっと……」
「お前、なぜ、その言葉を！」
　ウネンの話を遮って、修道士が上ずった声を上げた。
　愕然とした表情が、ほどなく怒りに塗り替えられる。
「まさかお前が！　お前のような小僧が！　あの方の弟子だというのか！」
　言葉にならない叫び声とともに、修道士がウネンに掴みかかってきた。
　ウネンは、咄嗟に杖を身体の前に構えた。
　修道士の長い腕が、ウネンの襟元を掴む。必死で腕を突っ張るウネンの手元で、杖が軋む音がする。
　ウネンの手の中で杖が砕けた。
　衝撃で尻もちをついたウネンは、修道士の呻き声を聞き顔を上げた。
　オーリに右手をねじりあげられて大地に額ぬかずく修道士の姿が目に飛び込んできた。
「ありがとう」
　ズボンの砂をはらいながら、ウネンはよいしょと立ち上がった。
「すまない。少し出遅れた」
　オーリが言い訳を口にしないのは、ウネンが状況をきちんと理解していると思っているからなのだろう。ウネン一人だけで応対したほうが修道士の口が緩むに違いない、と、オーリには物陰で待機してもらう作戦だったのだが、教会の玄関口周辺に遮蔽物は無く、オーリはウネンから五、六メートル離れた、教会の建物の角を回り込んだところに身を隠さねばならなかったのだ。

「ううん。ありがとう。オーリが一緒に来てくれて本当に助かった」
「お偉方と話をするのは、モウルにまかせておけばいい」
　清々しいほどに見事な丸投げ宣言を口にしてから、オーリは、修道士の腕を固めたまま僅かに身を沈めた。
　途端に「痛たたたたた」と悲鳴が上がる。
「さて、もう少し詳しい話を教えてもらおうか」
　凄みを増したオーリの声に、涙声が「解りました」と「ごめんなさい」を何度も繰り返した。
　
「結局、あの修道士の言うことって、『ヘレーさんは三箇月の間教会に居た』『ヘレーさんはとても物知りだった』『ヘレーさんと色々話ができて楽しかった』『ヘレーさんの弟子にしてほしかったのに断られた』『ヘレーさんと一番仲が良かったのは講談師だった悔しい悔しい』って内容の繰り返しで、ヘレーさんの動向については、知らないも同然だったんだよね……」
　床に置かれたランプが頼りなげな光を振り撒く中、壁際の長持に腰をかけたモウルが、一旦言葉を切って、大きな溜め息を吐き出した。かったるそうに足を組み直し、やれやれとばかりに肩をすくめる。
「で、肝心のヘレーさんが町を出ていった理由にしても、『全部あの講談師のせい』と、思考停止しているわけだから、もう、どうしようもないというか」
　モウルが肩を落とすと同時に、足元のランプの炎が揺らめいた。あけ放された窓から吹き込んできた夜風が、狭い部屋に籠もる熱気をふわりと払い、机や棚のそこかしこに積まれた紙の束を揺らして、再び窓から去っていく。
「修道士が役立たずだったという話は、もう充分に理解したから、どうしてあんた達が俺の部屋で寛いでいるのか、そろそろ説明してくれないかな」
「それは、君が僕達を部屋に招き入れてくれたからに決まってるでしょ」
　にっこりと微笑んだモウルのすぐ目の前には、部屋の主である講談師のタセイが、不貞腐れた表情で寝台に座っていた。
　膝を突き合わせて睨み合う二人を挟むようにして、窓側にオーリが、扉側にウネンが立つ。満員の部屋の中を、一陣の風がまた、ふるりと円を描えがいていった。
「用が済むまで帰らない、って言われたら、部屋に入れるしかないだろう？　魔術師、しかも領主のお客を、夜の間ずっと部屋の前に立たせるとか、いい噂話の種になっちまう」
　俺は、自分についての噂話を集める趣味はないんだ、とタセイがこれ見よがしに肩を落とす。
　修道士の嘘を暴いたその日の晩、ウネン達三人は、タセイの借りている部屋の前で、仕事帰りの彼を待ち伏せしたのだ。
「いい加減、眠いんだけど」
「奇遇だねえ、僕もとても眠いよ。だから、さっさとヘレーさんについて知っていることを教えてくれないかな」
　モウルの笑顔には一点の曇りも見当たらないにもかかわらず、その印象は、薄ら寒いの一言に尽きた。コレと平然と対峙していられるタセイの豪胆さに、ウネンは密かに舌を巻いた。
「教えられるようなことは何も無い、って言ったら？」
「何も無いわけがないよね」
　そう言って、モウルが右手に立つオーリを見上げる。
　仏頂面が頷きとともに重い口を開いた。
「一昨日の晩、お前が寄席で語ったあの異聞逸聞は、俺達に聞かせるためのものだったんだろう？」
「うわ、喋った」
　オーリに向かって大袈裟に驚いてみせたのち、タセイがにんまりと笑顔を作る。
「良い声だなあ。黙ってるの、勿体ないって」
　思いもかけない褒め言葉を受けて、オーリの眉が困惑を刻んだ。
　モウルが、再び黙り込んでしまったオーリに溜め息を投げかけてから、正面に視線を戻す。
「君は、あの異聞逸聞で、僕らがヘレーさんと同じ範疇に属する人間だということを確認したかったんじゃないかな？　ヘレーさんからどういう話を聞いたのかは知らないけれど、あの時君は明らかに僕らを意識して、オマケの小話を付け足したでしょ」
「さて、どうだろうね」
「もしも君が、僕達を完全に煙に巻くつもりだったのなら、あの修道士が大の魔術師嫌いだと、僕達に忠告してくれなかったと思うし」
　そこまでモウルが言ったところで、タセイが大きく両眉を跳ね上げた。
「……って、まさか、あんた達……」
「あ、いや、忠告にはしっかり従わせていただいたんだけど……、最後の最後に、ちょっと、ね……」
　若干きまりが悪そうに、モウルが視線をタセイから逸らせる。
　その様子を見て、ウネンはオーリと苦笑を交わし合った。
　
　今朝、オーリによってあっけなく取り押さえられた修道士は、ウネンに掴みかかった時とはまるで別人のように大人しくオーリの尋問を受けた。最初こそ、講談師に対する悪口を恨めしそうに呟いていたが、やがてそれは羨望の言葉へと変容し、遂には目に涙を浮かべて「ねえ、私のどこがいけなかったんでしょう。どうしてヘレーさんは私を選んでくださらなかったんでしょう」と、恋破れた乙女のような台詞とともに、オーリに取りすがってくる有様だった。
　教会の呼び鈴が忙せわしげに鳴らされたのは、オーリとウネンに慰められてなんとか泣き止んだ修道士が、手巾で鼻をかんでいた時だった。
　修道士の代わりにウネンが扉をあけると、そこには、いつになく険しい表情をしたモウルが立っていた。ウネンとオーリの帰りが遅いことに痺れを切らしたモウルが、お偉方との話し合いを抜け出して、教会へとやってきたのだ。
　ウネンを見るなり眉間を緩めたモウルとは対照的に、モウルを見た修道士の眉が一瞬にして吊り上がった。そして彼は、手巾を握りしめて椅子から立ち上がると、「魔術師風情が何の用だ！」と金切り声を上げたのだった……。
「神の前において、全ての者は平等であるべきなのに！　お前達魔術師が！　神の御力を独占するなどと！　思い上がりも甚だしい！　許さんぞ！　許すものか！」
　
「神の前に平等、とか叫んでたけど、あの人、その前にぼくに、知識の無い者は知識ある者の足元にひれ伏せ、みたいなこと言ってたよね」
　昼間の騒動を振り返るウネンに、オーリが「ああ」と頷き返す。
　モウルが、大きな溜め息とともにウネンを見た。
「彼らの言う『神の前』ってのは、『同じ神様を信奉する』という意味だからね。異教徒は数に入らないんだよ」
　そうして、モウルは「さて」と居住まいを正してタセイのほうに向き直った。
「若干偏執気味な修道士に絡まれながらも彼が三箇月もこの町に居続けたということは、修道士の鬱陶しさを上回る魅力がここにあったということだ。それが君の存在ではないか、と、彼女が――ヘレーさんの娘が言っている」
　モウルの手に誘いざなわれるようにして、タセイがウネンを見た。
　タセイは、しばし身動き一つせず目を見開いていた。そして、静かに深呼吸をしたのち、「ああ、うん」と何やら納得したように小さく何度も首を縦に振った。
「ヘレーさんは、最初は昼飯を食べに『葡萄の蔓』に来たんだ」
　深い溜め息に続けて、タセイが穏やかな口調で話し始めた。
「余所から来た人には、俺は必ず話しかけるようにしてる。何が講談の種になるか分からないからね。あんた達の時は、逆に俺が話をさせられてしまったけど。ま、とにかく、ヘレーさんの時も、俺は給仕の隙間に話しかけたんだよ。丁度店も空いていたから、休憩がてら斜向かいの席に腰をおろしてさ」
　美味い料理を前に上機嫌で講談師と言葉を交わす、枯れ草色の髪の旅人の姿が、ウネンの脳裏に浮かび上がってきた。
「海沿いの町からやってきて、二日前から教会に世話になっているってことだった。俺が講談を生業にしているって言うと、どんな話をするんだい、ととおり一遍の反応が返ってきた。よくあるお伽噺だけでなく、それに独自の解釈を加えた『変わり話』もするよ、って答えたら、一転して興味ありそうな表情になったんで、寄席のことを教えてね。晩になってヘレーさんがやってきたから、俺は約束どおり、一昨日にあんた達に話したのと同じ、書庫の魔女についての異聞逸聞を語ってみせた」
　ランプの炎が一際大きく揺らぎ、壁に映る四人の影が、話の先を促すように身体を揺する。
「ヘレーさんは、講談が終わっても身動き一つしなかった。目を見開き、呆然と椅子に座ったままだった。寄席がお開きになって、俺がおそるおそる席に向かったら、ようやくヘレーさんは我に返り、『君の思考は実にエレガントだ』って褒めてくれた。『エレガント』だぞ、『エレガント』。そんな褒め言葉貰ったの初めてだったよ」
　そう言ってタセイは、嬉しそうに笑みを浮かべた。
　オーリはもとよりモウルも、見事なまでの仏頂面でタセイを見つめている。
　ウネンは、一昨日の二人の様子を思い返した。苦々しげに歯を食いしばる二人の表情を思い起こした。
　彼らと知り合ってから二箇月と少し、ウネンはこれまでも、二人が苛いら立ちや怒りをあらわにするところを何度か目撃している。だが、一昨日ほどに鮮烈な反応は、ウネンも初めて目にするものだった。
　ヘレーもまた、あの異聞逸聞に心を奪われた様子だったとなれば、あの逸話には、彼らの「里」に関わる何かが含まれているのだろう。そして、それは、書庫の魔女に関わることに違いない。
『魔女は、邪竜から書物を守ったのではない。勇者達が書物を読むことのないように、深淵なる書庫に仕舞い込んでしまったのだ……』
　ナヴィをして「あからさまに架空の人物っぽい」と言わしめる、伝説の魔術師ノーツオルス。オーリは当初、そのノーツオルスの依頼でヘレーを探していると言っていた。ノーツオルスの話が、オーリの言うとおり「全部が嘘、というわけではない」のならば、彼らとノーツオルスとの関係は何なのか。書庫の魔女は彼らにとって一体どういう存在なのか。
　答えの出ない問いに思いを巡らせるウネンをよそに、タセイは機嫌よく話し続ける。
「ヘレーさんには、それから随分と贔屓にしてもらったね。お客になってくれるのも嬉しかったけど、旅先で聞いた話を山ほど教えてくれたのが、本当にありがたくってさ。だから俺も、少しおかずを大盛りにしたり、寄席とは別にヘレーさんのために一席ぶったり、あ、あと、あまり外を出歩きたくないって言うヘレーさんに代わって、水車の魔術師んところに本を借りに行ったり……」
　と、タセイはそこで一旦言葉を切って、顎をさすりながらウネン達の顔を順番に見まわした。
「ふぅん。どうやら本当にあんた達はヘレーさんの敵ってわけではないみたいだな」
「え？」
「あんた達、今、ホッとした顔してたもんな。そうだよ、ヘレーさんはここでは、それなりに楽しく暮らしていたよ」
　タセイに内心を見透かされたのが悔しかったのだろう、オーリとモウルが微かな唸り声を漏らした。
「ヘレーさんは何も言っていなかったけど、なんとなく、誰かに追われているっぽい気がしていたんだ。だから、あんた達がやってきて、追っ手かな、って思ったんだよ。それで、一昨日は寄席でちょっと煽ってみたってわけ」
「随分と良いご趣味で」
「エレガント、って言ってほしいねえ」
　モウルの嫌味にもまったく動じたふうもなく、タセイは楽しそうに身体を揺らす。それから、ウネンのほうを向いて、穏やかな笑みを浮かべた。
「ヘレーさんさ、店に小さい子供が来るたびに目を細めて見ていたから、たぶん子供がいるんだろうな、って思ってたんだ。で、とりわけ気にかけていた子が、あんたに雰囲気がよく似ててね」
　その言葉を聞いた途端、ウネンは胸が詰まって息ができなくなった。
　胸の奥から込み上げてくる熱を持った塊を、ゆっくりと、慎重に、少しずつ呑みくだして、大きく息を吸う。そうしてウネンは、胸を押さえたままそっと目を閉じた。
　瞼の裏に、木々の生い茂る森の風景が浮かび上がってきた。ヘレーとともに暮らした、あの懐かしい緑の森が。
　ヘレーが去って三年。ヘレーに会いたいと願いつつも、ウネンは、彼がウネンのことを忘れてしまっていてもおかしくない、と自分に言い聞かせていた。この三年の間にウネンが沢山の人と出会い、さまざまな出来事を経験したように、ヘレーもまた多くの出会いを経験してきているはずなのだから。それも、波乱に満ちているであろう漂泊の日々において。
　忘れられていてもいい、と思っていた。もう一度会えて、きちんとお礼が言えるならば。自己満足に過ぎないのは、元より承知、それ以上何を求めるのか、と。
　でも、もしもまだウネンのことを覚えていてくれているのなら。気にかけてくれているのなら。こんなに嬉しいことはない。
「ヘレーさんがこの町を出ていったのは、やはりあの修道士が鬱陶しかったからなのかな？」
　モウルがタセイに問いかけるのを聞き、ウネンは静かに瞼を開いた。イェゼロの森が消え失せ、ランプの灯りに浮かび上がるオーリ達の姿が見えた。
「それは違うね」
　タセイが、いつになく真剣な表情で身を乗り出した。
「春になって、北方からの行商人が食堂にやってきてね。例によって例のごとく俺が『なんか面白い話はないかい』って話しかけたら、そいつが見たことのない形の鉄の矢尻を見せてくれてさ。その途端、たまたま居合わせていたヘレーさんが凄く怖い顔をして、『それをどこで手に入れた！』って珍しくも声を荒らげたんだ。そいつが『ラシュリーデンの王都で拾った』って言うのを聞くや、ヘレーさんは店を飛び出していって……、そして、その日のうちに荷物をまとめて出ていってしまったんだよ」
「ラシュリーデン王国……」
「王都ヴァイゼンか」
　モウルとオーリの呟きに、タセイがゆるりと頷いた。
　
　謝礼を渡して、礼を言って、三人はタセイの部屋を出た。
「それにしてもまた清々しいほど正面突破で来たね」
　と、戸口まで出てきたタセイが、悪戯っぽく口角を上げる。「てっきり、もっと根性悪い感じの搦め手で来ると思ってた」
　モウルが、ほんの刹那ムッとした表情を見せたのち、いつもの笑顔を満面に浮かべた。
「君のような、ぬらりくらりと掴みどころのない人間には、正面からぶつかったほうが効果的だと思ってね」
「あァ、なるほど。あんたも、正面からぶつかって来られて、難渋したことがあるんだな」
　タセイの切り返しに、モウルが言葉に詰まる。その一瞬、モウルの視線がウネンを掠めた。
　まさか、と思ってウネンがオーリを見上げれば、何とも言えない困り顔が返ってくる。
「えっと、もしかして……」
　自意識過剰かと思い直して言いよどむウネンに、オーリが「そういうことだ」と苦笑した。
「もう夜も遅いんだから、さっさと帰るよっ」
　やにわに踵きびすを返したモウルの背中に、タセイがにやにや笑いを浴びせかける。
　ウネンはオーリとともに慌ててモウルのあとを追いかけた。
　
　ヘレーがラシュリーデンの王都へ向かったという情報を手に入れてからというもの、オーリとモウルは、折に触れひそひそと何かを相談しているようだった。
　モウル様が構ってくださらない、とむくれるダーシャ姫をなだめながら、ウネンもまた憂鬱な気持ちで彼らを見守っていた。
　ヘレーの具体的な行き先が分かった以上、彼らは再びヘレーを追って旅に出るのだろう。
　どうしよう、と、ウネンは胸の内で何度も呟いた。
　何よりもまず、ウネンはヘレーに会いたかった。会って、お礼を言いたかった。そして……、本当に人を殺したのか確認したかった。
　クージェの城の櫓塔でヘレーの罪を告げて以来、オーリもモウルも、そのことを一切口にしなかった。ということは、あれは単なる煽りや脅し文句だったのだろうか。しかし、モウルはともかく、オーリが嘘を言っているようには思えない。
　もしも本当にヘレーが人殺しを行っていたとして、それをわざわざ確認して、自分は何をするつもりなのか。眉間に深い皺を刻むと、ウネンは唇を噛んだ。
　
　パヴァルナにやってきて、一週間が過ぎた。
　十日間の滞在予定も残すところあと三日となったその日、ウネンは昼食後にモウルとオーリに城下へと誘われた。
「君、魔術とかそういうのに興味があるんでしょ？」
　そう言われて連れてこられた町外れでは、水車舎の魔術師ノルが、渋い表情で三人を待ち構えていた。
「私も、暇を持て余しているわけじゃあないんだがね」
「まあ、そう言わずに、少しだけお付き合い願います」
「そもそも、こんな暑い昼間に、日陰ひとつないこんな場所に呼び出して、何をする気なんだ」
「呪符を、作るんですよ」
　事も無げな返答とは対照的に、ノルとウネンがほぼ同時に「ええっ？」と素っ頓狂な声を上げた。ただ一人オーリだけが、平然とモウルの横に突っ立っている。
「誰が、誰の術で、呪符を作るんだって？」
「僕が、あなたの術で、呪符を作るんです」
　いや、そんな、まさか、と唸るノルを尻目に、モウルが芝居がかった調子で両腕を広げた。
「水を手足のように自在に操るあなたの魔術の腕には感服いたしました。つきましては、どうかわたくしめにお力を貸していただけないでしょうか」
　ウネンの脳裏に、いつぞやのモウルの声が甦る。「優秀な術者なら、お近づきになって損はないし」と言っていたのは、まさかこのことだったのだろうか、と。
「謝礼として相場の一・五倍お支払いいたします」
「一・五倍？」
　ノルの唇が真一文字に引き結ばれた。青磁色の瞳が、胸中の葛藤を表すかのように二度三度と揺れる。
「……随分と気前の良いことで」
「これでも、呪まじない師から呪符を買うより安上がりですからね。しかも、術師と呪まじない師、両方の腕前が保証されているんだから、申し分ありませんよ」
「そうか……、そうだな……」
　晴れてノルの同意を得たモウルは、満足そうに微笑んで、懐から何枚もの木札を取り出した。
　
　モウルの求めに応じて、ノルは幾つもの術をウネン達の前で披露した。水を呼ぶ術、水を探す術、水から不純物をよける術、などなど、幾つも、幾つも。
　モウルはというと、ノルの傍らに座り込んで、目をつむったままペンで何かを一心に木札に書きつけ続けていた。邪魔にならないようにウネンが遠くから目を凝らして見れば、札の上には、子供の落書きのような線が記されていた。
「呪符を作る時も、魔術を使う時も、ちからの扱い方はあまり変わらない気がしますね」
　全ての木札に、大元の術者であるノルの血液――〈たましい〉のしるし、なのだそうだ――をひとしずく落とし、呪符を完成させたモウルは、ノルの問いに涼しげな顔でそう答えた。
「呪符の場合は、自分のじゃなくて他人の術なわけだから、こう、集めたちからを外へ向かって吐き出すのではなく、胸の奥に、溜める、感じ」
　ふうむ、と真剣な表情で顎をさすりながら、ノルがしみじみと嘆息した。
「魔術師でありながら呪まじない師でもある者など、未だかつて、見たことも聞いたことも無い」
「僕は元々呪まじない師でしたからね」
　そう言って目を伏せたモウルを、ウネンはノルの後ろからじっと見つめた。かつてモウルが見せた、呪まじない師に対する冷ややかな眼差しの意味を判じかねて。
「呪まじない師が魔術師に？　そんなことがありうるのか」
　驚きに目を剥くノルに対してモウルはそれ以上語ることなく、「それよりも」と話題を変えてくる。
「あなたは、まだ、ここの領主の招きを断るつもりなんですか？」
　不意を打たれたか、ノルが覿面てきめんに声を詰まらせた。
「領主付きの魔術師、でしょう？　いい話だと思うんですけどねえ」
「彼の目には遮眼革がかかっているからな」
　ぼそり、と零された声には、苦みよりも諦めが色濃く滲んでいた。
「身分のある者、自分に有用だと思われる者以外は、彼の目には映っていない」
　ああ、と思わず声を漏らしてしまったウネンに、ノルが寂しげに微笑む。
「別に、彼が民草を蔑ろにしていると言いたいわけではない。領主としてこの地の経営を至極まっとうに行っていると思うし、その人柄はとても好ましいとも思っている。だが、そこらの『持たざる人々』は、彼にとって、単なる風景の一部でしかないようなのだ。私が彼の懐に入ってしまえば、彼の意識は、更に市井の人々から逸れるだろう」
「それで、町に住むことに固執しているのですか」
　さも意外そうに眉を上げてから、モウルは口元に皮肉を刻んだ。「随分と利他的なことで」と。
　不機嫌さを隠そうともせず、ノルがモウルをねめつけた。
「彼がどうしようもない馬鹿なら、さっさと城に入って、左団扇な生活を送るところだよ。適当に彼を焚きつけて、人々のために動かしておけば、良心もそんなに痛まないだろうしな」
「でも、彼は馬鹿ではなかったし、『その人柄はとても好まし』かった、と？」
　モウルが、涼しい顔で先刻のノルの言葉を引用する。
「……答えの分かっていることをわざわざ問いかけないでいただきたい」
　すまし顔で対抗するノルの頬には、微かな笑みが浮かんでいた。
　
　とうとう明日にはパヴァルナを発つ、という物寂しげな夕暮れ。皆で、荷造りのできた荷物から順次一階の広間に運び込んでいると、ダーシャがテラスでウネンの名を呼んだ。
　ナヴィやスィセルに一言断ってから、ウネンはテラスへと出た。
　ダーシャが、満面の笑顔でウネンをテラス前の芝生へと誘いざなった。
「ねえねえ、ウネン。ウネンは前にわたしが出した謎、解った？」
　内心慌てて記憶を探って、それからウネンはおずおずと口を開いた。
「ダーシャ様の星はどれか、という謎ですか？」
「敬語」と唇を尖らせたダーシャは、すぐに「そうよ」と嬉しそうに笑った。
　ウネンは溜め息を押し殺しながら、ダーシャの要望に合わせて頭の中を切り替える。
「あの時は見えない星、だったよね。季節が違うのかな、と思ってたんだけど」
「残念でしたー」
　うふふ、と可愛らしく微笑んで、それからダーシャはウネンの耳元に口を寄せた。
「ウネンだけに、こっそり教えてあげる」
　声を潜めたまま、ダーシャが残照に染まる西の空を指差した。
「ほら、あそこ。日が暮れてすぐにだけ見える、小さな小さなお星さまなの」
　ダーシャの指が指し示すほうに目を凝らしてみるが、薄い雲が茜色に影を差すばかりで、星らしきものなど一切見当たらない。
　ウネンは、思わず溜め息をついた。
「ダーシャ様は、本当に目がいいんだね。ぼくには何も見えないや」
「ううん。さっき、きらっと光ってたけれど、雲に隠れたのかもう見えなくなっちゃった……」
　申し訳なさそうに呟くダーシャに、ウネンはにっこりと笑ってみせた。
「教えてくれてありがとう。きっと恥ずかしがり屋の星なんだね」
「そうなの」
　すっかり上機嫌で、ダーシャが頷いた。
「叔父様のところに来たら、時々見えるの。お空が高いせいかしら」
　低地とは比べるべくもない、めくるめく星空がウネンの脳裏に浮かび上がる。あの夜空とも今夜でお別れなのだ。
「モウル様には、わたしから教えるんだから、ウネンが言っちゃ駄目よ」
　そう言って小さなレディは、得意げに片目をつむった。





第五章　　旅立ち




　
　往路のようにモウルが馬車に酔うこともなく、ダーシャ王女一行は無事王都へと帰還した。
　クリーナク王と王妃は、第一城門の外、岩盤の坂道の下までおりてきて愛しい娘を出迎えた。噂を聞きつけた人々が、街路に、家々の窓に鈴なりになって見守る中、父は娘と固い抱擁を交わし……、ほどなく「お父様、暑くて苦しいわ」との声に、渋々ダーシャを地面に下ろしたのだった。
　ウネンは城に帰るなり、ハラバルとの約束どおり、道中とパヴァルナ滞在中に見聞きしたことをしたためた分厚い報告書を提出した。
　報告書について、ハラバルは記すべき内容を特に定めていなかった。勿論、王弟の依頼の顛末は極力漏らさずに、と念を押しはしたが、それ以外のことに関しては、ただ一言「あなたが見聞きしたことを、全て、わたくしに教えてください」と告げただけだった。
　ハラバルは今までに何度もパヴァルナを訪れている。一帯の地勢や地理について、今更ウネンに情報収集を頼む必要などあまりないはずだ。ということは、この「課題」の核心は、「ウネンが何をどのように報告書にしたためるか」という点にあるのだろう。地図をめぐる騒動を発端に、なし崩しに雇い入れることとなった新しい助手の人となりを、あらためて確認しよう、という含意があるに違いない。
　そう認識したウネンは、たっぷり二日を悩んだのち、〈不在の神の教会〉での出来事についてもハラバルに報告することにした。
　実は、ウネンを王都に召喚する際に王達が事前に把握していたウネンの身元は、「イェゼロの医者ミロシュの娘」ということだけであった。そして、ハラバルの助手となるにあたって、当時はまだオーリ達に本当のことを告白していなかったこともあり、ウネンはそれ以上の情報をそこにつけ加えずにいたのだ。
　教会での騒動を報告書に記すとなれば、「ヘレーとは何者か」を説明する必要がある。ウネンは腹をくくると、自分が五歳の時にヘレーに拾われたことを、そのヘレーが算術や諸々の知識を教えてくれたことを、三年前にヘレーが行方不明になったことをも、ともに書き連ねたのだった。
　
　王都に戻って二日後の朝、ハラバルはウネンの報告書を手に、机の前に彼女を呼んだ。
　詳しい経歴を黙っていたことを叱責されるのは勿論、場合によっては解雇されることすら覚悟して、ウネンはハラバルの前に立った。
　直立不動の体勢で告達を待つウネンを、ハラバルはしばし無言で見つめた。それから、手元の報告書にちらと目を落とした。
「細部まで大変充実した記録を、ご苦労でした。特に、パヴァルナ周辺の地質に関する考察と灌漑規定に関する記述は、非常に有用なものだと思います」
　まさかの褒め言葉に驚いたウネンは、一瞬言葉を失った。二度ほど目をしばたたかせたのち、慌てて「ありがとうございます！」と言葉を返す。
「それと……」
　僅かに言いよどむハラバルの様子を見て、ウネンは再度身構えた。報告書には、もう一点、火種ともいうべきものが含まれていたからだ。
　ヘレーのことを書くに際して、ウネンは、自身が直接あずかり知らない事柄――ヘレーが追われているという件を始めとする、オーリ達の「里」とやらにまつわる事情――については一切記さなかった。となると、以前にモウルが王に言った「ウネンを守る任務」の意味がよくわからなくなってくることだろう。
　とは言え、この件を問われたところで、ウネンにはモウルに回答を丸投げすることしかできない。あとでモウルに物凄い嫌味を言われるだろうな、と、ウネンは唇を引き結んだ。
「……それと、この、破損した杖というのは、前に図面に写させてもらった、あの、方位盤の杖のことですか？」
　またしても、想像もしていなかった問いがハラバルから発せられ、ウネンは弾かれたように背筋せすじを伸ばした。
「えっ、あっ、はい、そうです」
「壊れてしまったのは、木部だけですか？　方位盤は……」
「方位盤は外してあったので、無事です」
「それは良かった。しかし、困りましたな……。何か代わりの杖を用意させましょうか」
　思ってもいない方向に話が進んでいくのを止めようと、ウネンは慌てて両手を振った。
「いえ、その、何か、要らない箒の柄えみたいなものとか、いっそ折れた木の枝でも充分ですからっ」
「そうですか。では、使用人頭にでも、そういったものが無いか探すように言っておきま……」
「きょ、許可をいただければ、自分で探しますのでっ。他の方のお手を煩わせるほどのことではっ」
　予想外の展開に対する動揺も相まって、ウネンはひたすらおろおろと恐縮するばかり。
「分かりました。では、後ほど使用人頭に、その旨伝えておきましょう」
　書類整理の仕事に戻ったウネンは、溜め息を二つ吐き出した。深い安堵の溜め息と、そしてもう一つ、ほのかな落胆の溜め息を。
　
　翌日の昼下がり、たまたま夕方まで時間が空いたため、ウネンは杖の材料を探しに、第二城門にほど近い、厩の裏にあるごみ捨て場へと向かった。
　城の内郭で出たごみのうち、堆肥にできるものは主館や居館といった主だった建物の裏手にある菜園へ、燃料に使えるものは厨房の外の薪倉庫に持っていかれるが、燃やせないもの、燃やすと臭いの出るものなどは一旦このごみ捨て場に集積され、決まった日に屑屋がやってきて回収していくとのことだった。
　イェゼロの町と同様、王都の屑屋も、回収したごみの中からまだ使えそうなものを商品として再び世に放つのだろうが、王城の人々はかなり優秀な「しまり屋」のようで、屑屋が派手な舌打ちをするさまが目に浮かぶようだ。
「うーん、やっぱりこっちには使えそうなものは無いなあ」



　落胆の気持ちを誤魔化さんと声に出して呟いてから、ウネンはごみ捨て場をあとにした。向かうは、居館脇にある薪倉庫だ。
　薪倉庫の前では、一人の壮年の使用人が椅子を解体しているところだった。
「おや、どうしたね、おチビ先生」
　なんとも微妙な呼び名に対してどう反応すればよいのか分からずに、ウネンはとりあえず「こんにちは」と挨拶を返した。
「ええと、箒の柄えみたいな棒があればいただけないかと思って」
「あー、しまった、一本ばかりあったんだがね、薪にするためにさっき折っちまったところだよ」
　使用人が指さした場所には、幾つもの板切れと一緒に、無残に二つ折りになった箒の柄えが転がっていた。
　ウネンは、二本になった柄えを手に取ると、元あったように繋げてみた。
「ささくれてしまったところを切って繋げば、丁度いい長さかも」
　倉庫の壁に立てかけてあった鋸を借りて、ウネンは柄えの折れ目を切り落とした。ばらした椅子に使われていた大釘も二つ譲り受け、丁寧に礼を言ってその場を辞する。
　次にウネンが向かったのは、主館の前庭を横切った先にある鍛冶場だった。
　有事の際には、召喚された何人もの職人がひっきりなしに武具を修繕したり鍛えたりすることになるのだろうが、今は、老いた鍛冶屋と若い弟子の二人が、広い鍛冶場でゆったりと槌をふるっている。耳の奥を直接殴りつけられるような錬鉄を打つ音に負けじと、ウネンは「すみません」と声を張り上げた。
「おお、あんたはハラバル先生のところのチビちゃんだね。どうなさったね」
　弟子の作業を見守っていた老鍛冶が、にこにこと笑みを浮かべて戸口まで出てきた。
「工具を幾つか使わせていただけませんか」
「いいともさ。そこの作業台が空いているから、自由に使っておくれ」
　ウネンは、折れて二本になった柄えと大釘を台の上に置いてから、ズボンのポケットからこぶし大の方位盤を取り出した。柄えを接ぐ前に、方位盤の差し込み口に合わせて棒の先を削る必要があるからだ。
　ウネンの求めに応じて小刀こがたなを貸してくれた老鍛冶が、方位盤を見て感心したような声を出した。
「ほほう、方位盤をどんな向きで持とうと、方位磁石は水平を保つようになっとるのか」
　なるほどなるほど、と繰り返したのち、老鍛冶は「もしや」とウネンを見た。
「これは、あんたのお手製かね？」
「あ、はい。中身の方位磁針は違いますけど」
　慎重に小刀こがたなを動かしながら、ウネンは声だけを老鍛冶に返す。
「『曲げ』が多少甘いところはあるが、どうしてどうして、なかなか上手く作っておる」
「ありがとうございます」
　ウネンは思わず嬉しさに頬を緩ませた。途中で何度も投げ出しそうになりつつも必死で板金を切り出しただけに、仕事ぶりを褒められた喜びはひとしおだ。
「しかし、この、方位磁石は一風変わった模様だの。この辺りの物ではないのかね？」
「あ、はい、たぶん。人から貰ったものなので」
　旅の間、どんなに振り回してもひとつところを指し示す針が面白くて、ウネンはことあるごとにヘレーにせがんでこの方位磁針を見せてもらったものだった。イェゼロの森に居を定めて以来、長らくどこかへ仕舞い込まれていたこの方位磁針が、ヘレーが町を出ていったあと、ウネンの机の上にぽつんと置かれていたことを思い出し、鼻の奥がつんとなる。
「本体の作りはしっかりしているし、針も軸も加工が綺麗だし、ガラスの蓋までついてるとなると、こりゃあ、かなりの上物じょうものなんじゃないかね」
　大事にしなさいな、としみじみと呟く老鍛冶に、ウネンは力一杯「はい」と頷いた。
　
　やすりとやっとこで大釘をかすがい状に加工し、それを使って二本の柄えを接ぐ。そうやって一本の棒にすることができたら、木の皮と紐をつかって接合部を補強する。……というのがウネンの計画だったのだが、古びた箒の柄えは、かすがいを打ち込むやあっけなく裂けて割れてしまった。
　方位盤を手にとぼとぼと前庭を歩きながら、ウネンは次の手を考えていた。不用品が出るのを待っていては、いつになるかわからない。ここらの木を勝手に切るわけにもいかないとなれば、今度の休みにでも町におりて材料を買ってくることにしようか、と。
　
　主館へ帰ってきたウネンは、大広間からいつになく騒がしい声々が響いてくるのを聞き、怪訝に思って足を止めた。
　あけ放された扉から中を覗いてみれば、大広間の向こう隅にある暖炉の前に、人だかりができている。使用人や警護の兵達、モウルに、なんとジェンガ翁。その隣にハラバルの姿を認め、ウネンは迷わずそちらに足を向けた。
「お願い！」
　ダーシャ王女の声が、人垣の向こうから聞こえてきた。
「このままだと、鳥さんが死んでしまうわ。お願いだから、誰か助けてあげて！」
　切々たる姫の声にかぶって、暖炉の奥、少し上のほうから羽音がした。ばさり、ばさ、ばさり。どこかぎこちない調子で、鳥の羽が壁を叩いている。
　音の重さを聞くに鳩か鴉か、とウネンが考えた瞬間、くあ、とくぐもった鳴き声が聞こえた。
「鴉か……」
　使用人達がぼそぼそと囁き合う。いわゆる「魔術師の黒」に似た色味の羽根のせいか、昔から鴉は神の使いと謂われ畏怖されているのだ。
「上から落ちたのかねえ」
「でも、煙突には網を張ってあるはずなのに」
「破れたり外れたりしたんかね」
　彼らの表情を見る限り、どうやら、助けなければという使命感よりも、触らぬ神に祟りなし、との思いのほうが強いようだ。
「煙突の途中に引っかかっているのなら、なんとか私の風で運べないでもないでしょうが、煙棚に落ちてしまっているとなれば、ちょっと難しいですね……」
　モウルが申し訳なさそうに息を吐く。
　それに対抗せんとばかりに、ジェンガが鼻を鳴らした。
「はんっ、とんだ意気地なしじゃ。鳥の一羽相手に打つ手なしとは、片腹痛いわ。姫様、こんな奴など頼りになさらず、儂に任せて……」
「焼き鳥を作ってどうなさるんですか」
「酷いわ、ジェンガおじい様！」
　互いに口撃しあう二人の魔術師の大人げない様子に、ウネンの口から溜め息が漏れる。時を同じくして、ハラバルが「フェルデ」と使用人達に声をかけた。
　がっしりとした体格の、一番若い使用人が「はい」と返事をした。
「煙突掃除はあなたの担当でしたな。とりあえず何か手立てはないか、考えてみましょう。私の部屋にこの煙突の図面がありますから、一緒に来てもらいましょうか」
　フェルデと呼ばれた男は、気が進まなそうな表情を浮かべたものの、「分かりました」と頷いた。
「ウネンも、それとモウル様もご一緒に来ていただけますか」
「儂は……？」
「ジェンガ様には、こちらで、姫とともに神の使いの無事を祈っていただきたく」
「……………………承知、した」
　ハラバルに名を呼ばれ一度は面倒臭そうに眉をひそめたモウルだったが、仲間に入れてもらえず不貞腐れるジェンガを見るや、一転して得意げな笑みを浮かべてハラバルのあとに続く。
　やれやれ、と大きく息を吐いてから、ウネンも大広間をあとにした。
　
　羊一頭分を丸々使ったと思しき大判の羊皮紙が、机の上に広げられる。精密な線でそこに記されていたのは、主館大広間の三面図及び窓や扉、暖炉の構造図だった。
　図面が巻き戻らないように四隅を文鎮で押さえてから、ハラバルはゆっくりと残る三人――ウネン、モウル、使用人のフェルデ――を見回した。
「これは、わたくしがまだ若い頃に、この城の図面を整理して筆写したものです。以前は、建てられた年代や担当した職人ごとに、書式も縮尺も精度すらもばらばらでしたから」
　ウネンは夢中になって図面を見つめた。記された寸法どおりに頭の中で部屋を組み立ててみて、思わず「あれ？」と口に出してしまう。
「窓の位置が少し違うような」
「そう。どうやら図面を書いた者は、離れの塔の位置を失念していたのでしょうな。実際に建て始めてから、塔の影をよけるように、窓の位置をずらしたものと思われます」
　お偉いさんでも間違えることがありなさるんですね、と、フェルデがしみじみと呟く。
　ウネン同様、食い入るように図面を見ていたモウルが、感心したように息を吐いた。
「右隅に六十八分の七、とありますが、もしや、この六十八とは図面の総数ですか？」
「ええ」
「まさか補佐官殿は一人でこれを？」
「当時、城には、数字や図面を扱える学者が、わたくししか居りませんでしたからな」
　お疲れさまです、と目を伏せるモウルに、ハラバルが「それほどでも」と首を振った。
「それに、今ならウネンも居りますし、モウル様だって居られる」
　そう言ったハラバルの声の調子に微かな違和感を覚えて、ウネンは思わずハラバルの顔を見上げた。
「いえいえ。私ごとき、頭数に入れていただくほどではありませんよ」
　ハラバルに応じるモウルの口調も、心なしか何か含みがあるように聞こえる。
　やはりモウルとオーリは、遠からずこの城を出てゆくつもりに違いない。胃のあたりを冷たい手で鷲掴みにされたような気がして、ウネンは握ったこぶしで腹を押さえる。
「さて」と、ハラバルが涼しい顔で図面の右下を指差した。
「これが大広間の暖炉を右方向から見た図です」
　それは、ごく一般的な壁付暖炉の側面図だった。建物の分厚い壁の中に張り出した耐火煉瓦の炉室と、そこから鉛直に立ち上がる煙突。炉室の上方には、冷気や雨水が室内に入ってくるのを防ぐための煙棚が、煙道を塞ぐように煙突の奥から手前へとせり出している。
　煙棚と煙突手前の壁との隙間は、図面によると十五センチほど。数字だけを見れば大人の腕でも充分に通る幅になってはいるが、煙棚の位置が暖炉の開口部よりも四十センチも上側になっているため、下から手で煙棚の上面を探ることは不可能だ。
「煙棚にたまった枯れ葉やごみをかき出す時に、こんな感じにがくっと曲がった棒を使ってるんですがね、生きた鳥が相手じゃあねえ……」
「それに、この隙間の幅だと、翼が引っかかって通らないかも」
「そうなんですよ」
　ウネンの指摘に、フェルデが顎をさすりながら嘆息した。
「他のお部屋の暖炉は、どれももう少し掃除のしやすいところに煙棚があるのに、大広間のだけは、本当に不便で……」
「城内で一番広い部屋ですからな。いかに効率よく部屋を暖めるか、ということを重視して設計されたのでしょう」
　ハラバルが、煙突の吸気力と熱効率について簡単に解説をしたものの、どうやらフェルデにはちんぷんかんぷんだったようだ。
「ともあれ、下からが無理なら、上から、かな……」
　ぼそりと漏らされたモウルの声を聞き、フェルデが抗議の声を上げた。
「ええっ、そんな、無理ですよ！　屋根から何メートルあると思うんですか。掃除するのとはわけが違いますよ。釣り上げるにしても針で引っかけるわけにはいかないし、縄を……」
　と、言葉半ばでフェルデの声が途切れた。何か思いついたことがあるらしく、おずおずと図面を指差し、皆に問う。
「ええと、これって、煙突の上から下まで、ずーっと同じ幅になってる、ってことなんですよね？」
「ええ」
　ハラバルの返答に、フェルデが顔を輝かせた。
「てことは、小さな子供なら、下まで降りられますね」
「ええっ？」
　ウネンは反射的に身構えた。肉体労働があまり得意でない自分に、そんな大役が務まるのだろうか、と不安しか覚えなかったからだ。
「違います、違います！　ウネンさんではなくて、別に心当たりがあるんです！」
　フェルデが大慌てで両手を振った。
「知り合いに子供の煙突掃除屋がいるんですよ。小さくて身軽だから煙突の中に潜って掃除ができる、というのが彼の『売り』でね。この時間なら、中央広場の神庫ほくらの前で休憩していることが多いから、ちょっとひとっ走り呼びに行ってきましょうか」
　ハラバルが、ちらりと壁の時計を見やる。時刻は午後三時、日暮れまではまだしばらく猶予がある。
「そうですね。では、お願いいたしましょうか」
　よしきた、と、威勢のいい返事を残して、フェルデは部屋を飛び出していった。
　
　一時間も経たないうちに、フェルデが件くだんの煙突掃除屋を連れて城へと戻ってきた、との知らせがウネン達のもとにもたらされた。
　生憎とハラバルもモウルも外せない用事があるということで、ウネンが図面を持って、鴉救出作戦に立ち会うことになった。
　建物の外、大広間の暖炉の裏にあたるところには、先刻大広間に集まっていた使用人達が大きな梯子や縄の束を抱えて集まっていた。ジェンガ翁とダーシャ王女の姿が無い代わりに、鳶色の髪の、真鶸まひわの羽根のようなくすんだ黄緑色の服を着た少年が、フェルデの傍できょろきょろと辺りを見まわしている。
「ああ、ウネンさん、この子が、先ほど言っていた煙突掃除屋のコニャです」
　フェルデの言葉を聞いて、コニャと呼ばれた少年が、髪と同じ色の目をしばたたかせた。
「僕は呼び捨てで、この子には『さん』をつけるんだ？」
　コニャが疑問を抱いだくのは尤もっともだ。何しろ、ウネンと彼は殆}(ほとん)ど変わらない身長をしているのだから。
「馬鹿。ウネンさんは補佐官先生の助手なんだぞ」
「ええっ？」
　まじまじとウネンを見つめるコニャの頭を、フェルデがぺしんとはたいた。
「こら、失礼だろ」
「だって、この子、僕と同じぐらいの歳じゃん。子供じゃん」
　それはたぶん違う、と、ウネンは思った。
「『この子』じゃない、ウネンさんだ。お前と同い年でも、ウネンさんは、本や図面も読めるし、算術だってできなさるんだぞ」
「あのー、ぼく、十五歳ですが」
「えっ」
「えっ」
　しばしの沈黙ののち、いち早く我を取り戻したのはコニャだった。
「へえー、十五歳で、そんなに色んなことができるんだ！　すごいね！　僕はコニャ。もうすぐ十二歳になるんだ」
「ありがとう。ぼくはウネン。今日はよろしくお願いします」
　背後にある離れの塔が、主館の壁に黒々とした影を落としている。日没まであと二時間と少し。既に煙突の中はかなり暗くなってしまっていることだろう。



　ウネンは手に持っていた図面を広げると、コニャに状況を一から説明した。
「……で、さっき屋根にのぼってくれたカシュパールさんの話によると、煙突のてっぺんにあるはずの金網がなくなっているそうなんだ。もしかしたら煙突の中に落ちて嵌まり込んでしまっているかもしれない。下へ進むのが少しでも難しいと思ったら、絶対に無理をせずに戻ってきてほしい」
「了解！」
　そう言ってコニャは、鼻の上に皺を寄せてニカッと笑った。リスもかくやな身のこなしで梯子をのぼり、煙突脇で控えるフェルデとカシュパールの二人の使用人と合流する。縄をしっかりと腰に結わえつけてもらったのち、コニャは躊躇うことなく屋根を外した煙突に頭から潜っていった。
　いくら煙突の中に慣れているのだとしても、普通は足から入っていくものだろう。狭くて暗い穴の底へ天地逆さになって下りていくということが、どんなに怖くて難しいことか、ウネンにも簡単に想像がついた。どうか何事も起こりませんように、と、あらゆる神に心の底から祈る。
　やがて、屋根の上の二人が忙せわしなく動き始めた。煙突の縁ふちに棕櫚しゅろの葉を敷いて縄の滑りを良くした上で、二人がかりで慎重に縄を引っ張り出してゆく。
　コニャの足が煙突から出た。待ち構えていたフェルデが、直接コニャの身体を掴んで煙突の中から引き抜いた。
　煤まみれとなったコニャの両手が、何か黒い塊を持っている。煙突の横でコニャとフェルデがなにやらごそごそ動いていたかと思えば、その黒い塊はやにわに大きな翼を伸ばし、力強い羽ばたきの音とともに一気に空中に舞い上がった。
　仄かに赤みがかった夕方の空いっぱいに、一際高らかな鴉の鳴き声が響き渡る。
　遠くへ、遠くへ。どんどん小さくなっていく鳥影を目で追い続けていたウネンは、「これでいいんだよね」と声をかけられて、ハッと我に返った。
　頭のてっぺんからつま先まで、見事に煤けたコニャがすぐ傍に立っていた。
「ありがとう、コニャ。怪我はない？」
「全然。壁にこびりついた三年もののタールに比べたら、楽勝だよ！」
　そう言ってコニャが得意げに胸を張る。
「煙棚の上でぐったりとしてたから、死んでんじゃないかって思ったけど、足に引っかかってた金網を外したら、すごい勢いで飛んでったよ」
「煙突にごみが入らないように、っていう例の金網？」
「そう。錆びて壊れかけていたところに、あの鴉が乗っかってしまって、それで一緒に落ちちゃったんじゃないか、ってフェルデさんが言ってた」
　コニャが指さした先では、カシュパールに続けてフェルデがようやっと梯子から地面に降り立ったところだった。はやばやと屋根をおりてきたコニャの、驚くべき身の軽さに、ウネンはあらためて舌を巻く。
　と、ウネン達の背後で、草を踏みしめる音がした。次いで、柔らかい声がふわりと二人のもとへと降ってくる。
「ご苦労だったね」
　ウネンとコニャは、同時に後ろを振り返った。
　クリーナク王が、穏やかな笑みをたたえてそこに立っていた。
　ウネンが「陛下」と応えるのを聞き、コニャが弾かれたように背筋せすじをピンと伸ばした。食い入るようにクリーナクを見つめ、「本物だ」と小声で呟く。
「王女の願いを聞いてくれてありがとう。君のお陰で、不運な御使みつかいも命を散らさずにすんだよ。私からも礼を言わせておくれ」
　カチンコチンに固まったまま、コニャが「いいえどういたしまして！」と声を張り上げた。
　それを見たクリーナクが、満面の笑顔となる。日頃ダーシャ王女に見せている、あの笑顔だ。
「丁度パンが焼き上がったところだと、料理長が言っていた。報酬とは別に、幾つか持って帰ってくれないかな」
「えっ、パンを？　いいんですか？」
　クリーナクの気さくな口調と笑みに、コニャの緊張が目に見えてほどけてゆく。
「ああ。御使みつかいの分のお礼だよ」
「やったー！」
　勢いよく両手を振り上げてから、コニャは慌てて姿勢を正した。
「ありがとうございます！」
　夕焼け空の下、どこかで鴉が、くあ、と鳴いた。
　
　肩にはいつもの肩掛け鞄を、頭の中には街路の地図を、腹には気合いを。いざ、と第一城門の前に立ったウネンは、門番の横に兵装を解いたオーリの姿を見つけて目を丸くした。
「補佐官様に、護衛を頼まれた」
「え？　ハラバル先生が？」
　昨夕、パンの袋を持って上機嫌で帰ってゆくコニャを見送ったあと、ウネンはハラバルの部屋に煙突の図面を返却しに行った。
　折りよく部屋に戻ってきたハラバルに、ウネンは鴉騒動が無事解決したことを報告した。そして、ついでに、次の休みの日に方位盤の杖の材料を探しに町に出ようと思っていることをも告げた。
　ウネンが話し終わるのを待って、ハラバルは「いいでしょう」と静かに頷いた。「丁度、パヴァルナ行きの分の給金を陛下から賜ったところです。早速明日の午後にでも行っておいでなさい」と。
「でも、先生は護衛については何も仰ってなかったけど」
　怪訝に思ったウネンがオーリに尋ねれば、意外そうな声が「そうか？」と返してくる。
「ヴルバのことがあるからな」
「え、でも、あの人、今、裁判待ちで蟄居ちっきょ中なんじゃなかったっけ？　この期に及んで逆恨みしてくるって言うの？」
「どうやら奴は、お前を攫おうとした際に町のゴロツキを使っていたらしい。もしもヴルバが手を引いたことを知らない者が残っていた場合、そいつが暴走する可能性がある」
「ああー」
　深く大きな溜め息を吐き出してから、ウネンはオーリを見上げた。そうして、あらためて「よろしくお願いします」と頭を下げた。
　
　昨日、使用人達から教えてもらったことによると、大通りから東に一角ひとかど入ったところにある「ヤンの店」という道具屋が、安い上に品揃えが大層良いらしい。ウネンは真っ直ぐにその店を訪れて、幾つも立てかけてある箒の中から、出来るだけ柄えが丈夫そうなものを探し始めた。
　修道士に壊されてしまった先代の杖も、こうやって材料を調達したものだった。材木屋で木を加工してもらうよりも安いのは当然のこと、適当な木切れを買うにしても、自分で削り出す手間や失敗する可能性を考えると、結果としてこちらのほうがお得だと言えるからだ。
　柄えの木目を確認しながらウネンが箒を選んでいると、オーリがぼそりと口を開いた。
「箒なら、城の物を借りられるだろう？」
「いや、必要なのは、箒じゃなくて柄えだから」
「柄え？」
　オーリの眉間の皺が深くなるのを見て、ウネンは慌てて説明した。
「ほら、パヴァルナでぼくの杖が壊れちゃったでしょ。で、直すための材料を探しているんだ」
「杖を作るのか。箒の柄えで」
「うん」
　ウネンが頷くなり、オーリは眉間を緩ませるどころか更に険しくさせて、何事かを考え始めた。
　ややあって、ウネンの手から箒をもぎ取って、元あった場所へと戻す。目をしばたたかせるウネンの手をむんずと掴み、問答無用とばかりに店から連れ出す。
「え？　ちょ、ちょっと、どうしたの？」
「こっちだ」
「だから、どうしたの、ってば！」
　体格、体重、腕力、どれ一つとってもウネンに勝ち目があるはずがない。オーリに引っ張られるがままに大通りへ出てきたウネンは、二角ふたかど二筋ふたすじ引きずられた先、一軒の店屋に連れてこられた。
　看板を見る余裕はなかったが、店内をひと目見るや、ウネンにもここが何の店か理解することができた。壁という壁を飾る刀剣に槍、弓に矢。まごうことなき武器屋である。
　オーリは、槍頭と柄えが並ぶ一角の前で、ようやくウネンの手を放した。あっけにとられてその場に立ち尽くすウネンを尻目に、一本の槍の柄えを手に取り、二度ほど軽く振ったのち、ウネンの面前に勢いよく差し出す。
「これなら、いざという時に武器としても使えるだろう」
　ウネンは、おずおずと槍の柄えを受け取った。
　それは、しっかりとした造りにもかかわらず驚くほど軽かった。傍らに掲示された値札の説明を見るに、檜の芯棒を樹皮で補強した上に麻糸を巻き、松脂油で防水加工まで施してあるようだ。適当な材木を削っただけの箒の柄えとは、比べるべくもない丈夫さだ。
「あんな箒の柄えでは、またすぐに砕けてしまう」
「それはそうかもしれないけど、でも、こんなお金持ってないよ」
　値札には、ウネンの財布の中身の軽く三倍はする金額が記されていた。
　オーリが「むう」と唸るのと、ウネンが溜め息を吐き出すのとが、同時だった。
「それに、これだと、ぼくが使うには長すぎる」
「切ればいい」
「そもそも、この太さじゃ方位盤が取りつけられない」
「削ればいい」
「ちょっと、お客さん！」
　少し離れたところからウネン達の様子を見守っていた店主が、たまりかねたように駆け寄ってきた。
「切ればとか削ればとか、素人さんに勝手にそんなことされたら困りますよ！　それが原因で柄えが壊れた挙句に、全部こちらのせいにされたらたまりませんからね！」
　オーリの喉から、また唸り声が漏れた。
「ほら、お店の人もこう言ってるし！　無理を通しちゃいけないってば！」
　全体重をかけてオーリの背中を押しながら、ウネンは「お邪魔しました」と武器屋を出た。
　
「だから、箒の柄えでいい、って言ってたのに」
　大通りまで出てきたところで、ウネンは大きく溜め息をついた。最初に寄った「ヤンの店」に戻ろうと、通りの向こう側へと足を向ける。
「いや、箒は駄目だ」
　ウネンは、オーリの声が聞こえなかったふりをした。費用をかければ良いものが手に入ることなど、解りきったことなのだ。手の届かないものと知った上でそれに拘泥するなど、愚かな真似はしたくない。
　目的の路地へと角を曲がったウネンの前に、オーリが立ち塞がった。
「せめて、鍬くわか犂すきの柄えにすべきだ」
「そりゃあ鍬の柄えは頑丈だけど、ぼくには太過ぎて持ちにくいし、重いし、加工しにくいし、何より高価たかい」
「高いと言っても、買えない値段ではないだろう」
「金額に価値が見合わないと思うものは、買えないよ」
「命の値段と思えばいい」
　射るようなオーリの眼差しに気づき、ウネンは知らず息を詰めた。
「……なんで、そんなにぼくの杖にこだわるの？」
　オーリが、ほんの刹那視線を外した。そうして再びウネンを見据え、訥々と、だが言って含めるように、言葉を吐き出していく。
「これから、お前は、自分で、自分の身を守らなければならない」
　その瞬間、ウネンは見えない手で頭をがつんと殴られたような気がした。
　パヴァルナにて、ヘレーを捜すにあたってモウルはウネンに「君がいてくれると助かるんだ」と言っていた。講談師から話を聞き出す際も、ウネンのことを「ヘレーさんの娘」だと持ち出していた。
　だからウネンは、彼らがヘレーを捜しに旅立つであろうことに不安を覚えつつも、心のどこかで期待していたのだ。二人が、一緒に行こう、とウネンに手を差し伸べてくれることを。
　ウネンが何をどこまで知っているのか確認するために。ヘレーの行方を捜すために。「ウネンを守る任」というのは、そういった理由で彼らがウネンの傍にいるための方便だった。ヘレーがラシュリーデンの王都へ向かったということが明らかになった今、もはや彼らがウネンとともに行動する必要は、どこにもない。それどころか、足手まといにしかならないウネンを連れていく義理など、彼らには微塵もないのだ……。
　ウネンが唇を噛んだ、その時、背後から甲高い声がウネンの名を呼んだ。
「こっちだ、ウネン！　早く！」
　びっくりして振り返れば、血相を変えたコニャが、大きな動作でウネンを手招きしている。
「あれ？　コニャ？　どうしたの？」
「どうしたの、じゃないよ！　さっさと逃げなきゃ！　そいつ、人攫いだろ！」
　ああー、と息を吐き出しながら、ウネンはオーリを見やった。
　いつもの仏頂面が、ほんの僅かしおれて見えた。
　
「ごめんなさい……。僕、そのぅ、護衛とか、そういうの考えたこともなかったから、つい……」
　申し訳なさそうに身を小さくさせるコニャに、オーリの溜め息が降りかかる。
「気にするな」
「本当にごめんなさい……」
　オーリが小さく頷いた。おそらく「もういいから」という意味だろうが、初対面のコニャには、「そのとおり、お前が悪い」と追い打ちをかけられているように見えているに違いない。ウネンは慌てて二人の間に割り込んだ。
「それより、コニャ、心配してくれてありがとう」
「あ、うん。どういたしまして」
　まだ少しオーリのことが気になっているようではあったが、コニャははにかんだ笑顔でウネンのほうを向いた。
「大通りでウネンを見かけて、声をかけようと思ったら、ええと、その、護衛さんがウネンを追いかけているのが見えたから、もうびっくりしちゃってさ」
「もしかして、仕事の途中だったんじゃ……」
「いいや。今日は掃除の仕事はもう終わり。今から、ユウ先生のところに字を教えてもらいに行くんだ」
「ユウ先生？」
　ウネンがおうむ返しに問い返せば、コニャがどこか誇らしげに胸を張る。
「炎の神の神庫ほくらの前にある代筆屋さんなんだけど、暇な時に読み書きを教えてくれるんだよ」
　と、「あっ、そうだ」と目を輝かせてコニャが身を乗り出してきた。
「ウネンもおいでよ。先生に紹介するよ！　ウネンがお城の偉い人の助手をしてるって聞いたら、先生、絶対びっくりすると思うな！」
　すっかり調子を取り戻した様子で、コニャが悪戯っぽく笑う。
　ウネンは、思わずオーリと顔を見合わせた。
　
　コニャの熱心な誘いにもだが、何より自らの好奇心に負けて、ウネンはコニャの先生に会いに行くことにした。幸い、今回の外出についてハラバルは「日が暮れるまでには戻るように」とウネンに告げていた。この言葉に最大限に甘えるつもりで、ウネンはオーリとともにコニャの先導で大通りを進む。



　人通りの絶えない賑やかな街路、そこかしこから聞こえる物売りの口上。馬の足音、馬車の音。手押し車の軋む音に、「どいた、どいた」と人足の声。
　流れゆく人波に不意に空すきができたかと思えば、ぽっかりと開けた空間がウネン達を出迎えた。王都の主だった街路が一点に集まる場所、中央広場だ。
　二時の方角にあるレンガ造りの大きな建物が、炎の神の神庫ほくらに違いない。その堂々たる姿にウネンがしばし目を奪われていると、コニャが「こっちだよ」と手招きをした。
　神庫ほくらとは広場を挟んだ反対側に、目的地である代筆屋はあった。三階建ての家並に埋もれるようにして建つ、こぢんまりとした二階建ての、とても間口の狭い店だった。
　あけっ放しの扉の中へと、コニャが元気よく「こんにちはー！」と飛び込んでゆく。
　店に入ってすぐ正面には、奥へと続く扉が立ち塞がっていた。入り口を入った右手の、広場に面した窓の前に書き物机があり、褐色の髪の男が書物と紙の山の隙間から「いらっしゃい」と顔を上げる。
　店内の壁は全て棚で覆われており、製本師の手によると思われる書物が数冊見られるほかは、手作り感溢れる綴じ本が沢山並んでいた。本の合間には様々な大きさの箱が置かれ、あちこちに砕木紙の束や巻かれた羊皮紙が所狭しと突っ込まれている。
　左手の棚の前を見れば、丸椅子に座って鉄筆を握る、六、七歳ぐらいの子供が二人。兄弟なのだろう、互いにそっくりな顔に溢れんばかりの好奇心をたたえ、首を何度も上下させて突然の来客を見比べている。
　コニャが奥の扉の前に立ち、ウネンとオーリがそのあとに続けば、店の中は足の踏み場もない満員となった。
　
　お客さんが来たからちょっとの間外へ出ておくれ、と子供達に声をかける代筆屋を、「お客じゃないので」と押しとどめ、それなら自分も立たねば、とばかりに慌てて腰を浮かそうとするのを、「狭いんだから先生は座っといてよ」とコニャが座らせる。それでもまだ「いや、しかし」と恐縮する彼をなんとか落ち着かせて、そうして一同は自己紹介を交わした。
「へええ、王様の補佐官の助手を！」
　代筆屋のユウは、コニャの予言どおり、ウネンに対して藍色の眼をみはった。「家柄に関係なく取り立てられたということですか。それは、本当に、素晴らしい」と、何度も何度も頷いている。
「先生、それ、すごいの？」
　丸椅子に座る子供のうち、兄のほうが、目をきらきらと輝かせながら、ウネンとオーリが作る壁の隙間からユウに問いかけてきた。即座に弟が、「えらいの？」とあとに続く。
　コニャが、芝居がかった調子で両手を腰にあてて、得意げに胸を張った。
「カミルもカレルも馬っ鹿だなあ。凄いし偉いに決まってるだろ！　こんなでっかい護衛が守ってくれるんだぞ」
「でっかい」
「でっかいな」
　くりくりとした青い瞳に相次いで見上げられ、オーリが困惑顔で僅かに顎を引く。
「文字だって、難しい計算だって、お手のものなんだぞ」
「お手のもの」
「おててのもの」
「だよね！」とウネンに同意を求めてから、コニャはユウを振り返った。
「ねえ、先生、僕も頑張って勉強したら、お城に住めるようになるかなあ」
「勉強したら必ず住めるかと言ったら、残念ながらそうとは限らないけれども、でもね、勉強しなかったら、何も変わらないんだよ」
　穏やかな、それでいて力強い声が、狭い部屋の空気を揺らす。
　小さな生徒達が揃って背筋せすじを伸ばしたのを見て、ウネンは思わず笑みをもらした。
　
　ウネンと同い年ぐらいの――つまり、ウネンよりも三、四歳年上に見える少女が、窓の外から「ユウ先生」とおそるおそる声をかけた。
「カミル、カレル、お迎えが来たよ」
　ユウに呼ばれるよりも早く、小さな兄弟は競うようにして蝋板を背後の棚に仕舞い、「ありがとうございました」「ました」と口々に礼を言った。我先にとウネンとオーリを押し分けて広場に飛び出して、最後は二人して声を揃えて「おねえちゃん！」と少女に体当たりをする。
「でっかい人、ばいばーい」
「ばいばーい」
　輝くような笑顔で手を振る二人と、その視線の先の「でっかい人」とを見比べて、少女が真っ青な顔で「失礼しましたっ」と謝った。そうして、二人の弟の手を引いて、逃げるように去っていく。
　オーリが、上げかけた右手をそっと下ろして再び室内に向き直った。いつになく鈍い動きで。
　ウネンは密かに溜め息を押し殺した。笑顔の一つでも見せれば人当りも多少は良くなるだろうに、と思いかけたものの、愛想のよいオーリを想像することができなくて、心の中で頭を抱える。
　ウネンの視線に気づいたか、オーリがついと眉を寄せた。
「どうした」
「……さっきの子達に、なんかすっごく気に入られてたね」
　そうだな、と相槌を打つ仏頂面の、口角が僅かに引き上げられる。つられてウネンが微笑んだ時、コニャが「あーあ」とぼやく声が聞こえた。
「カミルとカレルはいいよなあ、あんな優しい姉ちゃんがいてさ」
　振り返れば、先ほどまで奥の扉の前にしゃがんで書き取りの練習をしていたコニャが、兄弟が座っていた椅子に座り直すところだった。床に置いていたお手本をもう一つの丸椅子に載せ、そうして真剣な表情で再び鉄筆を動かし始める。
　ユウが、静かな声でウネン達に語りかけてきた。
「コニャは、六人兄弟の一番上のお兄ちゃんなんですよ」
「六人」
　ウネンとオーリの声がきれいに重なった。
「ずっと弟や妹達の面倒をみてきて、働けるようになったら家計を助けて、だから今まで読み書きを習う機会がなくってね」
　コニャを見つめるユウの眼差しは、本当に温かだった。
「ずっと口説いていたんですけど、最近になってやっとこうやって時々うちに来てくれるようになってね」
「だって、レオのやつがさ、去年王都にやってきたばっかのくせに、ちょっと文字が読めるからって、いつの間にか僕よりも沢山稼いでるんだもん」
　視線を蝋板からあげないまま、コニャが唇を尖らせる。
「それに、うちのおチビ達が押しかけてきたら、先生んち、足の踏み場がなくなっちゃうでしょ。だから、僕が先に勉強しておいて、おチビ達に教えてやるつもりなんだ」
「いい『お兄ちゃん』だなあ」
　ウネンがしみじみと呟くのを聞き、コニャが「えへへ」とはにかんだ。それから、「先生、書けたよ」とユウを呼ぶ。
　ユウが「失礼」と一言断って、コニャの傍へと席を立った。
「そういや、オーリもお兄ちゃんなんだよね」
　妹が一人いる、とのモウルの言葉を思い出して、ウネンはオーリを見上げた。
　オーリは、「ああ」と軽く頷いてから何か思案するように視線を宙に彷徨わせ、そうして何事も無かったかのように再びウネンを見た。
「モウルには、姉が一人いる」
「えっ、そうなんだ」
　驚くウネンに、オーリが怪訝そうに「意外か？」と問うた。
「あ、うん。なんとなくだけど、兄弟がいるような感じがあまりしなかったから……」
「年齢が十歳も離れているからな。それに、あいつが七歳の時に里を出てしまっている」
「里を？」
「あいつの姉というだけあって、好奇心の強い人だったからな。暖かい海で泳いでみたい、と言っていた」
「海で泳ぐためだけに？　流石はモウルのお姉さんだ」
　モウルの顔で想像しても全く違和感がないな、と思ってウネンは苦笑した。その際にはきっと傍らに、眉間に皺寄せ溜め息をつくオーリの姿があるに違いない。
「はい、良くできました。じゃあ、次にいこうか」
　ユウが、扉の脇の棚から新しい蝋板を取り出しコニャに手渡した。先ほどまでコニャが使っていた蝋板を手に、机に戻ってくる。
「見てくださいよ、ほら」と蝶番を広げられた二枚の板の左側には、幾つもの単語がまだたどたどしい筆致で書き取られ、そして右側の板には、羽を広げ今にも空へ飛び立ちそうな鴉の姿が描えがかれていた。
「凄い、上手だ」
　ウネンが感嘆の声を上げる横で、オーリも感心したように唸り声を漏らす。
「ええ、本当に。上手でしょう」
　ユウが、我がことのように嬉しそうに微笑んだ。それから少しだけ眉を寄せて、「でも、文字の練習もしっかりやろうね」とコニャを見る。
　と、コニャの「はーい」というイイ返事をかき消すようにして、大きな鐘の音ねが広場の向こうから聞こえてきた。
　ウネンがいつも城で聞いている音と比べて、驚くほど近い、まるで音自体が質量を持っているかのような圧倒的な存在感が、辺りの空気を震わせる。
「広場を挟んで向かい側が、炎の神の神庫ほくらなんですよ」
　自己紹介の際にウネンが、中央広場に来たのは初めてだ、と言っていたからだろう、ユウが説明を入れてくれた。
「七十年前、タジ国との戦を勝利に導いてくださった炎の神を讃えて建てられたんです。〈かたえ〉であるジェンガ様が王城にいらっしゃることから、町の者は『神庫ほくら』というよりも『礼拝堂』と呼んでいますけれども」
「天井画がね、すっごく綺麗なんだよ！」
　大人しく蝋板に文字を刻んでいたはずのコニャが、鉄筆を握りしめて身を乗り出してきた。
「こう、ぐわーっと炎が渦を巻いているところとか、天から神様が降りてくるところとか、見ているだけで胸がどきどきするんだ」
　うっとりとした表情でそこまで語って、それからコニャは「そうだ」と両手を打った。
「ウネンはまだ礼拝堂に行ったことがないんでしょ。僕が案内してあげるよ！」
「えっ？」
　突然の申し出にウネンが目をしばたたかせている間に、コニャはテキパキと蝋板から椅子までをきっちりと片付け、そうしてウネンの手をとった。
　ウネン同様まばたきを繰り返しながら、ユウがおずおずと問いかける。
「コニャ、字の練習は……？」
「今日はもう終わり！　また明日ね、先生。じゃあ、ウネン、行こう！」
「え、あ、ちょっ」
　煙突掃除という身体を使う仕事をしているからだろうか、コニャは思いのほか力が強かった。ぐいぐいとコニャに引っ張られていくウネンのあとを、溜め息とともにオーリが追う。
「行ってらっしゃい」とのユウの声が、鐘の余韻と混じりあった。
　
　炎の神の神庫ほくらは、大小二つの平たい八角柱を積み重ねたような形をしていた。どっしりとした下層部には、窓が上下二段に規則正しく並んでいる。装飾一つ無い武骨な佇まいは、神のおわす場所というよりも、倉庫か砦かといった風情だ。
　だが、入り口をくぐった途端、世界は一変した。
　壁も柱も天井も、くまなく漆喰の化粧を施された明るい室内がウネン達を出迎えた。
　幾つもの円柱が建物の外周に沿うようにして立ち並び、神庫ほくらを、中心部分とその周囲をめぐる回廊とに切り分ける。窓と窓の間の壁面にも柱があり、全ての隣り合った柱は上部でアーチを成していた。そうやって形作られた穹窿きゅうりゅう天井に、窓から差し込む淡い陽光が絶妙な階調を作りだしている。ごつごつとした外観からは想像もつかない、滑らかで優美な造形だ。
　コニャに引かれて中心部分に足を踏み入れたウネンは、思わず感嘆の声を上げた。
　八角柱の箱が積まれているようにしか見えなかった上層部分の内側は、見事な丸天井となっていた。漆喰で丁寧に塗り固められた、一切のひずみも見られない曲面。その全面に、七十年前の護国の物語が、鮮やかな色彩で描えがかれていた。
　天井の北半分では、耳あて帽に暗色のマントを身に纏った騎馬の軍が、甲冑を着込んだチェルナ軍に矢の雨を降らせている。大地に降臨する炎の神の姿を境にして、南側には、神の炎とともに反撃に転じるチェルナの軍勢。前線近くで杖を掲げる黒髪は、若き日のジェンガだろうか。
「僕が小さい頃にね、なんか有名らしい画家がやってきて、天井画を修復してくれたんだ」
　コニャの声が、静謐なる円蓋へと吸い込まれていく。
「まるで、魔法みたいだな、って思ったんだ。絵筆が触った部分から、人々が、世界が、息を吹き返していくんだもん」
　惚れ惚れとした眼差しをそうっと天井から引き戻し、それからコニャは、少しだけ照れ臭そうに笑った。
「実はね、煙突を掃除しおわったあとにさ、僕、煙突の内っ側の壁に煤で絵を描かくことにしてるんだ」
　そんなことをして大丈夫なのか。ウネンは少し心配になったものの、コニャの笑顔に水を差す気になれなくて、喉まで出かかった問いを呑み込みなおす。が。
「そんなことをしても大丈夫なのか？」
　ウネンの葛藤を、オーリが見事に蹴散らした。
「雨が降ったらすぐに消える位置を選んでるから、大丈夫だよ」
「そうか」
　オーリが小さく頷いた。
　コニャも、今度はオーリの頷きの意味を正しく受け止めることができたようだった。満面に笑みを浮かべて、得意げに胸を張る。
「僕の、秘密の天井画だよ」
　天井じゃないけど、と、自分で自分の言葉に付け足して、そうしてコニャは、悪戯っぽく片目をつぶってみせた。
「誰にも言わないでね。内緒だよ」
　
　仄かに赤みを増した空の下、ウネンとオーリはコニャと別れて帰途についた。
「あ……」
「どうした」
「杖の材料、買えなかったな……」
　ああ、と、抑揚のない相槌がオーリから返ってくる。
　ウネンは唇をきつく引き結んだ。口の中に溢れてきた苦いつばきを、やっとのことで嚥下する。
　家路につく人々で混み合う大通りを、二人は黙って歩き続けた。
　
　ウネンが炎の神の神庫ほくらを訪れてから、二日が経過した。
　昨日からしとしとと降り続いていた雨もようやく上がり、濡れそぼった世界が、雲間から顔を出した太陽の光を受けて眩いばかりに輝いている。九月に入ったとはいえまだまだ日差しは厳しく、路面から立ちのぼる湿気が、汗と混じり合って不快なことこの上もない。王城のひんやりとした部屋を恋しく思いながら、ウネンは地図を片手に大通りを進んでいた。



　ハラバルの使いで時計工房へと向かうウネンの横には、またしてもオーリの姿があった。まったく知らない人ではなく気心知れたオーリを護衛としてつけてもらえるのはとてもありがたかったが、同時にウネンは多大な申し訳なさも感じていた。
　そもそもウネンが町へ下りなければ、護衛などに貴重な人材を割く必要はないのだ。いっそ、ほとぼりが完全に冷めるまで、ウネンは王城に引き籠もっているべきなのかもしれない。ウネンはハラバルにそう進言したが、彼は「ふうむ」と顎をさすったのち、ゆるゆると頭を横に振った。
「このたび、厨房に新しく時計を設置することになったのですよ。普段ならば、親方に城までご足労願うところなのですが、急ぎの用向きを含みますゆえに、ここで彼に余計な負担をかけるわけにはまいりませぬ。そこであなたには、わたくしの書いた図面を持っていって、工房の親方にその図面の説明をしてもらいたいのです」
「図面、の、説明」
「ええ。ですから、誰を使いに出しても良い、とはまいりませぬ。生憎とわたくしには手が離せない用事がありますし、仮にわたくしが赴くとなれば、その際はおそらく護衛は一人では済みますまい」
　それはまったくそのとおりだ、と、ウネンは神妙な顔で頷いた。
「それに、彼は大変優秀な職人です。時計作りにおいて、王都で一番の腕前を持っていると言っても過言ではないでしょう。彼ならばそう遠くない未来に、自由に持ち運びのできる大きさの時計を作り上げることができるに違いありません。その工房を訪おとなうことは、きっとあなたのためにもなることでしょう」
　そんなわけで、二日も空けずにウネンは再びオーリとともに町ゆく人となったのだ。
　今回の目的地は職人街だ。ハラバルから渡された地図によると、大通りを中央広場まで行かずに三角かど手前で西に折れ、入り組んだ路地をしばらく進んだあたりに、木工を中心とした幾種もの工房が集まった区域があるということだった。
　風の無い蒸し暑い街路を、大小二つの影が黙々と歩く。
　前回の町行き以来、ウネンはずっと落ち着かない時を過ごしていた。
　オーリ達は一体この先どうするつもりなのか。尋ねてみようにも、オーリの普段の活動拠点は城の外郭で、ウネンと顔を合わす機会は殆ほとんど無い。そしてモウルはといえば、ウネンと同じ建物に居ることこそ多いが、ここしばらくやたら忙しそうで、日々の挨拶を交わすことすら覚束ない有様だったのだ。
　となれば、こうやってオーリと二人で町を歩いている今この時が、ウネンが彼を問い質す絶好の機会のはずだった。
　なのに、ウネンの口は、依然として貝のように固く閉ざされたままだった。
　ウネンには、自分が足手まといにしかならないという自覚が山ほどあった。腕っぷしは勿論、旅に必要な技能や生活力、そして何より路銀までもが圧倒的に不足している。こんな自分が、彼らに一体何を言おうというのだろうか。情けなさと口惜しさに、ウネンは、ただ奥歯を強く噛み締める。
　馬の乗り方を教えてくれるって言っていたのに。八つ当たりめいた泣き言を胸の中で呟きながら、ウネンは路地を歩き続けた。
　
　目的地である「ビリーク時計工房」の看板が見えてきたところで、ウネンは胸一杯に息を吸い込んだ。うじうじ悩むのはここまでだ。今からウネンは、王の補佐官の助手として、課せられた任務をきちんと遂行しなければならない。胸の奥にわだかまるもやもやとしたものをも吐き出すつもりで、ウネンは一気に息を絞り出す。
　よし、と、小さく一声、ウネンは気持ちを切り替えて工房の前に立った。
　
　時計工房の親方は、精密な作業をこなす職人というよりも、腕力をもって大斧を振り回す樵きこりといった風情の男だった。大柄でずんぐりとした体格に、顔面を覆う見事な髭。夜の森で出くわしたら十中八九熊と間違われるのではないだろうか。ハラバルから聞いていた「王都で一番の腕前を持つ時計職人」という評を思い出し、ウネンはついつい目をしばたたかせた。曰く、彼ならばそう遠くない未来に、自由に持ち運びのできる大きさの時計を作り上げることができるに違いない、と、ハラバルはそれほどまでにこの熊親方の腕を買っていたのだ。
　ウネンの話を聞いた親方は、三人の職人が黙々と作業台に向かっている工房の、一番奥まったところにある大きな机の上に、早速ウネンの持参した図面を広げた。ウネンの説明に合わせて該当箇所を指で指し示しては、真剣な表情で幾つもの質問を繰り出してくる。ウネンは、自分が使いに出された意味を何度も噛み締めながら、親方の疑問を一つずつ潰していった。
「ふむ。よく解りました。必ずや、皆さんのご期待にそえるものを作ってみせましょう」
　既存の部品や模型も交えての話し合いののち、親方が自信たっぷりに自分の胸を叩いた。
　よろしくお願いします、と応えてから、ウネンはハラバルから託ことづかっていた二つ目の要件を切り出した。
「あ、それと、もう一つ、ハラバル先生が、これを……」
　ウネンは、鞄から一通の封書を取り出した。「できればこの場でお返事をいただければ、とのことです」
　しっかりと糊付けされた封筒を怪訝そうに見やってから、親方は「読ませてもらいますよ」と、胸元のポケットから取り出した金属製の物差しで封を切った。
　ふむふむ、ふむん、と何度も頷きつつ手紙を読み進める親方を、ウネンは無言で見守る。この封筒に関しては、ウネンは、「このまま親方に手渡すように」としかハラバルから聞かされていなかったのだ。
　やがて親方は、「なるほどね」とにんまりと口角を引き上げた。それから、ウネンの頭のてっぺんからつま先までを、まじまじと見まわした。
「あのー、何か……？」
「あ、いや、失礼」
　ごほん、と咳払いをしてから、親方は髭面をくしゃくしゃにして笑った。
「お返事をする前に、少し待っていてもらえますかな？」
　不思議に思いつつも、ウネンは「はい」と頷いた。返事を持って帰らなければならない以上、待つ以外の選択肢は存在しないからだ。
　親方は、封書を手にせかせかと奥へと引っ込んでいった。
　待たされること、およそ半時間。工房の、自分が立つ位置から見える範囲をあらかた見尽くしてしまったウネンが、部屋の中をうろつきまわりたい欲求と必死で戦っていると、ようやく奥の扉があいて親方が姿を現した。
「『確かに承りました』とハラバル先生にお伝えください」
　そう言って親方は、満足そうな笑みとともに、大きな手をウネンに差し出した。
「なあに、大船に乗ったような気でお待ちいただけたら」
　
　親方と握手を交わして工房を出たウネンは、少し先まで道を進んでから、特大の溜め息をついた。
　横に並んだオーリが、もの問いたげにウネンを見下ろしてくる。
「緊張したー」
「堂々たるものだったがな」
　真っ向から投げかけられた褒め言葉に、ウネンは思わず目を丸くした。ややあって、じわじわと込み上げてくる嬉しさのままに、「そ、そうかな……」と頭をかく。
　と、気持ちが緩んだせいだろうか、ウネンの腹の虫が一際派手に空腹を主張した。
「腹が減ったか」
　他人事とばかりに問いかけてきたオーリの腹からも、負けず劣らずな音が鳴る。またたきの間視線を逸らし、それから再びウネンを見て、オーリがあらためて口を開いた。
「腹が減ったな」
「思ったよりも時間がかかっちゃったからなあ」
　ウネン達が時計工房にいる間に、時刻はとっくに昼を過ぎてしまっていた。親方や職人さんも、すきっ腹を抱えていたのだろうな、と、ウネンは今更のように申し訳なくなる。
「今から城に帰っても、たぶん昼飯は残っていないな……」
　そう呟いたオーリの表情は、本当に残念そうだった。ウネンはなんとか笑いをこらえ、殊更に涼しい顔を作ってみせる。
「朝に沢山食べたから、一食ぐらい抜いてもいいけどね」
「食え」
　驚くべき素早さで、オーリが言葉を返した。
「子供は、食わなきゃならん」
「もう十五だけど」
「生物学的にはまだ子供だ」
　生物学的、って一般的な言葉なのだろうか。ウネンが思わず考え込んだその時、聞き覚えのある声が頭上から降ってきた。
「おーい、ウネンー！　護衛さーん！」
　慌てて上に顔を向ければ、進行方向の左手にある二階建ての建物の屋根の上で、コニャが両手をぶんぶんと大きく振っているのが見えた。
「こんにちは、コニャ！　仕事中？」
　ウネンもコニャに向かって手を振り返した。
　コニャがいる建物は、どうやら集合住宅のようだった。ざっと見ただけでも六つの煙突が、土器色かわらけいろで葺かれた屋根から、所狭しと突き出ている。
「もう終わって片付けてるところ。あとは部屋の中で暖炉周りを綺麗にしてくるだけだよ！」
「お疲れさまー」
　ウネンのねぎらいに、コニャは嬉しそうに破顔して、それから、見ている者がはらはらするぐらいに屋根の端から身を乗り出してきた。
「あのさ、僕、お昼まだなんだけど、ウネン達は？」
「まだだよ。っていうか、落ちそうだよ、危ないよ！」
「じゃあさ、一緒に食べない？　急いで終わらせてくるから、ユウ先生のところで待っててよ。美味しい屋台を教えてあげる！」
「分かったから、もう少し後ろに下がってよ！」
「ウネンは心配性だなあ」
　おろおろと手を振るウネンを見て、コニャが悪戯っぽく笑う。
　ようやく姿勢を戻したコニャを見て、ウネンは大きく息をついた。と、同時に傍らからも同様な溜め息が降ってきたことに気がついて、ウネンは知らず頬を緩ませた。
　
　中央広場の代筆屋では、先日と同じカミルとカレルの兄弟と、コニャと同い年ぐらいの少年が、蝋板にたどたどしく文字を刻んでいた。
「でっかい、でっかい、って言うから、どんなにでかいのかと思ったら、フツーにでかいだけじゃないか」
　どうやら兄弟から噂を聞いていたらしく、少年は小生意気な表情でオーリを見上げ、「なあ、あんた強いの？　悪い奴切ったことあんの？　その剣、本物？　やっぱ重いの？　ちょっと持たせてよ。ちょっとだけでいいからさぁ、ほら」と、鉄筆を放り出して迫ってくる。
「はいはい、お客さんが来たから、君達は外に出てね」
　ユウが大きく手を打ち鳴らして、そうしてウネンとオーリを招き入れた。二人とも、今度ばかりは遠慮することなく素直にユウの言葉に従う。
「ちょっとぐらい触らせてくれてもいいじゃんかよー、ドケチ」
　唇を尖らせ文句を言いつつも、少年は蝋板を持って外に出た。恨めしそうにオーリを振り返っては、「俺だって大人になればでかくなるんだかんな」とぶつくさ呟いている。
「ベンはでっかくないよ」
「大人になったら、って言ってるだろ」
「でっかくないよね」
「だから、人の話を聞けよ！」
　子供達はひとしきり大騒ぎを繰り広げたのち、誰とはなしに店の前に落ちる庇の影の中に座り込み、やがて真剣な表情で文字の練習を再開した。
　
「遅いですねえ……」
　代筆屋に来てそろそろ一時間が経つというのに、コニャが姿を見せる気配は一向になかった。ユウは何度も席を立っては、きょろきょろと広場を見まわしている。
「ご飯が遅くなってしまいますね……」
「大丈夫ですよ」
「いや、あまり遅くなっては、夕飯に障りますからね」
　ユウがあまりにも心配そうに眉を寄せるものだから、ウネンは、どうってことはない、とばかりに軽く肩をすくめてみせた。
「食べられなかった時は、食べられなかった時で……」
「食え」
「食べましょう」
　ウネンの言葉が終わりきらないうちに、オーリとユウが声を揃えて反撃した。互いに顔を見合わせて、そこで恐縮し合うかと思いきや、二人は大きく頷き合い、揃ってウネンのほうに向き直る。
「子供は食べなきゃだめです。身体をつくるためにしっかりと栄養をとらなければなりません。きちんと食べましょう」
「ほらみろ」
　ぐうの音も出せずに、ウネンは身を小さくして、「はい」と返事をした。
「コニャには私からきちんと伝えておきますから、お二人はさっさとお昼を食べに行ってください」
「……はい」
　
　ウネンとオーリは、広場の端のほうに出ていた屋台で羊肉の串焼きを食べた。肉そのものは少々噛み応えがあったが、タレの味も焼き加減も絶妙で、空腹であることを差っ引いても充分にお釣りがくるほど美味かった。
　食事を終えてユウの店に戻っても、コニャはまだ姿を現してはいなかった。ウネンは、次の機会を楽しみにしている旨のコニャへの言伝をユウに頼み、代筆屋をあとにした。
　
　ハラバルに時計工房の親方の回答を伝え、机仕事に戻ったウネンは、現実から目を背けるようにして手元の作業に没頭した。悩んでも仕方のないことは悩むだけ無駄というものだ、と自らに言い聞かせて。
　城に帰るのが遅くなった分、仕事を優先したいから、と、ウネンは夕食を作業部屋に運び出し、一人きりで食事をとった。ウネン自身、自分が拗ねているという自覚は多分にあったが、拗ねることぐらいしかできないんだから拗ねさせろ、という自暴自棄な気持ちが、今は何よりも強かった。思考停止ほど愚かしいものはない、と、頭では解っていたのだが。
　
　時計の針が午後七時を過ぎた頃、部屋の扉が控えめに叩かれた。
　夕食の食器を下げ忘れていたことに気がついて、ウネンは慌てて扉をあけた。開口一番、「すみません、今、返しに行きます！」と詫びを入れる。
　使用人頭が、苦笑を浮かべて首を横に振った。
「ああ、食器はいいんですよ。あとで誰かに取りに来させます。私がまいりましたのは、ウネンさんにお客様がお見えになったとお知らせするためですので」
　
　自分を訪ねてきた人物の名前を聞いて、ウネンは眉を曇らせた。あとからあとから込み上げてくる嫌な予感を必死で呑みくだしながら、客人が待つという第二城門へと向かう。
　王城の内郭と外郭とを繋ぐ大きな門の、篝火に照らされた一画。門番の横に立つユウの不安そうな様子を見て、ウネンは心臓が縮み上がる思いがした。
　果たして、ユウはウネンの姿を認めるなり悲痛な声を上げた。「コニャが帰ってこないんです！」と。
「あれから私の店にも一度も姿を現さなくて、どうしたんだろうな、と気にはしていたのですが、晩課の鐘（午後六時の鐘）の少し前に、コニャのお母上が、コニャを知らないか、とお見えになって……」
　あちこち走り回っていたのであろう、ユウの前髪は、汗で額にべったりと貼りついてしまっていた。
「午後に煙突掃除が一件入っていたらしいのですが、どうやらそちらにも顔を出していないようで……。それで、お父上と二人で、今、心当たりを捜し回っているところなのですが、どうにも埒が明かず……。ウネンさんは、何かご存じないですか？」



　まさかの想像が見事に的中してしまった衝撃で、ウネンはすぐには言葉を返すことができなかった。そして同時に湧き起こる、途轍もなく大きな自責の念。コニャがユウの店になかなか現れなかった時点で彼を捜しに行っておれば、こんなことにはならなかったかもしれない、と。
「ぼくと会った時にコニャが掃除していた家には……？」
「それが、あの子は、まだそういった記録をつけていなくて……。午後の仕事についても、先方さんが怒鳴り込んできて初めて分かったらしく……」
「分かりました。じゃあ、ぼくは、コニャがお昼に掃除していた家を探して、話を聞いてみます。何か分かれば、ユウさんのお店に行けばいいですか？」
「そうですね。私がいなくとも、たぶん誰かが詰めていると思いますので、お願いします」
　
　再び捜索へ戻るユウと別れ、ウネンは主館へと走って帰った。走りながら、ハラバルが居そうな場所を幾つか思い描えがくと同時に、どうやって外出許可を求めようか思案する。
　玄関扉を押し開いた途端、目の前にハラバルが立っているのを見て、ウネンは目を丸くした。
　何事ですかと問われるよりも先に、ウネンは半ば反射的に、来客の理由と今日の午後の出来事とをかいつまんでハラバルに話していた。
「現時点で、彼を最後に見たと思われる人間を探し出せるのは、ぼくだけなんです。どうかぼくを行かせてください！」
　息を継ぐのすらもどかしい気持ちで、ウネンは一気に語り終えた。
　射るような眼差しでウネンの話を聞いていたハラバルは、ほんの刹那、満足そうな笑みを口元にのぼして、そうして「いいでしょう」と力強く頷いた。
「すぐにでも出かけるつもりですね？　では、護衛をつけに、わたくしも下へ、騎士館へ参りましょう。そのほうが時間が節約できます」
「ありがとうございます！」
「時刻が時刻ですから、護衛は複数用意したほうがいいですね」
「えっ、そこまで皆さんのお手を煩わせるわけには……」
　ハラバルと二人、早足で外郭へと向かう道すがら、ウネンは恐縮して声を上ずらせる。
　ハラバルが、ふふ、と微笑を洩らした。
「おそらく、既に待ち構えていると思われますが、ね」
　言葉の意味を問い質す間もなく、ウネンの目は、騎士館の前に二つの人影を見つけていた。
　オーリとモウルが、そこに立っていた。
　
「あんな大騒ぎ、聞くなって言われても聞こえるでしょ」
　夜のしじまに、人を小馬鹿にしたようなモウルの声が吸い込まれていく。昼間は賑やかだった大通りも大半の商店が鎧戸を閉め、食堂つきの宿屋や酒場といった店だけが、ぽつりぽつりと街路に灯りを落としているのみだ。
「そんなに騒いだつもりはなかったんだけど」
「王都に来たばかりなはずの『おチビ先生』に、夜になって血相を変えた男が押しかけてくる、ってだけで、君が騒ごうが騒ぐまいが『大騒ぎ』になるんだよ」
　ああー、と溜め息をつきながら、ウネンは角を西に曲がった。カンテラが投げかける狭い視界の中に、昼間に通った職人街への路地が浮かび上がってくる。
「そんなわけでさ、このところ色々あってちょっと鬱憤が溜まってたから、丁度いい気分転換だな、って思ってね」
「気分転換」
「気分転換」
　ウネンとオーリが相次いで非難がましく復唱するのを聞いて、モウルが「ああもう」と息を吐いた。
「別に、僕はこの状況を面白がっているわけじゃないからね。行方不明の少年のことはとても痛ましく思っているし、彼を捜すのに協力は惜しまないつもりだ」
　珍しくも真顔でそう宣言してから、モウルはがくりと肩を落とした。そうして、「なんだよ、二人して僕一人仲間外れにしてさ」と、これ見よがしに嘆息した。
　
　まだ月の出ていない真っ暗な空に、幾つもの煙突を生やした屋根が黒々とそびえ立っている。件くだんの集合住宅の前で、ウネンとオーリは同時に唸り声を漏らした。
「コニャがいたのは、あの一番端の煙突の上側だったんだけど」
「俺達に声をかけるためにあそこまで移動した可能性がある」
　コニャがどの部屋の仕事を受けていたのか見当すらつけられないことに、二人はあらためて気がついたのだ。
「掃除用具とかさ、そういうものが置かれていた場所とか、見てなかったわけ？」
「見える範囲には何もなかったよ」
「ってことは、棟を挟んだ屋根の向こう側の煙突だった、ってことか……」
「屋根のこちら側でも、煙突の陰にあれば見えないだろう」
「オーリ、君さ、『見えないだろう』って偉そうに言うだけじゃなくて、もう少し何か前向きな情報をだね……」
「片っ端から部屋を訪ねて訊いていけばいい」
　きっぱりと言い切ったウネンを、オーリとモウルが意外そうな表情で見やった。
「オーリやモウルがいたら、相手が必要以上に構えてしまいそうだから、二人は少し離れたところで待ってて。ぼくが訊いてまわるから」
　聞き込み先を少しでも絞り込めたら、とは思ったが、無理ならば仕方がない。ウネンは腹を括って唇を引き結んだ。持っていたカンテラをモウルに手渡し、あらためて建物を仰ぎ見る。
　この集合住宅は、背割り長屋といわれる形式のものだった。狭いながらも二つの階を有する住居が、路地に面して六軒、背中合わせに奥に六軒、互いに壁を共有するかたちで寄り集まっている。
　ウネンは大きく深呼吸をすると、一番手前の家の呼び鈴に手をかけた。
　
「変だ」
　集合住宅の脇、共用の洗い場の前までやってきたところで、ウネンは溜めていた言葉を吐き出した。
「ああ、変だな」
　すぐ後に続くオーリの声も、心なしかこわばっている。
　モウルが溜め息とともにカンテラの覆いを外し、三人の姿が闇の中に浮かび上がった。
「『抜け』があったんじゃないの？　留守の家は？　聞き間違いの可能性は？」
「十二軒全てに人がいたし、全員がはっきりと答えてくれたよ。『煙突掃除屋なんて頼んでいない』って」
　あらためての報告ののち、ウネンは奥歯を噛み締めた。
「その少年がここのどこかの煙突を掃除していたのは、間違いないんだよね」
　モウルの問いに、ウネンもオーリも声を揃えて、是、と答える。
「ってことは、煙突掃除屋を頼んだ人間は、その事実を隠したく思ってる、ってわけだ」
「つまり、コニャの行方が分からなくなったことに、その人が関わっているってこと？」
「何か知っている可能性は、非常に高いと思うね」
　静かな声でモウルが言い切った。その横で、オーリが盛大に舌打ちをする。
「まさか、ここで嘘をつかれるなんて思っていなかったから、相手の表情とか、そこまで注意して見てなかったよ……」
　おのれの不甲斐なさに、ウネンは唇を噛んだ。何か、何か手掛かりはないだろうか、と、必死で記憶を掘り返す。
　と、脳裏を走り抜けた一筋の閃光が、二日前のコニャの笑顔を浮かび上がらせた。
「煙突画だ」
　ウネンとオーリの口から、同時に同じ言葉が飛び出した。
「は？　エントツガ？」
「あの時コニャは、後片付けをしているところだって言っていた。きっと、もう煙突画を描かいたあとだったんじゃないかな」
「もしもそうなら、立派な手がかりになるな」
「今朝まで雨が降っていたし、言い訳のしようがないよね」
「だから、なんなの、その煙突画って」
　不機嫌そうに眉をひそめるモウルに、ウネンは、コニャが煙突掃除のあとに煤で絵を描かく趣味があるということを説明した。もしもコニャが今回も煙突画を残していれば、彼が掃除した煙突を特定することができるだろう、とも。
　ひととおり話を聞き終えたモウルは、「なるほどね」と頷いた。それから、懐に手を突っ込んでごそごそと何かを探したのち、オーリの手にその小さな何かを握らせた。
「灯火の呪符だと点けたり消したりができないし、勿体無いからね」
「俺が行くのか」
「だって、僕、屋根になんてのぼれないし」
　はあ、と大きな溜め息を吐き出して、オーリが腰の長剣を剣帯ごと外した。潔く靴も脱ぎ革足袋かわたびのみになると、腰にさげていた縄の束を手に取り、片方の先に鉤かぎを結わえる。
　共用の洗い場や便所に面した建物の側面には、窓や扉といった開口部は一つも無かった。建物の正面や裏側と同じく、一階部分の壁はレンガを積んで造られており、二階部分は漆喰で固めた半木骨造もっこつぞうの壁となっている。
「音消しを頼む」
「了解」
　モウルがカンテラの覆いを閉じた。再び訪れた闇の中、オーリは鉤のついた縄を勢いをつけて屋根の上へと投げつけた。
　ウネンの耳が〈囁き〉を捉える。モウルが何か魔術を使ったのだ。
　一切の物音を立てることなく、縄が屋根の上に固定された。
　オーリは、指の動きを確かめるかのように両手を数度握りしめては開き、そうして屋根から垂れさがる縄をしっかりと掴んだ。鋭く短く息を吐き出して、縄を頼りに壁面をのぼっていく。
　オーリの姿が屋根の上に消えるや、ウネンは建物の正面側へと飛び出した。
　星空を切りとる屋根の影を見上げれば、一番左側の煙突の縁ふちが、そして煙突を覗き込むオーリの顔が、ぼんやりと淡く光っているのが見えた。
　ウネンが息を詰めて見守る中、光はほどなく消え、幽かな人影が屋根伝いに隣の煙突へと向かう。
　再び、煙突の中に光が灯った。
　暗い夜空を背景に、仄かな橙色の光が揺らぐ。この色味は、前にウネンが見た魔術の灯火とは違う。蝋燭や松明と同じ、有機物が燃焼している炎の色。
　まばたきする間すら惜しんで、ウネンは光を凝視した。
　灯りはしばらくしてまたスッと消え、三軒目の煙突でまた灯る。
　火打ち石の音が一切聞こえてこないのは、音消しの術とやらのせいかもしれなかった。だが、あんな足場が不安定な場所で、しかも一瞬の間に、オーリは何にどうやって火を起こしているというのだろうか。
　三度みたび炎が消え、影は今度は来た道を帰り始めた。
　ウネンは慌てて先刻の洗い場の前へと戻った。モウルと合流したところで、オーリが縄をつたってするすると地面におりてくる。
「表側の、三つ目の家だ。煙突の内側に、鳥の絵があった」
　淡々とした口調とは裏腹に、燃えるような瞳でオーリが剣を手に取った。
　
　回収した鉤縄とカンテラとを洗い場の前に置いておき、三人は建物の角から、表側を窺った。
「この暑いのに、ご丁寧にも鎧戸の内側に板を貼っているみたいだね……」
　風を使おうと試みたのだろう、〈囁き〉を振り撒くとともにモウルが舌打ちをする。
「閉め切られてしまうと、色々と面倒臭いんだよなあ……」
　煙突からならいけるかな、とつぶやいたのち、モウルがそっと目を閉じた。
　いつになく躊躇いがちな〈囁き〉が、ウネンの胸を震わせた。まるで朔月の森を歩くように。身体の前に手を伸ばし、足先で地面を探りながら、慎重に、慎重に進みゆくように……。
「『お前が余計なモノを見つけるから悪いんだぜ』」
　目をつむったままのモウルの口から、彼らしからぬ台詞が飛び出した。
「二階だ。足音が二人分。いや、もう一人。……『諦めろ坊主』……『お友達も帰っちまったことだし』ああもう、うろうろ動きまわるなよ落ち着きのない。声が拾えないじゃないか」
　コニャがいたのか、彼は無事なのか。質問しようとしたウネンの肩を、オーリがそっと後ろに引いた。そうして彼は、人差し指を自分の唇に当てる。
　ウネンはすんでのところで声を呑み込んだ。
「唸り声。たぶん子供の唸り声。『これだけ元気なら、そこそこ高く売れ』あっ、こら、待て……！」
　聞くに堪えない罵倒語を小声で連発しながら、モウルが目をあけた。
　間髪を入れず、オーリが「子供は無事か」と問う。
「あいつら、『隙間風がうるさい』とか言って、暖炉か窓の隙間かを更に何かで塞ぎやがった」
「で、子供は無事なのか？」
「ああ、生きている。猿轡か何か噛まされているみたいだけど」
「行くか」
　剣の柄つかに手をやって、オーリが建物の表に出ようとする。
　モウルが慌ててその行く手を塞いだ。
「最後まで人の話を聞けよ。いいか、敵は三人。現状、全員が少年と同じ二階にいる。君が突撃をかける前に彼らの注意を階下に引きつけなければ、少年は今以上の危険に晒されることになる」
「お前がなんとかするんだろう？」
　この世の真理を口にするような調子で、オーリがモウルに語りかける。
　モウルはほんの一瞬目を見開いて、それから小さく肩をすくめた。
「もともとこの形式の住宅は風通しが悪いんだ。三方が壁に囲まれているからね。その貴重な開口部を閉め切られてしまうと、あんな狭い空間では僕の術は充分にちからを発揮できない。奇襲は無理だ」
「扉をあけさせればいいんだな」
　合点した、と頷くオーリを、モウルがまたも慌てて押しとどめた。
「だから最後まで聞けって。悪事を行っている真っ最中の奴が、剣を携えた体格のいい厳つい顔の男の訪問を受けたら、これ以上は無いというぐらいに警戒するに決まってるだろ」
「だが、扉はあくぞ」
「魔術は万能じゃないんだってば。少年の位置が正確に分からない状態だと、大した術は使えない」
「じゃあ、どうすればいいんだ」
　オーリの眉間の皺が、一際深くなる。
　ウネンは、胸一杯に息を吸い込んだ。
「そこで、ぼくの出番なんでしょ」
　オーリが驚きの表情でウネンを振り返る。
　モウルが、満足そうに目を細めた。
　
　紐を引けば、呼び鈴が鳴る音が扉の向こうから幽かに聞こえてくる。
　ウネンは、耳をそばだてた。
　中の人間が玄関先へと近づいてくる気配は感じられない。
　もう一度呼び鈴を鳴らす代わりに、ウネンは扉をノックした。オーリやモウルが普通に叩くだけでは望めない、軽い音、低い位置。更に「あのー、すみませーん」と子供っぽい口調の呼び声もつけて。
　ややあって、かったるそうな重い足音が、階段を下りてくるのが聞こえてきた。
「なんだ、またお前か。煙突掃除屋なんて知らねえって言っただろ」
　扉が細く開ひらき、先刻の聞き込みでも応対してくれた背の低い男が燭台を手に顔を出した。



　獣脂の焼ける臭いがウネンの顔面を舐める。
　さあ、ここからが正念場だ。三人の敵のうち、可能ならば全員、少なくとも二人を一階まで引きずりおろさねばならない。ウネンは大きく息を吸い込むと、少し大げさに頬を膨らませてみせた。
「たまたまおっちゃんが知らないだけで、おっちゃんの留守中に誰か家族の人が頼んだんじゃないの？　だって、雑巾が引っかかってるの、あれ、この家の煙突でしょ？」
　今にも扉を閉めようとしていた男が、覿面てきめんに動きを止めた。
「雑巾？」
「よく見たら、この家の煙突の横っちょに、雑巾が引っかかってるんだよ」
「嘘つけ」
「嘘だと思うなら見てみてよ」
　屋根の上を指差すウネンの動きにつられるようにして、男が扉の隙間から上半身を乗り出してきた。
「そんなもん、見えねえぞ」
「そこから煙突が見えるわけないじゃん。道のあっち側までいかなきゃ」
　むう、と男が唸り声を漏らした時、部屋の中、上のほうから「一体何の騒ぎだ」との声が降ってきた。
「さっきのガキが、煙突に雑巾が引っかかってるとか言うんだよ……」
「なんだって？」
　ここぞとばかりに、ウネンは声を張り上げた。奥の男にも聞こえるように。
「絶対、あれ、雑巾だってば！　それもコニャが使ってたやつ！　やっぱり掃除しにここに来たんだよ！」
「分かったから、静かにしやがれ。ぶっとばすぞ」
　そうウネンに凄んでみせて、それから男は少しだけ遠慮がちに奥に向かって声をかけた。
「なあ兄貴、ちょっと俺、見てくるわ」
「仕方ねえな」
　重い足音が階段を下りてくる。ほどなく、忌々しそうに口元を歪めた顎髭の男が、蝋燭の灯りの中に姿を現した。
　ウネンの応対をしていた男が、髭の男に燭台を手渡した。髭の男は手渡された灯りを少し後ろの棚の上に置くと、最初の男を押し出すようにして戸口に立つ。ようやく外へ出てきた男は、面倒臭ぇと悪態をつきながら、そのまま小走りで路地の向かい側へ向かった。
　ウネンは、視線を家のほうへと戻した。
　髭の男が、扉の隙間を塞ぐようにして立っていた。油断のならない目つきで、ウネンを、そして家の周囲を、くまなく警戒している。
　ウネンは奥歯を噛み締めた。まだだ、まだもう一押し必要だ、と。
「何も見えねえぞ。気のせいだ、気のせい」
　道を渡った男が、肩をすくめながら戻ってきた。
「嘘だぁ！　おっちゃん、目ぇ悪いんじゃないの？　絶対にあるってば！」
「勝手に言っとけ。さあ、帰った帰った」
　家の中へ入ろうとする男の前に、ウネンは「それならさ」と立ち塞がった。
「今から兄ちゃんを呼んでくるから、屋根にのぼらせてもらってもいい？　雑巾があるのか無いのか、ちょろっと確かめてもらうことにするよ」
「兄ちゃん？」
「うん。ぼくんちの隣に住んでる、自警団の……」
　自警団、という言葉を聞くなり、髭の男がウネンの腕を掴んだ。そのまま物凄い力で、ウネンを家の中へと引っ張り込む。
「仕方ねえ。ガキ一匹、追加だ！」
　おうよ、と、もう一人が、見事な連携で玄関の扉を閉めた。
　だが、ウネンが密かに石を噛ませた扉は、きっちりと閉まりきることができずに、与えられた力を弾き返す。
　次の瞬間、塊となって吹き込んできた風が、握りを持つ男ごと扉を跳ねあけた。
　扉によって壁に叩きつけられた男が、苦悶の声を漏らしてその場に崩れ落ちる。
　声ならぬ〈囁き〉が乱舞する中、ウネンは一瞬の隙を突いて髭男の手を振り払った。そしてそのまま、思いっきり低く身を沈める。
「な、なんだ、このクソガキ、何を――」
　言葉半ばにして、髭男が突風に吹き飛ばされた。前方の階段脇の壁へ、派手な音とともにぶち当たる。
　しかし髭男は、憤怒の表情を浮かべると即座に身を起こした。ウネンが体勢を立て直すよりも早く彼女の襟元を捕まえ、「てめえの仕業か！」とこぶしを固める。
　蝋燭の灯りに銀色が閃いたかと思えば、ウネンは自由を取り戻した。
　髭男が、呻き声をあげて床にうずくまった。押さえた左腕からしたたる鮮やかな赤が、薄汚れた床の上に幾つもの花を咲かせてゆく。
　その前に立つは、剣を手に、凄まじいまでの殺気を身に纏った、オーリ。
「おい、ガキ相手に何を騒いでんだよ」
　三人目が、苛いら立たしげな声とともに階段を下りてきた。「んなもん、二、三発殴りゃあ、すぐにおとなしくなるだろうが」
　すかさずオーリが、大股で段を駆け上がる。
　ほどなく上のほうから、なんとも情けない悲鳴が聞こえてきた。
　ウネンは、暗い階段を慎重にのぼっていった。最後の段で一旦足を止め、おそるおそる二階を覗き込む。
　ランプの灯りに照らされた部屋の反対側、血濡れた切っ先を前に、土下座をして命乞いをする男が一人。
　そして狭い部屋の中央では、両手両足を縄で縛られ猿轡を噛まされたコニャが、水揚げされたばかりの魚のようにじたばたと床の上で跳ねていた。
　
　背割り長屋のその部屋で、煙突掃除の仕上げとして暖炉周りに飛び散った煤やごみを片付けていて、偶然コニャは見つけてしまったのだという。煙棚の奥に隠してあった、幾つもの宝石が入った革袋を。
　煙道に直接腕を差し入れ煙棚の上を雑巾で拭いていたコニャは、手に触れた何かを、煙突から落ちたごみと思って素直に引っ張り出した。子供のおもちゃか何かかな、と、躊躇なく中身を手のひらに空け、予想もしていなかった眩い煌めきを目にして息を呑んだ瞬間、コニャは髭の男に腕をねじりあげられた。
「こいつを見られたからには、生きて帰すわけにはいかねえな」
　どうやらその宝石は、どこかから盗んできたものらしかった。誰にも言わないから見逃してほしい、と必死になって訴えるコニャを、男達は容赦なく縄で縛りあげた。
　コニャにとって唯一の救いは、彼らが金銭に対して非常に貪欲であったことだった。夜が更けたら人買いのところに連れていこう、と彼らが話しているのを聞き、コニャは暴れるのをやめた。きっとどこかで逃げ出す機会が訪れると信じて、その時のために体力を温存することにしたのだ。
　そして、救いの手は訪れた。
　身体の自由を取り戻したコニャは、ウネンに、それからオーリに飛びつき、鼻をすすりながら何度もお礼の言葉を繰り返した。
　
　大騒ぎを聞きつけて、近所の人々が家の周りに集まり始めた。
　隣の家の奥さんが、コニャに水をふるまってくれた。ご主人のほうは、自警団を呼びに行ってくれるらしい。
　縄でぐるぐる巻きにされた三人組と自警団の相手をオーリに任せ、ウネンとモウルでコニャの無事をユウの店へ知らせることにした。
　終課の鐘（午後九時の鐘）も過ぎ、完全なる闇に沈んだ中央広場では、代筆屋だけが煌々と灯りを辺りに振り撒いていた。
　たまたま店に戻っていたユウは、コニャの無事を目を潤ませて喜んだ。留守番を買ってでた隣の修繕屋の店主に、コニャを捜して町中を走り回っている彼の父親あての伝言を託し、ユウ自身は、乳飲み子を抱えて身動きが取れない母親に息子の無事を知らせに行ってから、コニャを迎えに行くという。
　一足先に件くだんの長屋の前まで戻ってきたウネンとモウルに、オーリが現在の状況を報告した。
　コニャは、引き続き隣の夫婦が手厚く保護してくれている。問題の三人組は、つい先ほど自警団の面々がしょっ引いていったとのことだった。
「城に帰るのは、親か代筆屋にあの少年を無事引き渡してからだな」
　ふう、と、モウルが溜め息をつく。
　ウネンは、今一度モウルとオーリを順に見つめ、あらためて心からの礼を言った。
「本当に、コニャが助かったのは二人のお陰だよ。一緒に来てくれてありがとう」
　いえいえどういたしまして、という、いつもの飄々とした台詞が返ってくるかと思いきや、さっき代筆屋で見せた愛想のよい受け答えはどこへやら、モウルは思いっきり不機嫌そうな表情でウネンを下目にねめつけた。
「髭とチビの二人を玄関口まで引っ張り出せた時点で、君の任務は成功だったはずだ。どうしてすぐに合図をしなかった」
　代筆屋への行き帰りにモウルの口数が少なかったのは、疲れていたからではなく機嫌が悪かったせいだったのだ。ウネンは慌てて、自分がモウルの作戦どおりに動かなかった理由を説明し始めた。
「だって、あの髭男、本当に油断ならない感じだったんだよ」
　最初に玄関口に出てきた背の低い男とは違い、髭の男は、ウネンの姿を見てもまったく警戒を解く様子がなかった。
「彼らと扉や壁の位置とを考えたら、たぶんモウルの第一撃で髭男は倒しきれない。二撃目が来る前に、きっと髭男は二階に襲撃を知らせるだろう。でも、彼の注意をぼくに引きつけることができたら、ほんの僅かでも時間が稼げると思ったんだ」
　ウネンの話を聞いて、モウルが「ああ」と息を吐いた。「なるほどね」と額を押さえ、溜め息をつく。
　矛先を収めるモウルと入れ替わるようにして、今度はオーリが苦々しげに口を開いた。
「だが、無茶が過ぎる」
「オーリとモウルなら、なんとかしてくれると思ったから」
「丸投げか」
「そんなんじゃない」
　ウネンは、きっとオーリを睨み返した。
「ぼくが最善を尽くすように、オーリとモウルも最善を尽くしてくれると思ったんだ」
　オーリが「最善」と小さく呟く。
　ウネンは力一杯首を縦に振った。
「オーリ達の『最善』が、あんなしょうもない悪党相手に後れをとるはずがない。だからこそ、ぼくも自分の『最善』を為さなければ、って思ったんだ」
　ウネンがきっぱりと言い切るのを聞いて、オーリとモウルが揃って息を呑む。
　沈黙が降り積む暗い路地を、一陣の清すがしい風が吹き抜けてゆく……。
「おーい、護衛さーん」
　コニャを見ていてくれている部屋の扉の前に、そこのご主人ともう一人が立っていた。
「自警団の人が、ちょっと訊きたいことがあるんだそうだ」
　ご主人の声に、オーリは即座に長屋へと踵きびすを返した。が、何を思い出したか、再びウネン達のほうへ戻ってくると、「返すぞ」とモウルの手に何かを握らせ、またすぐに背を向ける。
「え、ちょっと」
　モウルの上ずった声とともに、銀色が彼の手のひらから零れ落ちた。
　ウネンの意識が、一瞬にして視覚に乗っ取られた。全てを忘れ、ウネンは銀の軌跡を目で追った。
　モウルが受け取り損ねたそ・れ・は、金属質な音を響かせて、ウネンの足元へと転がってくる。
　モウルが、しまった、という表情になった。珍しくも血相を変えて、そ・れ・を拾おうと手を伸ばす。
　だが、ウネンの手が一息早くそれを掴み取った。
　それは手のひらよりも一回り小さな、平たい直方体をした金属の塊だった。いや、塊ではなく、小物入れの類いなのかもしれない。長辺を二対三に分けるようにして入っている切れ目は、蓋の縁ふちのように見える。
　ツンと鼻をつく刺激臭を感じたと思う間もなく、ウネンの中で、〈囁き〉が、はぜた。
　モウルが短い悲鳴をあげ、頭を押さえてその場にうずくまった。
「くそっ、『見られる』のも駄目なのかよ！」
　モウルの喉から発せられる血を吐くような唸り声が、ウネンの身体を縛りつける。頭を抱えて苦しむモウルを、ウネンは身動き一つすることができずに、ただ見つめ続けるのみ。
　ふ、と至近距離にオーリの気配を感じると同時に、ウネンの視界がそっと塞がれた。
「すまない。何も見なかったことにしてくれ」
　目元を覆うのは手のひらだろうか。ごつごつとした肌の感触が、ウネンの瞼を包み込む。触れられたところからじんわりと伝わってくる、オーリの体温。全てを覆い隠す、温かい、闇。
「訊かないでくれ。今は、何も」
　オーリのもう一方の手が、ウネンの手から銀色の何かをもぎ取った。
　先刻の鼻をつく臭いが再度微かにウネンの鼻腔をくすぐった。かつて旅の途中の荒野で見かけた、「燃える水」とよく似た臭い。「これを精製すれば、菜種油よりも効率の良い燃料が作れるんだけどね」と、その時ヘレーは語っていた。そうすれば、炎の魔術師じゃなくったって、まばたきの間に火を灯せることができるようになるんだよ、と……。
「大丈夫か」
「ああ。なんとか、ね」
　荒い息を繰り返すモウルが、かすれた声でそう答えるのが聞こえた。
　闇にたゆたいながら、ウネンは昔を思い出していた。かつてイェゼロの森で、ヘレーに勉強を教わっていた時のことを。授業に熱が入った時、ヘレーはしばしば痛みをこらえるかのように頭を押さえ、そうして静かな声で「仕方がない。言い方を変えよう」と呟いていた。
　二箇月半前にも同じようなことがあった。城の櫓塔の上、ウネンが二人に自分の過去を告白したあの晩、オーリも何かを言いかけたのち、頭を押さえて黙り込んでいた。
　間違いない、と、ウネンは唇を噛んだ。
　何か、が、彼らを縛っている。それは、彼らの「里」に関わっているものなのだろう。
「世間一般の常識」を超えた知識を保有する、里。ヘレーはそこから逃げてきた。門外不出の「秘伝の書」とやらを持ち出して。
　オーリがウネンの目隠しを外した。
　ウネンの眼前で、ゆっくりと世界が輪郭を取り戻し始める。
　オーリとモウルが、ウネンからそっと顔を背けた。
　
　ウネンの知るヘレーは、規律や約束事を軽んじる人間ではない。どういう理由かは知らないが、彼が追われる身になったのには、やむにやまれぬ状況や事情があったはずだ。
　オーリ達の、「ヘレーを糾弾するためではなく、どちらかと言えば弁明を聞くために追っている」との発言は、少なくとも彼らは、ヘレーの「罪」について弁明の余地があると考えていることを示している。そもそも、その罪が誤解だったり濡れ衣だったりする可能性だってあるかもしれない。
　ヘレーの手助けをしたい。そうウネンは強く思った。ヘレーが里を出たのは十五年前とのことだった。そして、ウネンが彼に拾われたのが十年前。ヘレーが追われる身となってから、ウネンが一番彼と長い時間をともに過ごしたことになる。きっと何かヘレーの力になれることがあるはずだ。
　コニャを救出した次の朝早く、ウネンは主館の裏にオーリとモウルを呼び出した。
「話って、何？」



　いつになく冷ややかな口調で、モウルが問う。
　口の中に溢れてきた唾を、ウネンはごくりと嚥下した。
「二人とも、ヘレーさんを追いかけてラシュリーデンへ行くんだよね」
　沈黙が、何よりも雄弁に答えを返してくる。
　ウネンは、胸一杯に息を吸い込んだ。
「ぼくも一緒にヘレーさんを捜しに行きたい」
　微動だにしない二人を前に、ウネンはありったけの勇気を振り絞って、言葉を継ぐ。
「ぼくは、無力で、非力だ。今のままじゃ、とても一人で旅なんてできない。でも、今を逃したら、たぶんヘレーさんとは一生会えないような気がする」
　ともすれば震えそうになる声に力を込めながら、ウネンは二人を交互に見つめた。
「だから、オーリやモウルと一緒に行くことを許してほしい。極力、二人の負担にはならないようにするつもりだけど、それでも道中、二人には沢山ちからを借りることになると思う。その代わり、ぼくにもできることがあれば、それを全部ぼくに押しつけてくれて構わない。足りない分は、時間がかかると思うけど絶対返す。だから……」
　パチパチと手が打ち鳴らされる音を聞き、ウネンはいつの間にか自分が俯いてしまっていたことに気がついた。
　おそるおそる顔を上げれば、得意げな笑みを口元に浮かべたモウルが、軽かるらかに拍手をしている。
「合格だね」
「ああ」
　頷き合う二人を前に、ウネンは思わずまばたきを繰り返した。
「へ？」
「『連れていって』でも、まあ、良しとするつもりだったんだけど、『一緒に行くことを許してほしい』か。君の覚悟、確かに受け取ったよ」
　そう言って、モウルが再度、にやりと微笑んだ。
「覚悟？　って？　え？」
「果たして君が、しっかりと自分の足で立って歩くことができるのか、ちょっと試させてもらってたのさ」
「ぼくが？　ぼくの足で？　立って歩く……？」
　モウルの言葉の意味がようやく頭に染みとおってきて、ウネンは大きく息を呑んだ。モウル達は、ウネンが自分から意思表示をするのを待っていたのだ。誰に言われたからではなく、ウネン自身が。どうしたいのかを、そしてどうしてほしいのかを、はっきりと口にするのを待っていたのだ。
　ウネンはおずおずと二人に向かって問いかけた。
「一緒に行ってもいいの？」
「勿論」
「お前がいてくれたほうが、断然ヘレーを捕獲しやすくなる」
「いいかげん君は、もう少し穏やかな言葉を選ぶことを覚えようか」
　モウルの指摘を受けて、オーリが僅かに鼻白む。お前にだけは言われたくない、という彼の心の声が聞こえるようだ。
　対するモウルは、上機嫌な笑顔をオーリに投げつけてから、ウネンのほうに向き直った。
「ここらで一応さ、僕もオーリも自分のことばかり考えているわけではない、って主張させていただくよ。君が王の補佐官の助手になった時点で、君をヘレーさんに対する餌にすることは、一旦諦めたんだから」
　滔々と揚々と語るモウルに、オーリが淡々と口を挟む。
「他人の言葉の選び方をどうこう言えた義理か」
「『捕獲』よりは断然穏やかじゃない。『餌』」
　ともにヘレーを捜しに行ける、という喜びがふつふつと湧き上がるのとは別に、ウネンの中の冷静な部分が嘆息する。どうしてこの二人は、普通に頼み事を口にできないんだろうか、と。一日に一回は毒舌ぶらなければいけない約束でもあるのだろうか、と。
「君に、王城での不自由のない生活を捨てさせて、あての無い根無し草の真似事をさせるのは、流石の僕も心が痛んだからね。でも、ラシュリーデンの王都ヴァイゼンへ、って、これだけ具体的な手掛かりが手に入れば、話は別だ。ヘレーさんと会える可能性はかなり高い」
　モウルはそこで一旦言葉を切ると、あらためてウネンの目を正面から覗き込んできた。
「君さえ構わないのなら、是非僕らと一緒に来てくれないかな」
　ウネンは、敢えてすまし顔を作ってみせた。
「餌として？」
「そう。とびっきりの餌として」
　モウルが、オーリが、揃って口の端はを引き上げる。
　ウネンはとうとう我慢できなくなって、胸の奥からほとばしるがままに喜びの声をあげた。
「ありがとう！　二人とも！」
　いえいえどういたしまして、と、いつもの返事を口にしてから、モウルがオーリに目配せをした。
「さて、そうと決まれば、張り切って最後の調整といこうか」
「調整？」
　ウネンの問いに、モウルが肩をすくめて応える。
「王都に帰ってきてからずっと、城を出る旨、言っているんだけどね、皆さんの慰留攻勢が激しくてさ」
　人気者はつらいわー、と、モウルは実に得意そうに微笑んだ。
「引き留とめられないって分かったら、次は、出発する前にこれをお願いします、あれをお願いします、って、あの補佐官なんなの、人使い荒すぎるでしょ」
　昨夜、モウルが「このところ色々あってちょっと鬱憤が溜まってた」と言っていたのは、きっとそのあたりのことだったのだろう。ウネンは、「お疲れさまでした」と苦笑を浮かべた。
「まあ、君にとっては、僕らの出立が遅れて良かったんだろうけど」
「もしかして、ぼくが『一緒に行きたい』って言い出す前に話がついたら、そのまま出ていっちゃうつもりだったんだ？」
「当たり前でしょ」
　モウルが涼しげに一言で返す。
　ウネンは、間に合って良かった、と、心の底からほっと胸を撫で下ろした。
　
　君の覚悟は確かに受け取った。挑みかけるような二人の眼差しを胸に、ウネンはその足でハラバルのもとへと赴いた。
　パヴァルナ行の報告書にヘレーのことを記載して、事態が動くことをただ期待しているだけでは駄目なのだ。意気地無しにもほどがある、と、ウネンは奥歯を噛み締めた。
　ハラバルの助手として入城して僅か二箇月。何の役にも立たないまま世話だけをかけて城を去るなど、迷惑にもほどがあるだろう。だが、この機会を逃しては、ヘレーと再会することは絶対に叶わない。
　扉にかかっていた鍵はオーリとモウルが外してくれた。あとは、自分の手で扉をあけ、そうしてこの足で前へ進むだけだ。
「お話があります」と机の前に立ったウネンを、ハラバルはしばし無言で見上げた。そうして、「場所を変えてお聞きしましょう」と席を立った。
　ウネンが連れてこられたのは、王の執務室だった。
　クリーナク王を前に、ウネンは膝を折って臣下の礼をとった。
「行方不明の父を捜しに行かせてください」
　今しがたの、そしてこれまでのハラバルの様子を見るに、ヘレーのことは王にも伝わっていると思われた。何より、既にオーリ達が城を出る手続きを進めている。その際にヘレーのことが話題にのぼらないわけがない。
　だが、ウネンは自らの口で始めから説明した。彼らの里や禁断の書のことなど、ウネンがあずかり知らないことは省いたものの、ヘレーが誰かに追われていることをも含めて、全てを王の御前でつまびらかにした。
「今のまま逃げ回っているだけでは、駄目なんです。ぼくは父を捜し出して、そして、父がもう追われることのないように、父の手助けをしたいんです」
　ヘレーのことを「父」と呼び表すたびに、ウネンの胸の奥底で、もやもやとした澱が揺らめいた。
　遠い昔、ロゲンの町で母親が客を取りはじめてすぐ、一人の客がウネンに靴をくれたことがあった。誰かが履きつぶしたぼろぼろの靴だったが、ウネンにとって、その靴は他人から貰った初めての贈り物だった。嬉しくて、とにかく嬉しくて、「もしかして」と思ったウネンは、その男におそるおそる「お父さん？」と問いかけてしまったのだ。
　問われた男は、それまでの優しい笑顔を一瞬にして凍りつかせると、逃げるようにして去っていった。激しい否定の言葉と、恐ろしいまでの嫌悪の眼差しをウネンに叩きつけて。
　ヘレーに拾われ、イェゼロ郊外に居を落ち着けて、ヘレーがミロシュにウネンのことを「娘だ」と紹介してくれた時は、ウネンは嬉しさのあまり思わず泣きそうになった。しかし、それでも、ヘレーを「お父さん」と呼ぶことはどうしてもできなかった。ウネンを「娘」と呼んだのは便宜の上でのことだったのかもしれない、との思いが、どうしても拭いきれなかったからだ。もしもロゲンの時のように、ヘレーにも拒絶されてしまったら。恐怖に苛さいなまれながら、ウネンはひたすら夢想した。この人が本当のお父さんだったらよかったのに、と、何度も、何度も。
「面おもてを上げよ」
　厳かな声でクリーナク王が言った。
　ウネンは唇を引き結んで顔を上げた。
「父親、と言ったか」
　ウネンの葛藤を見透かしたかのごとく、クリーナクが問うた。
「はい」
　ウネンは、全ての想いを眼差しに込めた。
「死にかけていたぼくを拾って、育ててくれて、勉強を教えてくれました。彼がぼくのことをどう思っているのかは分かりませんが、でも、ぼくにとっては、たった一人の親なんです」
　そうか、と息を吐いてから、クリーナクが頬を緩めた。それから、隣に立つハラバルを横目で見やる。
「世の父親の一人としては、こんなふうに父親を想ってくれる娘を引き留とめるなんてことは、到底できそうにないんだがね」
「まあ、陛下ならそう仰ると思っておりましたよ」
　ハラバルは、ふう、と肩を落としてウネンを見つめた。
「あなたの知識を他国に悪用されないように、というのがそもそものきっかけでしたからな。我がチェルナの人間である、ということを忘れないでいてくれれば、それで、あなたを城に呼んだ最低限の目的は果たせたと言えましょう」
　と、大きな溜め息がハラバルの口から漏れた。
「将来有望な助手がいなくなるのは、少々不本意ですがな。このまま、なし崩しに留とめ置くことはできないかと期待しておりましたが、叶いませんだか」
「ハラバル」
　クリーナクが、苦笑とともにハラバルを窘める。
「わたくしは、陛下ほど諦めのよい性格をしておりませぬゆえ」
　そうクリーナクに言い返したのち、ハラバルは傍らの机に置いてあった紙の束を手に取った。
「地図を作りながらゆく暇は、流石に無いでしょうから、パヴァルナ行の時のように、見聞きしたことを記録してきていただけますか」
「えっ？」
　カォメニ製の上質な紙の束を手渡され、ウネンはつい目をしばたたかせた。
「全て漏らさず、とは申しませぬ。旅路に余裕のある時のみでいいでしょう。この仕事、受けていただけますか」
　その瞬間、ウネンはハラバルの心遣いを理解した。彼は、形式ばかりの任務を与えることで、ウネンが城を出ていき易くしてくれたのだ。
　それに、と、ウネンは今一度口元に力を込めた。オーリ達が城を出たいと王に告げるにあたって、ウネンのことに言及していたであろうことは明らかだ。そうでなくては、これほど物事が滞りなく進むはずがない。自分が、今、どれほどの人々の厚意の上に立っているのか。そのことにあらためて思い至って、ウネンは知らず身を震わせる。
　大きく息を吸い、両の踵を合わせて姿勢を正し、そうしてウネンは、「謹んで拝命いたします！」と、腹の底から声を張り上げた。
　
　やりかけだった仕事を終わらせ、城の内外の世話になった人々に礼と挨拶をしてまわって、五日が経過した九月は九日、ウネン達三人の城を発つ準備が整った。
　その日の朝、出立の挨拶をしに王の執務室を訪れた三人の前に、クリーナクがなにやら長いものを手にして現れた。
「君のものだ」とクリーナクに促されて包みをほどいたウネンは、思わず驚きの声を上げていた。
　それは、一本の杖だった。いつぞや武器屋で見た槍の柄えと同じような、樹皮や麻糸で幾重にも丁寧に補強が施された軽くて丈夫な杖だった。しかも、長さも太さもウネンの身体にぴったりと馴染んでいる。
「弟から、君達三人に謝礼を預かっていてね。何か記念品でも贈らせてもらおうかと考えていたのだが、彼らが『自分達は何も要らないから、その分も使って、丈夫な杖を君に作ってやってくれ』と、ね。旅路に身を守る武器は必携だし、もしも今は城に残るにしても、そのうちに絶対に必要になるだろうから、と」
　クリーナクのあとを引き取って、ハラバルが涼しい顔で口を開いた。
「時計工房の親方の兄君が、槍拵師やりこしらえしをしておりましてな。方位盤の図面を同封いたしましたから、きちんと先端に嵌まるようになっているはずです」
　時計工房へのお使いで親方に届けた封書の中身は、これだったのか。あの時抱いだいた違和感がすっかり解け消えて、ウネンは思わず息を漏らす。
　まるで悪戯が成功した子供のように、クリーナクが満足そうに微笑んだ。
「そういうわけなので、受け取ってくれるかい？」
　ウネンは、すぐには言葉を返すことができなかった。武器屋で見た、槍の柄えの価格を思い出したからだ。しかもこの杖は、ウネンのためにわざわざ一からあつらえたものだという。その価値たるや、いかばかりか。
「でも……ぼくは城を出ていってしまうのに……こんな高価なものを受け取るのは……」
　恐縮するあまり身を縮ませるウネンに、クリーナクが悪戯っぽく片目をつむってみせた。
「なあに、彼らの言葉を借りるなら、『これだけ恩を売っておけば、よもや敵国に与くみするようなことはないだろう』ってね」
　まさかモウルは国王陛下の前でも毒舌ぶったのか。思わずウネンはあきれ顔で傍らに目をやった。
「しかし、誰かのため、と口にするのが照れ恥ずかしいのは解るが、もう少し言葉を選ばないと、人間性を誤解されてしまうぞ」
　クリーナクも、苦笑を口元に浮かべてモウルを見やる。
　モウルが珍しく言葉に詰まる横で、オーリが表情一つ変えずに口を開いた。
「言っていい相手か否かは、見極めているつもりです」
「あ、ああ、そうか、うん」
　予想もしていなかった方向からの返答に、クリーナクが二度三度とまばたきを繰り返す。
　そうして王は、「それは光栄だ」と屈託のない笑みを満面に浮かべた。



　
「この杖を見るたびに、我らのことを思い出してくれ。そして、無事、父君と再会が叶った暁には、是非我が城へ戻ってきてくれないか」
　王達の見送りを受けて、ウネン達は城を出た。以前よりはほんの少しだけ見慣れた街並みを抜け、町の門へ向かう。
　目指すラシュリーデンは、チェルナ王国の北にある。イェゼロの町とは方角が逆となるため、ウネンは養父母や友人に直接近況を報告することを断念し、手紙を行商人に託すにとどめた。ヘレーを捜しにオーリ達と旅立つ旨と、「行ってきます」の言葉をしたためた手紙を。
　町の門の前で、ウネンはふと足を止めた。
　背後に首を巡らせば、活気あふれる家並の向こうに、幾つもの尖塔を抱いだいた豪壮たる王城が見える。
　ウネンは、あらためて杖を握りしめた。よし、と短く息を吐き出し、門をくぐる。
　道の先でこちらを振り返る二つの人影に追いつくべく、ウネンは少し歩調を速めた。
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